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発刊によせて
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麻布学園教諭・山岳部顧問
江田　雅人
 
　初めに、麻布学園山岳部が創部七〇周年を迎えたことを心よりお祝い申し上げます。
　前回「岩燕IX号」が刊行されて以来、この一〇年間で山岳部を取り巻く環境は大きく変化しました。何よりもまず、顧問の世代交代が挙げられます。登山の経験も豊富で、長年にわたり山岳部を牽引してきた増子寛さん、野本勇さんの二大巨頭が退職され、山とは縁遠かった若手の教員が顧問業務を引き継ぐことになりました。
　現在、正顧問五名＋準顧問二名の集団体制で山岳部の活動を支えていますが、前回の「岩燕IX号」の発刊に関わった者は一人もいません。
　次に、部員数にも変化が見られ、もちろん年毎の増減はあるものの、この一〇年では相対的に増加傾向にあり、多い時は三〇名程の大所帯になりました。
　直接的な原因は定かではありませんが、もしかしたら世間全般の山に対する関心が高くなってきているのかもしれません。「山ガール」という言葉が聞かれるようになって久しく、最近は山を題材にしたマンガやアニメも出ているようです。さらに、今年（平成二八年）からは、八月一一日が「山の日」として祝日に制定されました。
　その一方で、安全管理に対する世間の目も昔と比較すると厳しくなってきているのを感じます。登山に関しても例外ではなく、世間の意識の高さゆえか件数の多さゆえか、それとも登山者の意識の低さゆえか、山でのさまざまな事故がメディア等で取り上げられることが多くなってきました。
　そのような環境の変化の中で、さらには、現顧問の「できること」が限られている中で、あくまでも生徒たちに主体性を持たせつつ、なおかつ、いかに安全性に最大限の配慮をした上で山行を計画、実施するか、ということが、これからの山岳部には求められています。
　ＯＢ会の皆様からは引き続きご指導、ご助言をいただけたら幸いです。何卒よろしくお願い致します。
　話は少し変わりますが、増子さんが引退を控えたある宴席で「我々はただ山に連れて行くだけなのです。あとは山がすべてを教えてくれます」と仰っていたのが、印象深く自分の心に残っています。
　実際、私自身も新人の頃は、顧問としてですが増子さんに山に「連れて行かれ」、そこで過ごす中で、確かに物言わぬ山々から不思議と、その美しさも厳しさも身を以て教えられてきました。また、山中での生徒たちの様子や行動を通して教えられたことも多々あります。
　かく言う現在も、まだ「連れて行く」と言える程の経験と知識は備わっていませんが、せめて「ついて行く」ことで生徒たちと共に学んでいければ、と思っています。山から教わることはまだまだたくさんありそうです。
 
 
 
 
活気を取り戻したここ一〇年の山岳部
 
　　――山岳部創立七〇周年に想う
                        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山岳部ＯＢ会会長
太田　高嗣（昭和四三年卒）
 
　麻布学園山岳部が創立七〇周年を迎えました。
　昭和二一年、先輩たちはどのような思いで部を創ったのだろう。終戦ですべての価値観が失われたが、変わらず残ったのは緑滴る山や川、美しい日本の自然でした。多くの若者は何かに夢中になりたくて、ただがむしゃらに山に登ったのでしょうか。当時の手記を読み返すと、そのような熱気が伝わってきます。
山岳部の歴史を振り返ると、大きく三期に分けられるのではないかと考えています。
　第一期は、最初の三〇年間、昭和五〇年頃までです。実績を積みあげ山岳部の基礎を作り上げるとともに、それを受け継いだメンバーが幅広い活動を展開した時期です。年代を超えた人的つながりも強く、ＯＢ会の中心メンバーも働き盛りで、創部以来のエネルギーが昭和五二年の八ヶ岳山荘の完成という形で結実したといえるでしょう。
　第二期は、次の三〇年間、平成二〇年頃までです。それまでの蓄積をベースに活動を行っていたものの、徐々に部員数が減少し、廃部の危機を迎える冬の時代となりました。いまでは懐かしいバブルの時代を経て、若者の関心は自然というよりは都会的なものへ向かった時代でもありました。
　第三期は、今日につながるこの一〇年間です。部員数の増加で、再び山岳部が活気を取り戻すことができました。ここ数年、山ガールに代表されるように若い人々が山に登るようになってきています。インターネットの普及などで、あらゆる情報が簡単に手に入る便利な時代となりましたが、一方で閉塞感が漂い、日頃のストレスを解消するような、爽快感、達成感といったものへのあこがれが、登山ブームに結び付いているのではないかといわれています。
　たしかに、そのようなことが背景としてあると思いますが、山岳部の灯を消してはならない、何とか存続させようと、関係者がさまざまな工夫をこらし、活動してきたことが、しっかりと根付いてきているからではないかと思っています。いわば、第二の創部とも言えるでしょう。改めて、顧問の先生をはじめ力を尽くされた方々にお礼を申し上げる次第です。
　大自然に出会うことでの感動、人々とのふれあい、チャレンジと達成感、仲間との連帯など、いつの時代でも山登りは人を豊かに成長させてくれる素晴らしい魅力があります。
　これからも時代の変化の中でさまざまなことが起きるでしょうが、学校側の体制、保護者会組織も整ってきており、それにＯＢ会が加われば、早め早めの手は打てるのではないかと考えています。
　ＯＢ会の目的は「会員相互の親睦をはかり、あわせて麻布学園山岳部の支援及び発展に寄与すること」にあります。山岳部の衰退の時期、ＯＢ会の活動も一時低迷していました。世代間の交替も滞り、財政的にも厳しいといった状態が続いていましたが、徐々に若手ＯＢの参画が実現し、今では現役に最も近い大学生が中心となって、合宿への同行など現役サポートや各種行事の運営にあたってもらっています。
　財政も立ち直りを見せてきました。もっとも、十分な現役サポートを行うためには、さらに安定した基盤を作る必要があると考えています。また、多くの会員の方に、ホームページの運営、八ヶ岳山荘の管理・運営に、自主的に取り組んでいただいています。、これはＯＢ会、山岳部を支える重要な活動であり、感謝しても感謝しきれないところです。
　現在、会員も二〇〇名を超える大所帯となっており、年齢も立場もさまざまです。青春の一時期、山を通じてつながった仲間として、どうかゆったりとした気持ちで、総会や忘年会などの行事に気楽に参加していただければと思います。
　また、時間が作れる方は、ボランティアの精神で、ＯＢ会の運営にも参画してください。
　この先、八〇年、九〇年と山岳部の活動が続き、やがて一〇〇周年を迎えるときがくると思います。人は変われど、伝統ある山岳部が引き続き発展することを願ってやみません。
 
 
 
山を楽しむこと、それが何より
 
　　――山岳部のさらなる飛躍を期待して
             　　　　　　　　　　　　　　　　　麻布学園元教諭（昭和五三年～平成二四年山岳部顧問）
増子　　寛
 
　幾多の高校や大学の名門山岳部が消えていく中で、麻布学園山岳部が七〇周年を迎えられることは、誠に喜ばしいことで、心よりお祝い申し上げる次第です。
　麻布を離れて四年になります。四年しか経っていないわりにはずいぶん離れているようにも思えます。退職後の体調の管理に若干手間取りましたが、いまはある程度安定しいていて体慣らしのためのハイキングもぼちぼちといったところです。
　かつて合宿の折などに、単独行で山に入っている年配の方々に出会うことがたびたびでしたが、誰か仲間はいないのかなと思わず余計な心配をしてしまいました。いま自分がその状況になりつつあることに気がつくと、何とも複雑な気持ちになります。
　雪を求めて、横浜で降雪があると大山まで一人で登りに出かけたりします。行ってみると同じような類の同年配の登山者がいて、思わず顔を見合わせてしまいます。まだ完全には仕事から離れているわけではないので、かなり自由に時間は使えますが、それなりの制約からは逃れられないようです。
　一〇年前、「岩燕IX号」の顧問としての文章のなかに、合宿初日、折立峠のバス停から太郎平に向かった隊列は久々に一二名であった、と記されています。それは絶滅危惧状態から何とか脱しつつある頃の姿であったと思います。
　それ以来、部員数は次第に増加し、定年を迎えるまでの数年間は二〇名を超える状態が続きました。これだけ数が増えると、また話は別になります。それまで天幕は一つか二つで事足りていたのですが、四つ五つと増やさねばなりません。その他の装備も然り、アイゼンも増やして、等々。
　ＯＢ会には大変お世話になりました。ただ装備が足りないのは努力をすれば何とかなります。しかし、もっとやっかいな問題は技術の継承でした。特に大人数で行動するときのノウハウが身についていないのです。
　四、五人での行動様式の延長線上に、二〇人での行動様式があるわけではないのです。総身そうみに知恵が回りかねることもしばしばでした。中学と高校を融合して行動するパターンも考え直し、山岳部の基本に戻って実践で積み上げるしかなかったようです。それもこれも部員が増えてくれたことによるうれしい悲鳴でした。
　さて次の難問は顧問の問題です。山好きな先生はかなりいたように思いますが、山岳部という性格上、なかなか顧問を引き受けてくれる先生が見つかりませんでした。そこで新任の元気な先生に目を付けて、何とか頼み込みました。頼まれた方からみれば、半ばパワハラに近かったかも知れません。
　しかし、本人のパワーさえあれば、あとは「山」が自ら若者を虜にしてくれることを、密かに期待していたからでもありました。かつて筆者自身がそうであったように思います。もっとも半世紀前のその時代は、どこの高校や大学にも山岳部があって、夜の新宿駅や上野駅がザックを持った若者で埋め尽くされていました。現在の部員諸君にはとうてい想像できないであろう光景が広がっていたのですが。
　現在でも高等学校で山岳部が残っている学校もいくつか見受けられます。山に入る時期や山域などはさほど違わないので、山の中や麓でそんな山岳部とけっこう行き会うことがあります。中にはそろいのシャツを着てきびきびと行動するパーティも見受けられます。ある時期は、そんな山岳部なら顧問は楽だろうな、と羨むときもありましたが、麻布は麻布流で亦また楽しからずや、です。
　ただ大切なことは、ここぞという勘所を外さないことです。いったん山に入れば、どんなに管理された山域であろうとも、すべての行動は自己責任の下にあります。パーティで入れば個人ではなく、パーティとしての自己責任になります。
　ある判断が求められたとき、意見を出し合うことはあっても、多数決で決められることはあり得ません。それは経験に基づいた判断でなければならないからです。そして、その判断に従ってパーティが行動できることが求められます。
　パーティにとって最適な判断が必ずしも正しい判断とは言えない場合も起こります。これらをできる限り一致させるようにする努力を怠らないこと、すなわち、いろいろな経験を積むことが大切になってきます。
　あまり難しいことを言わずに山を楽しむこと、これが何よりです。動機は何であれ、そのときだけでも楽しいと思うことができれば、少々のつらいことも我慢ができます。そして、そのうち背伸びもしたくなるでしょう。ただ、着実に身の丈を伸ばすには、虚心坦懐に山の言うことを聞くことです。傲慢は山が最も嫌うことのようです。
　これから、山岳部全体でおおいに山を楽しんでください。そして、経験を積みながら、さらなる高みを目指してほしいと思います。
 
 
 
一人一人が責任ある行動を
 
　　――山岳部創部七〇周年への祝辞
　　　　　　　             　　　　　　　　　　麻布学園元教諭（昭和五六年～平成二五年山岳部顧問）
野本 　　勇
 
　　三二年間お世話になりました学園を退職し、外からクラブ活動の活躍を見ています。
　麻布に来る前は、公立の学校に勤務しておりました。山岳部の生徒ではありませんが、クラスなどの生徒を連れて山に登っていました。山での遭難事故が続き、いつしか公立学校の山岳部はなくなっていきました。私の学校でも校長からいろいろと言われて、山から遠ざかっていきました。
  私の学生時代の山岳部は上下関係が厳しく、いわゆる３Ｋの時代で、大学の山岳部にはついていけず、友達と近くの山に登っていました。そんなときに、雑誌「山渓」の元編集長だった川崎先生に出会い、山は楽しく登るものだと教わりました。
　先生には尾瀬に何回か連れて行ってもらいました。そのとき尾瀬の長蔵小屋で働いていたご夫婦と親しくなりつきあうようになって、山とは何かを学んだ気がします。奥様は女性登山家として南米の山に遠征をした方で、登山には自分の力量（プラス・アルファが必要）と緻密な計画があって初めて登れるということを教えていただき、現在に至っております。
  今年、久しぶりに南アルプスの仙丈ヶ岳に行きました。北沢峠にテントを張り、翌日の登頂を楽しみにしていましたが、当日は小雨であきらめ、停滞し、次の日に予定していた甲斐駒ヶ岳の登山はあきらめました。
　登山日の朝方は曇り空でしたが、途中から天気も回復し、久しぶりに頂上に立ちました。頂上では、生徒と登ったことを思い出しました。この山でのいちばんの思い出は、一〇年以上前になりますが、Ｆ君がリーダーで登ったときで（といっても生徒は二人）、部員数が実質二人の状況では、これで廃部かと思っての山行でした。
　そのとき、仙丈ヶ岳の頂上で親子とはちょっと雰囲気が違う登山者と出会い、話を聞くと、学校の先生で最後の部員ということでした。話をしていて部がなくなる寂しさを強く実感しました。それから、どう部員数を増やすか悩んだことなどを思い出しました。
  その後、入学したばかりの中一を入部させたのと、当時の上級生がまじめにクラブ活動に取り組んでくれたおかげで、徐々に人数も増え、活動も活発になりほっとしました。
  部員も三〇名を超えると、一人一人が受け身ではなく、山行計画、装備の管理など、自分から何が必要かを考え、準備し、行動しないと統制がとれなくなり、事故の元になります。一人一人が他人ひと任せではなく、責任ある行動をとってください。
　最後に、山の頂上に立つことも大切ですが、どんな山なのかをしっかりと見てください。
 
 
 

部山行の記録と想い出
平成一八～二六年
 
山行記録
 
平成一八（二〇〇六）年
一月　　箱根・浅間山
　　　　　湯坂道を経て浅間山へ
三月　　雲取山（春合宿）
　　　　　（一日目）鴨沢経由で、雲取避難小屋へ
　　　　　（雲取避難小屋泊）
　　　　　（二日目）早朝、雲取山登頂、三峰へ下
　　　　　山
四月　　高尾山
　　　　　琵琶滝コースで高尾山へ
五月　　物見山
　　　　　日和田山、高指山を経て物見山へ
六月　　大菩薩峠
　　　　　（一日目）大菩薩峠登山口から上日川峠へ（テント泊）
　　　　　（二日目）テント泊中のメンバーのけがのため撤退
七月　　常念岳、槍ヶ岳（夏合宿）
　　　　　（一日目）上高地から徳沢ロッジへ雨激しく（テント泊）
　　　　　（二日目）天候不順のため撤退
八月　　金峰山（夏合宿）
　　　　　（一日目）瑞牆山荘を経て富士見平小屋へ（小屋泊）
　　　　　（二日目）金峰山往復（小屋泊）
　　　　　（三日目）瑞牆山荘を経て下山
九月　　武川山
　　　　　準備不足のため登頂できず
一〇月　矢倉岳
　　　　　矢倉沢から矢倉岳、足柄城跡を経て下山
一一月　鷹ノ巣山
　　　　　奥集落を経て鷹ノ巣山へ同じルートを下山
一二月　蕎麦粒山、川乗山（冬合宿Ａ班）
　　　　　（一日目）一杯水避難小屋を経て三ツドッケへ（小屋泊）
　　　　　（二日目）蕎麦粒山、川乗山を経て鳩ノ巣を経由し下山
　　　　　薬師岳（鳳凰三山）（冬合宿Ｂ班）
　　　  　（一日目）夜叉神峠から杖立峠を経て苺平前へ（テント泊）
　　　　　（二日目）苺平から南御室、薬師岳を経て南御室へ（テント泊）
　　　　　（三日目）夜叉神峠を経て下山
 
平成一九（二〇〇七）年
一月　　伊豆ヶ岳
　　　　　正丸峠を経て伊豆ヶ岳へ
三月　　笠取山、飛龍山（春合宿）
　　　  　（一日目）笠取小屋（テント泊）
　　　　　（二日目）唐松尾山登頂、将監小屋へ（テント泊）
　　　　　（三日目）飛龍山、サオラ峠を経て下山
四月　　高尾山
　　　　　琵琶滝コースを経て高尾山へ
五月　　高尾山、景信山
　　　　　慈眼寺から景信山登頂、城山を経て清滝方面へ下山
六月　　西丹沢・畦ヶ丸
　　　　　（一日目）奥箒沢山の家（テント泊）
　　　　　（二日目）畦ヶ丸往復、下山
七月　　甲斐駒ヶ岳、仙丈ヶ岳、北岳（夏合宿）
　　　　　（一日目）北沢駒仙小屋（テント泊）
　　　　　（二日目）甲斐駒ヶ岳往復、北沢駒仙小屋へ（テント泊）
　　　　　（三日目）Ａ班：仙丈ヶ岳を経て両俣小屋へ（テント泊）
　　　　　Ｂ班：仙丈ヶ岳往復、北沢駒仙小屋へ（テント泊）
　　　　　（四日目）Ａ班：三峰岳、間ノ岳を経て北岳山荘へ（テント泊）
　　　　　Ｂ班：仙流荘を経て下山
　　　　　（五日目）Ａ班：北岳登頂、広河原へ下山
七月　　尾瀬、燧ヶ岳（中学生夏合宿）
　　　　　（一日目）大清水を経て尾瀬沼へ（テント泊）
　　　　　（二日目）燧ケ岳往復（テント泊）
　　　　　（三日目）山の鼻を経て下山
九月　　箱根・浅間山
　　　　　小涌谷駅から浅間山、湯坂山を経て箱根湯本駅へ下山
一〇月　高水三山
　　　　　軍畑駅から高源寺、高水山、岩茸石山、惣岳山を経て御嶽駅へ下山
一一月　大菩薩嶺
　　　　　（一日目）塩山駅から大菩薩峠入口バス停を経てロッヂ長兵衛へ（テント泊）
　　　　　（二日目）ロッヂ長兵衛から石丸峠、大菩薩嶺登頂、福ちゃん荘、ロッヂ長兵衛を経て塩山駅へ下山
十二月　北八ヶ岳・天狗岳（冬合宿）
　　　　　（一日目）茅野駅から渋の湯バス停を経て黒百合平キャンプ場へ（テント泊）
　　　　　（二日目）中二・中一：黒百合平キャンプ場から高見石小屋往復
　　　　　高一：黒百合平キャンプ場から高見石小屋を経て白駒池往復、黒百合平キャンプ場へ（テント泊）
　       　（三日目）天候不良のため天狗岳へのアタックを取り止め、黒百合平キャンプ場から渋の湯バス停を経て下山
 
平成二〇（二〇〇八）年
一月　　御岳山
　　　　　鳩ノ巣駅から大楢峠を経て御岳山登頂、古里駅へ下山
三月　　丹沢・大山
　　　　　伊勢原駅から大山ケーブル駅を経て大山登頂、ヤビツ峠を経て蓑毛駅へ下山
四月　　金峰山、朝日岳（春合宿）　
　　　　　（一日目）韮崎駅から瑞牆山荘を経て大日小屋へ（テント泊）
　　　　　（二日目）大日小屋から金峰山登頂、チームが分かれる
　　　　　中二・中一：金峰山から大日小屋を経て富士見平小屋へ（テント泊）
　　　　　高一：金峰山でルート探索に戸惑ったためルートを見つけた時点で夕方になる。金峰山でテントを張る（テント泊）
　　　　　（三日目）中二・中一：富士見平小屋から瑞牆山往復。瑞牆山荘、増富温泉を経て韮崎駅へ下山
　　　　　高一：金峰山から朝日岳往復、大日小屋へ（テント泊）
　　　　　（四日目）高一：大日小屋から富士見平小屋、瑞牆山荘を経て韮崎駅へ下山
四月　　高尾山
　　　　　稲荷山コースを経て高尾山往復
五月　　景信山
　　　　　相模湖駅から景信山、城山を経て高尾山口駅へ下山
六月　　畦ヶ丸
　　　　　（一日目）新松田駅から中川バス停を経て奥箒沢の家へ（テント泊）
　　　　　（二日目）奥箒沢の家から畦ヶ丸山頂往復、奥箒沢の家から中川バス停を経て新松田駅へ下山
七月　　旭岳、トムラウシ山（夏合宿）　
　　　　　（一日目）上川駅から国設層雲峡野営場へ（テント泊）
　　　　　（二日目）国設層雲峡野営場から黒岳、御鉢平展望台、中岳、間宮岳を経て裏旭キャンプ指定地へ（テント泊）
　　　　　（三日目）裏旭キャンプ指定地から旭岳往復、裏旭キャンプ指定地から白雲分岐を経て白雲岳往復、白雲分岐から白雲岳避難小屋へ（テント泊）
　　　　　（四日目）高二・中三：白雲岳避難小屋から忠別岳、忠別岳避難小屋分岐、五色岳、化雲岳、ヒサゴ沼分岐を経てヒサゴ沼避難小屋へ（テント泊）
　　　　　中二・中一：白雲岳避難小屋から北海岳、黒岳、黒岳展望台を経て国設層雲峡野営場へ下山（テント泊）
　　　　　（五日目）高二・中三：ヒサゴ沼避難小屋からトムラウシ山、前トム平を経てトムラウシ自然休養林野営場へ下山（テント泊）
　　　　　中二・中一：国設層雲峡野営場から上川オートキャンプ場へ（テント泊）
　　　　　（六日目）高二・中三：トムラウシ自然休養林野営場から新得駅へ
　　　　　中二・中一：上川オートキャンプ場から新得駅へ
一〇月　川苔山
　　　　　（一日目）川井駅から清東園キャンプ場へ（テント泊）
　　　　　（二日目）キャンプ場から川苔山へ登頂、鳩ノ巣駅へ下山
一二月　雲取山、酉谷山（冬合宿）
　　　　　（一日目）奥多摩駅より七ツ石小屋を経て奥多摩小屋（テント泊）
　　　　　（二日目）奥多摩小屋から雲取山登頂、以下Ａ・Ｂ班分かれる
　　　　　Ａ班：雲取山から芋の木ドッケを経て白岩小屋を目指すが、日没のためビバーク（テント泊）
　　　　　Ｂ班：雲取山より七ツ石小屋を経て鷹ノ巣山避難小屋へ（テント泊）
　　　　　（三日目）Ａ班：長沢山を経て酉谷山登頂、酉谷避難小屋へ（テント泊）
　　　　　Ｂ班：鷹ノ巣避難小屋から石尾根を経て奥多摩駅へ下山
　　　　　（四日目）Ａ班：一杯水避難小屋を経て奥多摩駅へ下山
 
 
平成二一（二〇〇九）年
三月　　安達太良山
　　　　　（一日目）前夜に新宿駅から夜行バスで出発、二本松バイパスで乗り換え、奥岳温泉から歩き始め、くろがね小屋へ（テント泊）
　　　　　（二日目）くろがね小屋から安達太良山登頂、下山途中でピッケルなどの雪上訓練
　　　　　（三日目）くろがね温泉から奥岳温泉を経て二本松駅へ下山
四月　　高尾山
五月　　高水山、惣岳山
　　　　　軍畑駅から高水山、岩茸石山を経て惣岳山へ、御嶽駅へ下山
六月　　畦ヶ丸
　　　　　（一日目）新松田駅から奥箒沢山の家へ（テント泊）
　　　　　（二日目）権現山分岐を経て畦ヶ丸登頂、新松田駅へ下山
七月　　立山、薬師岳、水晶岳、鷲羽岳（夏合宿）
　　　　　（一日目）Ａ班：前夜、夜行列車で上野発、富山駅でバスに乗り換えて立山室堂へ、室堂から獅子岳を経て五色ヶ原山荘へ（テント泊）
　　　　　（二日目）Ａ班：五色ヶ原で停滞
　　　　　（三日目）Ａ班：スゴ乗越を経てスゴ乗越小屋（テント泊）
　　　　　Ｂ班：前夜、夜行列車で上野発、富山駅でバスに乗り換えて折立へ、折立から太郎岳を経て薬師岳山荘へ（テント泊）
　　　　　（四日目）Ａ班：スゴ乗越小屋から北薬師岳を経て薬師岳へ、山頂でＢ班と合流
　　　　　Ｂ班：薬師岳山荘から薬師岳往復、薬師岳山荘へ（テント泊）
　　　　　（五日目）Ａ班：薬師岳山荘から薬師沢へ下り、雲ノ平を目指すが、雲ノ平への急登を終えたあたりから暴風雨、雲ノ平山荘へ（テント泊）
　　　　　Ｂ班：薬師岳山荘から太郎山を経て折立へ下山
　　　　　（六日目）Ａ班：前日からの暴風雨のため停滞、雲ノ平山荘で停滞（テント泊）
　　　　　（七日目）Ａ班：雨風強い中を雲ノ平山荘を出発、黒部源流を渡渉して三俣山荘を経て双六小屋へ（テント泊）
　　　　　（八日目）Ａ班：双六小屋から新穂高温泉へ下山
八月　　川合キャンプ場
　　　　　夏合宿が雨ばかりだったため、晴れたところでキャンプがしたくなり、川合駅近くのキャンプ場でテント泊
九月　　御岳山
　　　　　御嶽駅から御岳山往復
一一月　檜洞丸
　　　　　（一日目）新松田駅から奥箒沢山の家へ（テント泊）
　　　　　（二日目）檜洞丸を目指すが、道を間違えて登頂断念、新松田駅へ下山
一二月　鳳凰三山（冬合宿）
　　　　　（一日目）甲府から夜叉神峠登山口へ、夜叉神峠を経て夜叉神峠小屋へ（テント泊）
　　　　　（二日目）Ａ班：夜叉神峠小屋から苺平を経て南御室小屋へ（テント泊）
　　　　　Ｂ班：Ａ班とともに苺平へ、引き返して夜叉神峠小屋へ（テント泊）
　　　　　（三日目）Ａ班：南御室小屋から稜線沿いに薬師岳へ、薬師岳から南御室へ引き返す（テント泊）
　　　　　Ｂ班：夜叉神峠登山口へ下山
　　　　　（四日目）Ａ班：南御室小屋から夜叉神峠小屋を経て登山口へ下山
 
平成二二（二〇一〇）年
三月　　甲武信ヶ岳（春合宿）
　　　　　（一日目）塩山駅から西沢渓谷へ（テント泊）
　　　　　（二日目）西沢渓谷から徳ちゃん新道を登るが、日没近くなったため甲武信小屋から下山、西沢渓谷に戻る（テント泊）
　　　　　（三日目）西沢渓谷からバスで塩山駅へ
四月　　高尾山
五月　　文化祭で山岳部単独展示「ＭＯＵＮ展」を
　　　　開催、鳳凰三山の模型を作り展示
六月　　畦ヶ丸
　　　　　（一日目）新松田駅から奥箒沢山の家へ（テント泊）
　　　　　（二日目）権現山分岐を経て畦ヶ丸登頂、新松田駅へ下山
七月　　荒川岳、赤石岳、聖岳（夏合宿Ａ班）
　　　　　（＊山本先生はこの合宿が顧問として初の参加）
　　　　　（一日目）新宿駅から高速バス、鳥倉登山口から三伏峠小屋へ（テント泊）
　　　　　（二日目）三伏峠小屋から烏帽子岳、小河内岳を経て高山裏避難小屋（テント泊）
　　　　　（三日目）前岳分岐を経て悪沢岳登頂、荒川小屋へ（テント泊）
　　　　　（四日目）快晴だったこともあり、計画を変更して荒川小屋で停滞
　　　　　（五日目）荒川小屋から大聖寺平を経て赤石岳登頂、赤石岳を下り、百間洞天幕場へ（テント泊）、腹が減って野草を食べた部員がいた
　　　　　（六日目）兎岳を経て聖岳登頂、聖岳を下り、聖平小屋へ（テント泊）
　　　　　（七日目）南岳、上河内岳を経て茶臼小屋へ（テント泊）
　　　　　（八日目）茶臼小屋から畑薙大橋を経て畑薙第一ダムへ下山
　　　　　（＊バスを待っている間、Ｂ班合宿を終えた野本先生が車で駆けつける）
　　　　　甲斐駒ヶ岳、仙丈ヶ岳（夏合宿Ｂ班）
　　　　　（一日目）甲府駅から広河原を経て北沢峠へ（テント泊）
　　　　　（二日目）北沢峠から甲斐駒ヶ岳往復、北沢峠へ（テント泊）
　　　　　（三日目）北沢峠で停滞（テント泊）
　　　　　（四日目）北沢峠から仙丈ヶ岳往復、北沢峠へ（テント泊）
　　　　　（五日目）北沢峠から広河原を経て下山
八月　　北岳
　　　　　（一日目）甲府駅から広河原を経て白根御池小屋へ（テント泊）
　　　　　（二日目）白根御池小屋から北岳往復、白根御池小屋へ（テント泊）
　　　　　（三日目）白根御池小屋から広河原へ下山
一〇月　川苔山
　　　　　（一日目）奥多摩駅から氷川キャンプ場へ（テント泊）
　　　　　（二日目）本仁田山を経て川苔山往復
一一月　御岳山
　　　　　古里駅から大塚山を経て御岳山登頂
一二月　西破風山、甲武信ヶ岳（冬合宿）
　　　　　（一日目）塩山駅から道の駅みとみへ、近くの駐車場で幕営（テント泊）
　　　　　（二日目）雁坂小屋へ（テント泊）
　　　　　（三日目）Ａ班：雁坂嶺、西破風山を経て甲武信小屋へ（破不山避難小屋泊）
　　　　　Ｂ班：西破風山を目指すが断念、雁坂峠から駐車場へ（テント泊）
　　　　　（四日目）Ａ班：甲武信ヶ岳登頂、徳ちゃん新道を経て駐車場へ（テント泊）
　　　　　Ｂ班：下山
　　　　　（五日目）Ａ班：下山
 
平成二三（二〇一一）年
一月　　倉岳山
　　　　　梁川駅から倉岳山登頂、鳥沢駅へ下山
二月　　鳴虫山
　　　　　日光駅から鳴虫山往復
三月　　安達太良山（春合宿）
　　　　　東日本大震災のため中止
四月　　高尾山
　　　　　高尾山口駅から琵琶滝を経て登頂
五月　　扇山
　　　　　鳥沢駅から扇山往復
六月　　畦ヶ丸
　　　　　（一日目）新松田駅から中川バス停を経て奥箒沢の家へ（テント泊）
　　　　　（二日目）奥箒沢の家から畦ヶ丸山頂往復、中川バス停を経て新松田駅へ下山
七月　　十勝岳～旭岳（夏合宿Ａ・Ｃ班）
　　　　　（一日目）美瑛富士登山口から美瑛富士避難小屋へ（テント泊）
　　　　　（二日目）十勝岳往復（テント泊）
　　　　　（三日目） 美瑛富士避難小屋からオプタテシケ山を経てツリガネ山手前でビバーク（テント泊）
　　　　　（四日目）三川台を経て南沼キャンプ場へ、トムラウシ山往復 （テント泊）
　　　　　（五日目）Ａ班：化雲岳、五色岳、忠別岳を経て白雲避難小屋へ（テント泊）
　　　　　Ｃ班：前トム平からトムラウシ温泉へ下山（テント泊）
　　　　　（六日目）Ａ班：白雲避難小屋から白雲岳、北海岳、間宮岳、旭岳を経て旭岳ビジターセンターへ下山
　　　　薬師岳（夏合宿Ｂ班）
　　　　　（一日目）折立キャンプ場へ（テント泊）
　　　　　（二日目）太郎平を経て薬師峠キャンプ場へ（テント泊）
　　　　　（三日目）薬師岳往復、折立へ下山
九月　　本仁田山
　　　　　奥多摩駅から本仁田山登頂、鳩ノ巣駅へ下山
一〇月　大菩薩嶺、小金沢山
　　　　　（一日目）上日川峠から大菩薩嶺、大菩薩峠を周回、上日川峠へ戻る（テント泊）
　　　　　（二日目）上日川峠から大菩薩峠へ、小金沢山往復後、下山
一一月　三つ峠山
　　　　　三つ峠登山口から三つ峠山登頂、三つ峠駅へ下山
一二月　蓼科山（冬合宿）
　　　　　（一日目）竜源橋から大河原峠（テント泊）
　　　　　（二日目）大河原峠から蓼科山と双子山往復（テント泊）
　　　　　（三日目）Ａ班：大河原峠から双子池を経て北横岳往復（テント泊）
　　　　　Ｂ班：大河原峠から竜源橋へ下山
　　　　　（四日目）Ａ班：双子池から竜源橋へ下山
 
平成二四（二〇一二）年
一月　　笹子雁ヶ腹摺山
　　　　　笹子駅から笹子雁ヶ腹摺山往復
二月　　大岳山
　　　　　御嶽駅から御岳山を経て大岳山登頂、奥多摩駅へ下山
三月　　蝶ヶ岳（春合宿Ａ班）
　　　　　（一日目）中の湯から釜トンネルを経て上高地、徳沢へ（テント泊）
　　　　　（二日目）徳沢から長塀尾根で蝶ヶ岳を目指すが、森林限界付近で撤退、徳沢へ戻る（テント泊）
　　　　　（三日目）徳沢から中の湯へ下山
　　　　雲取山（春合宿Ｂ班）
　　　　　（一日目）鴨沢から七ツ石小屋へ（テント泊）
　　　　　（二日目）雲取山登頂、鷹ノ巣避難小屋へ（鷹ノ巣避難小屋泊）
　　　　　（三日目）石尾根を経て奥多摩駅へ下山
四月　　高尾山
　　　　　琵琶滝ルートで高尾山へ
五月　　倉岳山、高畑山
　　　　　梁川駅から倉岳山、高畑山登頂、鳥沢駅へ下山
六月　　檜洞丸
　　　　　（一日目）バスで中川バス停を経て奥箒沢の家（テント泊）
      　  　（二日目）奥箒沢山の家から檜洞丸往復
七月　　伊豆ヶ岳
　　　　　正丸駅から伊豆ヶ岳登頂、子の権現を経て吾野駅へ下山
七月　　北アルプス南部（夏合宿Ａ・Ｃ班）
　　　　　 （一日目）上高地バスターミナルから横尾へ（テント泊）
　　　　　 （二日目）横尾から蝶ヶ岳へ（テント泊）
　　　　　 （三日目）Ａ・Ｃ班：蝶ヶ岳から常念岳登頂（テント泊）
　　　　　Ｂ・Ｄ・Ｅ班：上高地バスターミナルから横尾へ（テント泊）
　　　　　 （四日目）Ａ班：常念小屋から大天井岳登頂、西岳山荘へ（テント泊）
　　　　   Ｃ班　常念小屋から一ノ沢を下山
　　　　　Ｂ・Ｄ・Ｅ班：槍ヶ岳を目指し、殺生ヒュッテへ（テント泊）
　　　 　　（五日目）Ａ班：西岳から東鎌尾根を経て槍ヶ岳登頂、西鎌尾根から双六小屋へ、ここでＢ・Ｄ・Ｅ班と合流（テント泊）
　　　　　Ｂ・Ｄ・Ｅ班：殺生ヒュッテから槍ヶ岳登頂、西鎌尾根から双六小屋へ、ここでＡ班と合流（テント泊）
　　　　　 （六日目）Ａ・Ｂ班：双六岳、三俣蓮華岳登頂、三俣山荘へ（テント泊）
　　　　　Ｄ班：笠ヶ岳登頂を断念、新穂高温泉を目指し、わさび平小屋へ（テント泊）
　　　　　Ｅ班：双六小屋から新穂高温泉へ下山
　　　　 　（七日目）Ａ・Ｂ班：停滞日、有志が雲ノ平へ（テント泊）
　　　　　Ｄ班：わさび平小屋から新穂高温泉へ下山
　　　　　 （八日目）Ａ・Ｂ班：三俣山荘から鷲羽岳、水晶岳登頂、部員のけがのため、野口五郎小屋へ（小屋泊）
　　　　　 （九日目）Ａ・Ｂ班：野口五郎小屋から裏銀座コースを北上、烏帽子小屋からブナ立尾根を経て高瀬ダムに下山
八月　　穂高岳
　　　　　 （一日目）上高地バスターミナルから涸沢へ（テント泊）
　　　　　 （二日目）Ａ班：涸沢から北穂高岳、涸沢岳、奥穂高岳登頂、涸沢へ（テント泊）
　　　　  Ｂ班：涸沢から奥穂高岳往復（テント泊）
　　　　　 （三日目）涸沢から上高地へ下山
一〇月　本社ヶ丸
　　　　　笹子駅から清八山、本社ヶ丸と周回して笹子駅へ下山
一一月　塔ノ岳、丹沢山
　　　　　 （一日目）大倉から大倉高原山の家（テント泊）
　　　　　 （二日目）大倉高原山の家から塔ノ岳を経て丹沢山を往復して下山
一二月　鳳凰三山（冬合宿Ａ班）
　　　　　 （一日目）甲府駅から夜叉神峠へ（テント泊）
　　　　　 （二日目）夜叉神峠から苺平を経て南御室小屋へ（テント泊） 
　　　　　 （三日目）南御室小屋から薬師岳往復（テント泊）
　　　　　 （四日目）南御室小屋から夜叉神峠へ下山
　　　　瑞牆山（冬合宿Ｂ班）
　　　　　 （一日目）韮崎駅からタクシーで富士見平小屋へ、瑞牆山往復（テント泊）
　　　　　 （二日目）富士見平小屋から下山
 
平成二五（二〇一三）年
一月　　筑波山
　　　　　つくば駅からバスで筑波神社入口へ、男体山、女体山登頂、つつじケ丘へ下山
二月　　高水三山
　　　　　軍畑駅から高水山、岩茸石山、惣岳山登頂、御嶽駅へ下山
三月　　硫黄岳（春合宿）
　　　　　 （一日目）茅野駅からタクシーで美濃戸口、赤岳鉱泉へ（テント泊）
　　　　　 （二日目）赤岳鉱泉から赤岩の頭（低学年はここで撤退）を経て硫黄岳登頂、赤岳鉱泉に戻る（テント泊）
　　　　　 （三日目）赤岳鉱泉から下山
四月　　高尾山
　　　　　琵琶滝ルートで高尾山へ
五月　　陣馬山
　　　　　藤野駅から陣馬山往復
六月　　畦ヶ丸
　　　　　 （一日目）中川バス停から奥箒沢山の家へ（テント泊）
　　　　　 （二日目）畦ヶ丸を目指すが、大雨のため断念し下山
七月　　大菩薩嶺
　　　　　 （一日目）大菩薩峠登山口から上日川峠（テント泊）
　　　　　 （二日目）上日川峠から大菩薩嶺へ、妙見の頭を経て熊沢山から上日川峠を経て下山
八月　　北岳、間ノ岳、農鳥岳、塩見岳（夏合宿）　　
　　　　　 （一日目）甲府駅から 広河原を経て白根御池へ（テント泊）
　　　　　 （二日目）悪天候のため、白根御池を経て北岳山荘へ行く予定を変更し、北岳肩の小屋へ（テント泊）
　　　　　（三日目）Ａ班：北岳肩の小屋から北岳、間ノ岳を経て農鳥小屋へ（テント泊）
　　　 　　Ｂ班：間ノ岳往復の予定を変更し、北岳往復、白根御池から下山
　　　　　（四日目）Ａ班：農鳥小屋から農鳥岳往復、熊の平小屋へ（テント泊）
　　　　　（五日目）Ａ班：熊の平小屋から安倍荒倉山、北荒川岳、塩見岳を経て塩見小屋へ（小屋泊）
　　　　　（六日目）Ａ班：塩見小屋から本谷山、三状峠を経て鳥倉登山口へ下山
九月　　丹沢・大山
　　　　　大山ケーブルバス停から女坂を経て大山へ、男坂を下山 
一一月　飛龍山
　　　　　（一日目）丹波からサオラ峠を経て三条の湯へ（テント泊）
　　　　　（二日目）三条の湯から禿岩を経て飛龍山を往復、丹波へ下山
一二月　北八ヶ岳（冬合宿Ａ班）
　　　　　（一日目）渋の湯から高見石小屋を経て青苔荘へ（テント泊）
　　　　　（二日目）青苔荘から麦草峠を経て茶臼山、縞枯山へ、縞枯山荘から北横岳往復、山頂駅からロープウェイで下山
　　　　　赤城山（冬合宿Ｂ班）
　　　　　（一日目）赤城山ビジターセンターから赤城山キャンプ場へ（テント泊）
　　　　　（二日目）地蔵岳、長七郎山登頂、赤城山キャンプ場へ戻る（テント泊）
　　　　　（三日目）赤城山キャンプ場から黒檜山往復、赤城山ビジターセンターへ下山
 
平成二六（二〇一四）年
一月　　甲州高尾山
　　　　　大滝不動尊を経て甲州高尾山登頂、五所神社、大日影トンネル遊歩道を経て下山 
二月　　霧ヶ峰雪上訓練
　　　　　車山肩から車山山頂へ、車山肩へ下山
三月　　会津駒ヶ岳（春合宿Ａ班） 
　　　　　（一日目）小豆温泉から駒ヶ岳登山口の少し先で幕営（テント泊）
　　　　　（二日目）幕営地から森林限界手前へ（テント泊）
　　　　　（三日目）悪天候のため、駒ヶ岳登山口へ下山
　　　　雲取山（春合宿Ｂ班）
　　　　　（一日目）鴨沢から七ツ石小屋へ（テント泊）
　　　　　（二日目）七ツ石小屋から奥多摩小屋を経て雲取山往復、七ツ石小屋から鷹ノ巣避難小屋へ（テント泊）
　　　　　（三日目）鷹ノ巣避難小屋から六ツ石山登頂、道に迷いながら奥多摩駅へ下山
四月　　高尾山
　　　　　琵琶滝ルートで高尾山登頂、薬王院を経て下山
五月　　破風山
　　　　　秩父華厳前バス停から秩父華厳の滝、天狗山、札立峠を経て破風山登頂、皆野駅へ下山
七月　　天狗岳
　　　　　（一日目）渋の湯から黒百合ヒュッテへ（テント泊）
　　　　　（二日目）黒百合ヒュッテからスリバチ池を経て東天狗、西天狗へ、中山峠を経て黒百合ヒュッテへ、渋の湯へ下山
八月　　大雪山 （夏合宿）
　　　　　（一日目）Ａ・Ｂ班：層雲峡から黒岳を経て黒岳石室へ（テント泊 ）
　　　　　（二日目）Ａ・Ｂ班：悪天候のため停滞（小屋・テント泊
　　　　　（三日目）Ａ・Ｂ班：北鎮分岐から北鎮岳往復、北鎮分岐から間宮岳、北海岳へ、白雲分岐から白雲岳往復、白雲岳避難小屋へ（テント泊）
　　　　　（四日目）Ａ班：悪天候のため停滞（テント泊）
　　　　　Ｂ班：白雲岳避難小屋から北海岳、黒岳石室を経て層雲峡へ下山
　　　　　（五日目）Ａ班：白雲岳避難小屋から間宮岳を経て旭岳へ、旭岳温泉へ下山
九月　　九鬼山
　　　　　禾生駅から九鬼山登頂、大月駅へ下山
 
＊詳細はAACホームページを参照ください。
　
 
 
山岳部再興は仲良しグループから始まった
 
　　――平成一八、一九年の山行の想い出
藤森　　直（平成二一年卒）
 
　二〇〇七年の秋、高一の九月まで私は麻布学園山岳部の部長を務めた。二〇〇三年四月に麻布中学入学とともに山岳部に入り、当時の部員は私と三浦くん、そして当時中三であった私の兄の代のみで、つまり、私の兄が抜けた二〇〇四年の秋ごろから実質的に部長をしていたことになる。
　長い期間、部長として部活動を牽引してきたにもかかわらず、今改めて活動を振り返ると、思い出せない山行記録が意外と多いのに驚く。
　それはともかく、上記のように二〇〇六年以前から部長として活動していることもあるので、その時期から部長を交代する二〇〇七年九月までの活動全体を振り返るという形で書いていきたいと思う。
　中二から高一にかけて部長をしていたが、その期間はおおまかに二つに分けることができると思う。一つ目は、実質部長をしていた中二から中三春までの時期で、ここまでは「わきあいあい仲良しグループ」での登山であったと思う。
　中一の時に、山岳部の部員が足りないという理由だけで、特に山に興味もなかった友達に頼んで入部してもらった経緯からすれば、それは当然の成り行きだった。毎週二日、とりあえず部活動の時間を設けて集まるものの、校内を三～四周走っただけで、その後は漫画をだらだら読んだり、「大貧民」（トランプゲーム）をしたり、のんべんだらりと過ごす。
　一方で、中三から高一の部長交代の時期までは、今の山岳部の基礎がつくられていったように思う。毎年、しっかりオープン山行を行い、夏合宿、冬合宿を一つの目標に毎月の山行を行い、山行後は反省会を行う。そして、一学年に五、六人と部員に厚みが増すことで、だんだんと先輩、後輩の上下関係、責任をもった役割分担など、組織としての枠組みが形づくられた時期だった。
　部活中、私の代が同期どうしで遊んでいる一方で、後輩がしっかりトレーニングに励んでいるということがあった。私自身は「後輩がまじめにトレーニングしているんだから、お前らもまじめにやれよ」というのだが、入部を頼んだのは私で、山岳部自体を継続できたのも彼らがなんだかんだやってくれていたからであるので、どうも強くいえなくて歯がゆい、そんな場面によく遭遇していた気がする。
　なぜ、廃部寸前だった山岳部がまた盛り返し、現在のように元気な部活になれたのか。理由は二つあると思う。一つは、幸運にも私の下の世代である新井洵太郎、渡邊真之たちが部活にまじめに取り組もうとしていたこと。それも同学年にまじめに取り組むメンバーが複数人いたこと。彼らが中心となって、部を立て直す方向に動いたのだと思う。そして、何よりも大きな要因は、現在は引退された増子寛先生、野本勇先生、顧問お二人の存在だったと思う。
　お二人は、学生のころから登山をされており、長年山岳部の顧問をされていて、山での歩き方から始まり、装備の使い方、地図の読み方、山行計画の立て方、山行中の生徒の体調管理まで全部みてくださった。そこに、登山のノウハウ、麻布学園山岳部としての部活動のノウハウが詰まっていたのだと思う。
　山岳部としての思い出は？　と聞かれて、上記のことも興味深く思い出したのだが、同時に山行の記憶もやはり懐かしく蘇ってくる。山行として最も印象に残っているのは、二〇〇七年の部長として最後の夏合宿である。
　合宿はＡ班とＢ班の二部構成になっていて、Ｂ班は甲斐駒ヶ岳、仙丈ヶ岳、Ａ班はその後、北岳まで縦走する行程となっていた。北岳は日本で二番目に標高の高い山だが、観光地として整備され夏山としては比較的登りやすい富士山を除くと、私たち山岳部が登るべき山の中では一番高い山という認識だった。
　五日目の最終日に北岳に登頂することができたが、残念ながら曇りだった。曇りだったことを今でもすぐに思い出せるのは、よほど曇りだったことが残念だったからなのか、あるいは天気は関係なく山岳部合宿最後の集大成としての登頂であることの感慨が深かったからなのか、どちらなのかはわからない。
　けれども、無事下山し、甲府駅で帰りの電車に乗ったときには、これまでの部活の集大成として、この合宿を成功させることができたこと、長い間一緒に部活をがんばって支えてくれた同期への感謝、そして何よりも、地道にがんばったことの結果として、部員や山行参加者が増えたこと、山行も頻繁に行えたことなど、活発な山岳部になってくれたことが大変うれしかったことを思い出す。
 
 
大所帯になっていった山岳部
 
　　――平成二〇年の山行の想い出
新井洵太郎（平成二二年卒）
 
　部長をやめてもう八年がたとうとしている。当時の記憶を呼び戻すため、山岳部のホームページにある山行計画書、報告書を久しぶりにのぞいてみた。
　冬合宿は北八ヶ岳、夏合宿は北海道山行をした。自分は中学三年生の夏合宿から山岳部に入った新参者であり、山岳部とは別に家族旅行で登山をしていたものの、一年ほどの経験で部長を務めることができるのかという若干の不安を伴いながら部長になったことを覚えている。
　しかし、そのような不安は杞憂だった。同学年は自分のことを支えてくれたし、後輩もしっかりとしていた。仲間に恵まれていたというのは、今でも感じる山岳部の部長をしていた時の想い出である。
　自分が部長をしていた当時は、部員が増えて大所帯となろうとしている時期であった。自分が中学三年の時は一五名、高校一年の時は二〇名、二年の時は二五名といった具合だった。この部員のほとんどは、幽霊部員ということもなく、ほぼ全員が山行に参加してくれるというたいへん盛り上がりのある部活となっていく時期だった。
　これだけ増えると、山行はたいへんにぎやかであると同時に、山行メンバーが多いことによる問題も発生した。まず、山行中の連絡が届きにくいことである。リーダーの自分は先生を除き、隊列の一番後ろにいたが、先頭の者への連絡がなかなか伝わらなかった。
　また、休憩一つをとっても、五人のパーティーであるなら難なく休める場所を探すことができるが、二〇名全員が一斉に休める場所となるとそう簡単には見つからないこともあった。当然、人数が増えれば、けがなどのリスクも増える。幸い大きなけがなどはなく一年を終えることができ、その点は大変喜ばしいことだった。
　ここまで人数が増えることによるデメリットばかりあげたが、人数が多いとやはり、部活としてはたいへん楽しいものだった。トレーニングも人数が多い分、楽しく行うことができ、山行もテントを張った後にみんなでわいわい盛り上がることができた。
　現在ではその大人数を活かし、山岳部として文化祭に展示をしている。ジオラマや自分たちの山行などについてのポスターもあり、面白いものであるので、観たことのない方には一度ぜひ観に行っていただきたいと思う。
　このように、部員が増えたことで、より楽しく部活が行えているなと思うことは多かった。また、山行においても仲間が多く、想い出をより多く共有することができるようになるのは、学生時代の過ごし方としてたいへん素晴らしいものであると、卒業してからしばしば思う。
　さて、ここからは山行の想い出について書いていこうと思う。自分の中で大きな想い出となっているのは、やはり高校二年の山岳部最後の夏合宿である北海道山行だ。ここから先は北海道山行の想い出について書いていこうと思う。
　涼しい山に行きたい。北海道の山を最初に選んだ理由は、そのようなものだったと思う。自分が高校一年生の時、夏合宿で行ったのは南アルプスだった。南アルプスでは暑い中、長い時間歩いていた記憶がある。
　それが山の醍醐味と考える方もいらっしゃるとは思うが、当時の自分は「来年は涼しい中で登山をしたい」。そう思ったように記憶している。その結果、自分の山岳部人生最後の山行となる夏合宿に計画したのが、北海道の大雪山・トムラウシ山の山行だった。
　当時は顧問である増子寛先生、野本勇先生に相談しながら山行計画を練っていた。北海道山行ということで、先生からは反対されるかもしれないとも考えていたが、ＯＢの方の参加を条件に受け入れてもらったように記憶している。ＯＢの佐藤尭彦さんには感謝しても感謝しきれない。
　北海道に到着して思ったことはやはり、涼しいということであった。これを感じることができただけでも北海道山行の目的の半分くらいは達成したような気分だった。しかし、いくら涼しいとはいえ、山行をしていれば身体は温まってくる。
　一日目にして、いきなり問題は起きた。それは部員の一名が熱中症のような症状を訴えたことである。その部員はみんなが長袖または半袖一枚で歩いている気候の中、長袖二枚を羽織って山行していた。部長としてそのことに気づけなかったことは今でも悔やんでいる。
　当時の部員数は非常に多く、この北海道山行には二一名の部員が同行する大所帯となっていたことが原因の一つとしてあげられる。先述したように、この大所帯の問題は自分が部長になったころから大きな問題となっており、いかに部員全員に目を配り、指示を与えるかは、たびたび考えてきたことであった。
　部長最後の山行において、このようなことが起きてしまったことは残念だった。しかし、二日目になると、前日体調を崩した部員もすっかり回復し、次の行程へと進むことができた。
　山行中に感じたのは、北海道の山は雄大であることだ。見渡す限り山が広がっているだけでなく、山の上にいるのに平地が広がっていた。この景色には心を打たれた。今まで登ってきた山とは明らかに質の違う景色であった。
　この景色をうまく表現できないのが大変つらいが、関東の山々の景色に飽きてしまった方にはぜひ登ってほしいと思う。景色つながりでいえば、もう一つ驚いたのは山行中に雪を見ることができたことである。ヒサゴ沼キャンプ場付近に雪渓があった。改めて北海道の涼しさを思い知った時だった。
　この山行では、全行程で雨が降ることもなく晴天にめぐまれ、大きな故障などもなく無事に下山することができた。
　大所帯となっていく中で、どのようにこの問題と向き合っていくかをいろいろと考えながら山行をしてきた。大所帯となった場合、考えなければいけないことやたいへんなこともたくさんがあるが、それ以上に多くの仲間と想い出を語り合うことは素晴らしいことである。
　今後も山岳部が発展し、後輩たちがたくさんの仲間を大切にし、いい想い出にしてほしい。
 
 
ただ黙々と雨中を歩き続けた夏合宿
 
　　――平成二一、二二年の山行の想い出
渡邊　真之（平成二四年卒）
 
　山岳部の僕らの一つ上の代には、誰も部員がいなかった。この代以降、部員がゼロの学年はないと思う。藤森直さん、新井洵太郎さんときて、一学年分ぽっかり穴があいていた。そんなわけで、僕らは丸二年近く山岳部の「最上級生」だった。
　引退する人はいないのに、入ってくる人は多かったから、部員の数は右肩上がりだったし、サークル連合からぶんどってくる？　お金も年々増えていたように記憶している（これは、会計を担当してくれた吉川正悟によるところが大きいのだが）。今考えれば、ずいぶんと好条件で最高学年をやらせてもらっていたのだと思う。
　うまい表現ではないかもしれないが、とにかくこの時期（つまり二〇〇八年秋～二〇一〇年夏）は、良くも悪くも「発展途上」だったのだと思う。経験もろくにないのに、中三でいきなりリーダー学年になってしまったのだ。
　当時参考にしようと思っていたのは、「岩燕IX号」に載っていた「山岳部は『貴族的（低俗的とは反対の意味で）、質実剛健、インテリ』」という言葉だった。その言葉のかっこ良さに惹かれつつ、さてさて、いったい「貴族的」とは何んぞや、などと考えていた。当時の活動が、本当に「貴族的」で「質実剛健」で「インテリ」だったのか、僕にはいまだによくわからないが、少なくとも低俗的ではなかったと思う。
　とにかく、いろいろやってみよう。そんな感じで部の運営を始めた。がむしゃらだったというか、とりあえずやりたいことを手当たり次第にやっていった、というほうが的を射ているかもしれない。そういった型にはまらないユルさというか、自由さみたいなものがあったからこそ、いろいろなことにチャレンジできたのだと思う。
　長い合宿を計画してみたり、文化祭の展示を復活させたり、いろいろやらせてもらった。文化祭では、飯塚秀人の提案で山の模型（鳳凰三山）も作った。よくあんな面倒なものを作ったなと今考えれば思うが、おかげさまで展示のほうは大盛況だった。あの展示を見て、あんなかっこ良い山岳部に入りたいという新入生が増えたことは感慨深い。
　とはいえ、合宿の思い出は他の思い出に比べて格段に印象に残っている。思い入れが違うからだろうが、いまでも合宿中にどんなことがあったのかを鮮明に覚えている。特に思い出すのは、二〇〇九年夏に北アルプス立山～薬師岳～雲ノ平～双六に行った雲ノ平合宿のことだ。
　僕らが最後に行った合宿（二〇一〇年夏に南アルプスを縦走した）も、もちろん印象深いのだが、　雲ノ平合宿は、それにも増して心に残っている。もしかしたら、一緒に縦走したのが同期（吉川正悟、飯塚秀人、梅宮岳彦）だけだったからかもしれない。
　雲ノ平合宿では、ずいぶんと雨に降られた。下界では、山口県で老人ホームが建物ごと流されたり、河川の氾濫が相次いだりと、それはとんでもない大雨で、そんなときにどうしたわけか、僕らは雲ノ平にいた。恐ろしいくらいの雨と風だった。このとき経験した寒さは、ついぞどの冬山でも経験することはなかった。
　みんなしゃべる元気もなく、トボトボと風雨の中を歩いていた。大雨のなか張ったテントはびしょびしょに濡れていて、しかし、誰も文句をいう気力すらない。普段通りの表情をしている増子寛先生の顔を見て、山男ってのは本当にすげえな、と密かに思っていた。
　増子寛先生に「山の子は、山の子は、雨に強いぞ」という歌を教えていただいたのもそのときだ。一日停滞し、その次の日も雨のなか出発した。結局、最後の最後まで雨に降られた合宿だった。
　僕ら同期の仲が、この合宿のおかげで良くなったということもなかったし（そもそも僕らは初めからずいぶんと仲は良かった）、特段なにかが変化したというわけでもない。
　ただ、ときどきこの体験を思い出すのは、それが「ただ黙々と雨に打たれながら歩き続ける」という理不尽さのシンボルのような役割を、僕のなかで果たしているからかもしれない。どうひっくり返っても下界では経験のしようのないことだし、進んでやりたい人がいるようにも思えない。
　でも、そうしたことを経験せざるをえなかったということは、僕自身に大きな影響を与えているのだな、ということに今でも気づかされる。
　最後に、増子寛先生、野本勇先生、いろいろ教えてくださった先輩諸兄、慕ってくれた後輩たち、そして、なにより僕の同期に感謝しつつ、筆をおこうと思う。
 
 
 
十勝岳から旭岳へ 北海道での夏合宿
 
　　――平成二三年の山行の想い出
中川　航輔（平成二五年卒）
 
　山岳部の活動の想い出は多々あるが、やはり一つの象徴として「夏合宿」の存在感は大きい。いわゆる達成感もさることながら、時間的、距離的な長さの中に、当時の部員の雰囲気や想いが凝縮されていると思うからである。よって、ここでは夏合宿での想い出を記すことで、当時を思い出す縁よすがとしたい。
 
計画・準備
　引退間近の最高学年として合宿を企画するにあたり、目的地の選定にはずいぶん頭を悩ませた。魅力的な峰は数々あったが、我々は中二の夏合宿で（当時の最高学年は新井洵太郎さんの代だった）、北海道に連れて行っていただいた折、層雲峡から入り御鉢平をまわって白雲岳で先輩方とは別れた。
　トムラウシ山に向かう先輩方の背中を見送って層雲峡へと引き返した経験が、そのときは体力的・技術的制約から挑戦することができなかった大雪山系の山々を、今度は巡ってみたいという思いにつながり、北海道へ行くことを決意した。
　しかし、新井さんたちの合宿の焼き直しでは芸がないので、中二のときのコースを逆走するような形で（トムラウシ山から旭岳の方向に向かう）コースをとり、さらには、入山を十勝岳から行い、大縦走に挑むことにした。
　平成二三年といえば、東日本大震災によって日本中が大きなショックを受けた年であり、防災意識の涵養かんようが声高に叫ばれる中、麻布学園も安全確保に乗り出し、来場者避難誘導可能性という観点から、通年ゴールデンウィークに行っていた文化祭を六月二三～二五日という日程で行うことを決定した。
　そのため、六月下旬まで文化祭展示（ＭＯＵＮ展）の準備に追われ、ドタバタの中で合宿準備を行うことになってしまった。 しかし、テントの設営の練習は毎準備会で欠かさず行い、合宿本番でもスムーズな設営を行うことができた。
 
Ａ班　七名
　高二　Ｌ中川航輔　菅澤将太　奥村　航　佐野悠太　
　高一　　頼　哲誼　井上洋輔
　顧問　　野本　勇　池澤芳夫
Ｃ班　八名　
　高二　　冨塚啓太　玉澤芳樹　平林　洸
　中三　　渡辺耕坪　飯田大雅　今井　航
　顧問　　山本哲裕　
 
行程
 
七月二三日
　東京駅に夕方集合し、一七時二八分の新幹線に乗って北海道を目指す。青森からは急行「はまなす」に乗り換え、深夜から早朝にかけて津軽海峡を通過した。
 
七月二四日
　札幌からも鉄道を乗り継ぎ、九時一三分に鉄道駅としては最寄りの美瑛駅に到着。バスで美瑛富士登山口へ移動。道すがら、富良野岳から旭岳までの大雪山系の山々をパノラマ的に一望できる場所があり、タクシーの運転手の方にそれを教えてもらって武者震いした。一〇時三〇分、美瑛富士登山口へ到着。昼食をとり、美瑛富士避難小屋を目指した。
　高度をさほどあげる前から、富良野の平野が眼下に広がっており、気持ちの良い山登りができた。小屋到着を目前にして、中三がバテてしまったので、高二で交代でザックを担ぎながら登る。小屋に到着後の食事の支度や寝る準備は非常にスムーズで、メンバーの成長を実感した。
 
七月二五日
　この日は美瑛富士避難小屋から十勝岳へアタックする。残念ながら、途中から五〇メートル先も見えないほどの霧に見舞われる。ピークの直前でとても平らになっている場所があって、霧で四方が見えないと、まるで平地を歩いているかのような錯覚に陥り、不思議な感覚を味わった。ただ、赤土の平地が広がっているように感じられ、まるで火星にいるようだと思った。
　ピークに到着しても何も見えなかったが、休憩して帰り始めた途端にガスが晴れ始め、悔しい思いを噛み締めた。
　帰路、前日とは違う中三がバテてしまったため、ゆっくり美瑛富士避難小屋に戻る。中三の体力に不安を感じたため、野本勇先生とともに、トムラウシ山まで縦走する覚悟があるかどうかを聞いたところ、「ある」とのことだったので、多少きつくても音をあげないよう叱咤した。
 
七月二六日
　この合宿のなかで最もきつい一日だった。四時に出発してオプタテシケ山を越え、双子池キャンプ地を目指す。計画ではこの日に双子池キャンプ地に宿泊して、翌日、南沼キャンプ場に到着する予定であったが、双子池キャンプ地から南沼キャンプ場までは相当の距離があったため、二六日のうちに行けるところまでいってしまうことを、双子池キャンプ地に到着した段階で決定した。まずオプタテシケ山自体が、尾根沿いに歩いて行っても、かなり登ってかなり下ることを要求する厳しい山であり、ここで体力を大分削がれた。　
　さらに厳しかったのは暑さとの戦いであった。この日は猛烈な日差しが照りつけ、そのうえオプタテシケ山からコスマヌプリまでの間は標高が低く、木々の中を歩かなければならなかったため、風による涼しさを得ることができなかった。みんな飲み水が足りなくなって呻いていたのを覚えている。
　午後二時をまわると、バテる者も出て全体としてペースはガタ落ちし、二〇分歩いては休憩を繰り返すようになっていった。この間、すれ違った登山者が全くいなかったのが印象的であった。それだけ、きついコースということなのだろうと思った。
　一六時、ツリガネ山の手前ビバーク。道の真ん中にテントを張ってビバークする経験はもちろん初めてのことだったし、今後もなかなかないことだと思う。道にまたがるかたちで設営したせいで八面体になってしまったテントの中に、全員分のザックを放り込んでなんとか平らにし、ザックを下敷きにして寝た。
　夕食は、当初の予定ではこの日にマーボー春雨、翌日にレトルトカレーであったが、玉澤芳樹の提案で食材の重さや調理の手間などに鑑かんがみて逆にした。これは英断であった。天候によって引き返すなど柔軟な判断が常に山登りには求められるが、献立に関する判断もかなり大事なことだと思った。
 
七月二七日
　三川台から昇る太陽で朝焼けがとても綺麗だった。三川台からトムラウシ山までの尾根伝いの道は、お花畑が広がっていて、歩いていてとても楽しい道のりだった。南沼キャンプ場に着いたらテントを設営後、トムラウシ山のガスが晴れるまで、少し待機してからアタック開始。残念ながらガスが晴れることはなく、頂上は寒いほどであった。
　十勝岳のときと同じく、トムラウシ山でもキャンプ場に戻ってしばらくすると、山頂のガスが綺麗にとれていたので悔しい思いをした。一二時ごろにはキャンプ場に戻り、お茶を沸かしながら、ゆっくり前日の疲れを癒やした。
 
七月二八日
　トムラウシ温泉のほうへ下山するＣ班と別れ、北を目指す。北沼分岐のあたりで日が昇ってきたのだが、このときの光景は一生忘れることができないだろう。左側を見れば黄金の光を反射した雪渓が北沼の水面に映っており、右側には眼下に雲海が広がっていて、こちらにも黄金色の波がたゆたっている。本当に北海道に来てよかったと思ったし、この山行の中で最も達成感を味わったのは、どのピークを踏んだときよりもこのときだったのかもしれない。
　トムラウシ山北側のロックガーデンを越えると、平坦な非常に歩きやすい道のりが続き（ときには木道さえもあった）、予定よりもだいぶ早く忠別避難小屋へ到着した。あまりにもいいペースだったため、予定を前倒しして白雲岳避難小屋を目指すことにした。この道のりについても、とても快適な山歩きが楽しめた。北海道の醍醐味は、尾根沿いに平坦な道がどこまでも続いていくことだと思う。
　南沼キャンプ場を出発して実に一〇時間以上が過ぎた一四時五〇分、白雲岳避難小屋に到着。あまり疲れていないつもりだったが、テントを設営してひと安心した瞬間に、膝が笑い始めたのはなんだか少し面白かった。技術と経験を蓄積したメンバーだからこそ、一日でこの長い距離を踏破できたのだと思う。白雲岳避難小屋から遠くトムラウシ山を眺めながら、誇らしく思った。
 
 
七月二九日
　帰路につく。時間的に余裕がありそうだったため、当初計画にはなかった白雲平から白雲岳ピストンを計画に組み込む。御鉢平をまわって八時四四分に旭岳山頂にたどり着いた。十勝岳オプタテシケ山縦走コースでは、まったく他の登山者とすれ違わなかったので、旭岳の山頂にたくさんの登山者がいるのを見て少し驚くとともに、夏合宿の行程のゴールに来たことを痛感した。
　みんなでカップゼリーで乾杯（基本的に行動食は口の中がパサパサになるようなものばかりだったので、カップゼリーはごちそうだった）したのはいい想い出である。一一時のロープウェイで下山し、二〇一一年の夏合宿は幕を閉じた。
全体を振り返って
　間違いなく一生忘れることのできない合宿である。最も疲れたし、最も達成感があった。この文章を書いているのは二〇一一年から四年後の二〇一五年であるが、今でもなお合宿中の出来事を一日ごとに鮮明に覚えていることに我ながら驚いている。
　天候に恵まれたなど、月並みな「いい合宿」であった要因はいくつかあるが、重要なのは北海道の山々の雄大さと、今まで苦楽をともにした仲間たちと行ったという二点に尽きるだろう。
　北海道の山はとてもなだらかで、尾根でさえまるで平原のようにみえるところもある。本州の山では味わうことのできない魅力であると思う。
　長年一緒に山登りをしてきた仲間は、極限状態（とまではいわないが、実際コスマヌプリの手前あたりのコースは想像を絶するほどきつかった）において最も信頼できるものであり、励まし合うことによって、かなり頑張ることができたと思う。五年間、山岳部で培った技術、体力を最大限まで引き出した、非常に達成感のある合宿だった。
 
 
 
総勢三九人の大夏合宿
 
　　――平成二四年の山行の想い出
頼　　哲誼（平成二六年卒）
 
　山行の想い出といえば、やはり合宿であろう。いろんなハプニングと大展望があった冬合宿。雪庇と強風に撤退を余儀なくされた春合宿。どれも想い出深いが、その中でも高二の集大成であった夏合宿は特に忘れられないものとなっている。
　まず行先だが、これは春のうちに北アルプスの南部に決定した。高二の中で三〇〇〇メートル級に登りたいという意見と、槍ヶ岳に登りたいという意見があったためだ。しかし、ただ槍ヶ岳に登るだけでは面白くない。過去の記録を遡り、いままでの山行にはないコースとした。
　また、折角の山岳部の合宿なのだから、できるだけ下級生から上級生まで一緒に登山を行い、なおかつ、それぞれのレベルに合わせた合宿を行えるようにしたい気持ちがあった。こうして生まれたのが、最長で上高地から高瀬ダムへの一〇日間、班数五班、総勢三九人にのぼる大合宿計画なのだった。
　七月二三日、高二と中学生は朝の松本駅に集合した。バスで上高地に到着すると、さすがに観光地といったところか、登山客と観光客でごった返していた。その中を進む二八人の大隊列。すれ違う人々は、さぞあいさつが面倒だったことだろう。初日は横尾までで、夕食は豪勢にすき焼きを作り、長い山行の成功を祈った。
　二四日。雲は多いが天気は悪くない。蝶ヶ岳を目指して歩を進める。いきなりの急登に辟易していると、不意に槍の先端がヒョイと顔を出していることに気がついた。高二は「三日後にはあそこにいるんだなぁ」と小さい槍の先端を感慨深く眺めたのであった。
　想定していたことではあったが、二八人の隊列の歩みは遅い。先の見えない樹林帯をザックの重さに耐えながら登っていると、後ろから聞こえるにぎやかな声。間もなく学校登山であろう中学生たちが姿を現した。
　彼らに先を譲るとしんがりの先生が一言、「あと二〇〇人来ます」。これには一同唖然。実際に計二〇〇人ほどの人間が断続的に我々を抜いていき、そのたびにザックを背負ったままよけることを強いられたのだった。へとへとになって稜線に上がる。大展望のはずの槍、穂高は雲が覆い隠してしまっており、実に残念であった。
　二五日。昨日とは打って変わり、槍穂高がその見事な姿を我々にみせてくれた。道も高低差が少なく、快適に常念岳へ向かうかに思われたが、蝶槍を過ぎて樹林帯に入ったころから高低差が厳しくなり、常念岳最後の登りでは大きな石がゴロゴロした急登が我々を出迎えてくれた。それでも下級生の頑張りもあって、無事常念岳に登頂。疲労感の中で確かな達成感を得たのであった。
　二六日。下山する下級生と別れ槍ヶ岳を目指す。快晴の中気持ちの良い道を高二だけで歩く。下級生と一緒に登るのも楽しいが、高二だけの時間は実に気楽であった。
　二七日。西岳から槍ヶ岳へ東鎌尾根から向かう。この合宿のハイライトだ。ブヨが周囲を飛び交うが、梯子に鎖のこの道ではそんなことに構っている暇はない。慎重に進む。夢中でいると槍が近くなっていた。
　槍ヶ岳の山頂は昼時だったせいだろうか、込み合っておらず素晴らしい景色を堪能できた。北に目を向けると、最終目的地である高瀬ダムが小さく青々と水を湛えていた。
　槍についたら、はい終わりというわけにはいかない。東を歩いたらお次は西を行く。西鎌は楽だと聞いていたが、東鎌で体力と精神を消耗した我々にとっては双六までの道は果てしなく思えたのであった。日も傾き始めたころ、ようやく双六小屋が見え、上高地から槍に直接上がっていた中三、高一、高二と出会うことができた。
　二八日。班の再編を行い、何人かは新穂高に下りて行った。本当は笠ヶ岳に行く者もいたはずなのだが、体調とモチベーションの低下が原因であった。まあ仕方がない。また、体調不良の茂木君に代わり、尾島君が高瀬ダムまでの班に参加することとなった。突然行程が増えるのだ。頼んでおいてなんだが、すごい決断力である。さて、メンバーもだいぶ変わり、心機一転、裏銀座コースを行く。
　二九日。この日は停滞日である。休養をとるために設けた日であったはずだったのだが、元気な部員たちに背中を押されて、中三と高二で雲ノ平に散歩に行った。
　雲ノ平は木道が敷かれた気持ちの良い場所であったが、その名前の通り雲が出ており、あまり展望はなかった。テント場に戻ると、休養という賢明な判断を下した高一がそうめんを作っており、突然晴れだした空をにらみながら、舌鼓を打ったのであった。
　三〇日。二九日の停滞を挟み、一〇時間の長丁場に挑戦する日がやってきた。鷲羽岳、水晶岳を順調に越え、野口五郎をも越えたところで事故が発生。難波啓太君が転倒し、頭部から出血してしまったのだ。小屋が近くにあり、急遽、小屋に宿泊し難波君を休ませた。幸いにも容体は落ち着き、翌日には行動可能になった。ちなみに、部員のほとんどが初めての小屋泊まりであり、あまりの快適さに驚きを隠せなかったのであった。
　三一日。ついに最終日。結局一度も雨に降られぬ天気に恵まれた合宿であった。さて、最後は北ア三大急登のブナ立尾根を下る。下るだけなのだが、これが想像以上に大変で、この尾根を登るのだけはご免だとみなの考えが一致した。そんな下りもついに終わり、高瀬ダムに到着。一日停滞日を削ったものの、私と井上洋輔は九日、他のメンバーも一週間に及ぶ山行を無事終えたのだった。
 
 
 
 
南アルプスを縦走した夏合宿
 
　　――平成二五年の山行の想い出
渡辺　耕坪（平成二七年卒）
　
　麻布学園山岳部創立七〇周年に寄せて私の代の山岳部について一筆書くことになった。光栄なことではあるが、そのようなめでたい機会に相応しい出来事が特になかったので困った。
　夏合宿を振り返ることにしたが、改めて大変な合宿であったと思う。途中で分離するとはいえ、三〇数名の大人数で一つの合宿をするということは本当にたいへんだった。たいへんなことが次々と起こり、あまりよい合宿ではなかったかもしれないが、ここに書き残すことで、将来の後輩たちの役に立てれば幸せだと思い、書くことにした。 
　合宿先は、南アルプスの北岳から農鳥岳を経て塩見岳までの縦走である。
 
一日目 
　若干曇り気味の空が不安ではあったが、自身の最後の合宿が始まる。広河原から白根御池まで登る行程だが、人数が非常に多く（ＯＢ、顧問の先生方を含めて三十数人）、四班に分けることにする。自分の伝達不足もあって多少混乱したり、後輩のＩが脚を痛めて山本哲裕先生に助けていただいたりするも、何とか白根御池に到着した。
　テントを設営しようとしたところで、一つのテントの部品が、持ってきたテントと合わないという深刻な事件が発生してしまった。このままでは、テントが一つ使えそうにない。全身から冷や汗が噴き出る。チェックした部員の誰もが、違うサイズのテントの部品であることに気づかなかったようだ。使えなくなったテントに泊まるはずだった部員を、仕方なく余裕のあるテントに割り振る。しかも、翌日は雨だそうで、気が滅入ったまま就寝した。 
 
二日目 
　思えばこの二日目が一番つらかった。この日の行程は、白根御池から北岳まで一気に登って北岳山荘で幕営の予定だった。この山行中で最も高度を稼ぐ日であったが、雨風が途中から急に強くなり、レインウェアを着ているものの、体温がどんどん奪われていく。
　四班が北岳の手前の北岳肩の小屋で合流し、計画を変更してここで幕営することになった。強風雨の中でテントを何とか張り、疲弊しきった身体を休めた。ただ、低学年の班は三日目から下山を始めることになっていたので、この大人数パーティーともお別れだ、と少し安心しながら、この日は就寝した。 
 
三日目 
　上級生の班は早めに起きてテントを撤収する。下級生の班は間ノ岳まで往復することを諦め、北岳まで登って下山する。今回の合宿の中での最高峰である北岳に登頂するも、霧につつまれて展望はない。
　その後、上級生の班だけで農鳥小屋を目指して歩き続けるも、晴れと曇りの中間のようなもどかしい天気がずっと続く。曇ると日差しが弱い分涼しく、快適な登山ができる一方、展望が期待できないのがジレンマである。後輩Ｙが足の痛みを訴えたことが少し気になっていたが、農鳥小屋にたどり着いた。屈強な上級生だけで構成する少人数パーティーの山行は本当に楽しいと思った。 
 
四日目 
　この日がこの合宿の中で最も充実した日であった。農鳥小屋から空身で農鳥岳を目指す。少々強めの風が気持ちよく、この山行始まって以来の最高の晴天であった。農鳥岳山頂でＯＢの岩城達之助氏に持ってきていただいた果物を食べた。なかなかつらい日程が続いたが、少し救われた気持ちになった。
　農鳥小屋まで戻り、テントをたたんで熊の平小屋まで移動。同輩のＩが嗜好品を放出し、みんなの顔が明るくなった。あすも良い一日になるよう祈って就寝した。 
 
五日目 
　朝起きると、いやな雨の音に憂鬱な気持ちになった。熊の平小屋から塩見小屋まで、塩見岳以外には大した山頂も踏まず、だらだらと移動する行程である。晴れていたなら最高であっただろう、高低差が比較的少ない退屈な道が続く。肌に張りつくレインウェアと湿ってきた靴の中の不快な感じが気をますます滅入らせる。
　前日の気持ちの良い天気を思い出しながら、いつまでこの道が続くのかとうんざりするころに、塩見岳が見えてきた。前情報の通り、鎖を使った岩場が多い。疲れ切った後輩たちが安全に岩場を下られるか心配しつつ、何とか全員無事に岩場を下り切る。
　塩見岳の山頂でも霧が濃く、この合宿最後の山頂でも展望は堪能できなかった。ところが、塩見小屋に着くと、先ほどの山頂の霧が嘘のように晴れていった。山の神様は本当に意地悪だと複雑な思いがした。
　塩見小屋はテントが張れないので小屋に素泊まりとなった。久しぶりのテントではない寝床に感動した。 
 
六日目 
　一日数本しかない帰りのバスに乗るために、二時半に起きてヘッドライト着用で下山という強引な計画になった最終日であったが、美しい星空が頭上に広がる中、下山するのは本当に気持ちが良かった。涼しく、静かな暗闇の中で最後の合宿が終わりつつあったが、寂しさなど感じられる状態ではなく、これまで味わったことがないほどの安堵を感じていた。
 
終わりに 
　自分の代のことを振り返ると、本当に後悔すべきことがたくさんあったように思える。自身の未熟さを何度も思い知らされた。しかし、今になっていざ当時のことを思い返してみると、そういった刺々しい記憶がすっかり変容してしまって、爽やかな思い出だけが残ってしまった。何と都合の良い記憶だろう（笑）。 
　それでも、一つだけはっきりしていることがある。本当に未熟であった自分が曲がりなりにも約一年間この麻布学園山岳部部長という身に余る役目を務めることができたのは、私にこの役目を引き継いでくれた先輩方、私を辛抱強く支え、時には助言もしてくれた同輩、私に従い、時に力になってくれた後輩たち（まあ、時にはそうでない者もいたが（笑））、そして、何より言葉で表せないほど大きな支えとなってくれた先生方、ＯＢの方々、保護者の方々のおかげであったということだ。紋切り型の言葉になってしまい、上手く言葉に残すことができず歯がゆい。 
　麻布学園山岳部創部七〇年という重厚な歴史の中で、私たちの代が果たすことができた役割について思いを馳せる。大したことはできなかったと思う。それでも、私たちがバトンを渡した後輩たちが、私たちがそうであったように、さまざまなものをこの山岳部の活動の中で得ているならば、そして、その手伝いができたというならば、本当に喜ばしい。
 
 
 
変動の多かった年を振り返って
 
　　――平成二六年の山行の想い出
　尾島　暢彦（平成二八年卒）
　
　僕が部長を務めた年は、変動の多いときだったと我ながら思います。
　まず、野本勇先生が前年度の春合宿を最後にご退職されたため、経験豊富な顧問の方がいない状況で冬山に行くことになったことです。十一月の日光白根山に行くことをＯＢの方に止められたことを手始めとして、さまざまな迷走をしていくことになりました。
　代表的なのは三月の会津駒ヶ岳です。元顧問の増子寛さんに会津駒ヶ岳登頂は可能ですか、と電話でうかがったところ、「猛ラッセルできればいけるよ」とのアドバイスをいただきました。結局、僕らは行ったのですが、増子さんの忠告通りの猛ラッセルと、地元の人いわく「今年最後の冬」という強風とホワイトアウトに襲われ、山頂には登れずじまい。ただ、わかんを積極的に使うなど、今までとは一線を画した山行はけっこう好評だったようで、今後の冬山登山に一石を投じたとは思っています。
　そもそも会津駒ヶ岳に行ったのも、冬合宿の八ヶ岳があまりにも順調に行ってしまって、少し厳しいところに行きたいということから始まった話でした。自分たちで行く場所を決めるというのは、達成感が大きい反面、そのあたりに難しさがあるということを感じさせられました。
　細かいことでは、体育館の建て替え工事の影響でバレーコートが使えなくなったり、校舎内ランニングができなくなったりといいろいろな変化があったのですが、最も大きかったのはやはり、部員構成の変化でしょうか。中一の勧誘に失敗して、高二（僕たちの代）、高一、中三は多くても、その下が少ないという今の日本の人口分布のような状態にしてしまったのです。
　おかげで人数の都合上、中三以下と合宿に行くのは夏のみになってしまい、また、高二が引退した後は、さらにアンバランスな部を残すことになりました。残った後輩たちには申し訳ないことをしたと思っています。
　後輩への申し訳ないことといえば、最高学年の統率がとれない状態で山に登っていたことです。船頭多くして船山に登るではないですが、僕たちの代は人数が多く、何かと山の中でもめていました。僕のリーダーシップが足りなかったのが最大の原因ではありますが、やはり、「鶴の一声」を持つ増子先生と野本先生がご退職されたのは大きかったと思います。
　特に、夏合宿（北海道大雪山）でのトムラウシ方面へ行くか行かないかの判断をする際に、お二方がいれば、きっと行くほうになっていたでしょう。これからもしばらくの間、部長は難しい判断をしていくのではないかと思う次第です。
　何というか、面白くもない暗い話ばかりですね……。一応述べておくと、先ほど山の中でもめてばかりと書きましたが、部員間の仲は非常に良好で、明るい雰囲気でした。ただ、その厳しさの少ない環境が、山の厳しい環境の中で、僕たちを弱気にさせたこともあると思います。明るく厳しく、というのはなかなか難しいですね。
　話は全く変わりますが、ＯＢ親睦山行というのが五月にありました。このとき、現役の五月山行も併せてやろうということになったのですが、これは良くありませんでした。第一に、人数が多すぎました。しかも、父母も参加してということだったので、ペースの差が大きすぎて最終的に二群に分かれるようになってしまいました。第二に、「そばを食べて楽しむ」など観光も兼ねるようになっていたのですが、これは日帰りの現役山行では要りませんでした。ましてや、秩父という近場だったので。
　以上は、もちろんＯＢ親睦山行自体の否定ではありません。現役山行と合同で実施することは、やめたほうがいいかと個人的には思いました。
　最後に行数が余ったので、この年について三点で箇条書きにまとめてみようと思います。
　・野本先生が退職され、冬山の行き先について迷走した。
　・最高学年全体のまとまりがなく、後輩や顧問の方を困惑させた。
　・夏は北海道まで行った。
　こんなところでしょうか。
 
 

山岳部ＯＢ会の活動
平成一八年～二六年
 
サポート活動で考えたこと
 
　　――合宿同行の想い出
岩城達之助（昭和五五年卒）
 
　三年続けて現役の夏合宿に同行した。二〇一二年の北ア蝶から常念、翌年の南ア北岳から塩見、そして翌々年の大雪山である。
　齢五〇を超え、今さらのように合宿に帯同することになったのは、昨今、山岳部は三〇名を超える部員がおり、今年の夏合宿は入山、下山で五つの隊に別れて行動するから同行する人手が先生だけでは足りない、という話を聞いたからだった。
　また、増子寛先生が退職され、登山経験がまだ浅い顧問の先生が多いので、なおさらＯＢのサポートが求められているという。では、大学生ＯＢはというと、合宿の行われる七月下旬は試験期間なので行けないということだ。私はサポート委員でもなんでもないが、そんな事情を聞かされたので、それなら同行しましょうと軽い気持ちで引き受けることにした。
　そのころ、ちょうど自由な時間ができたからなのだが、自分が現役のときにもＯＢの方にずいぶんお世話になった、だから、乞われれば断る理由はなかった。
 
 
二〇一二年、常念小屋
　ここから見える槍の穂先はきれいな正四角錐だ。作り物のようでさえある。この合宿は天候にも恵まれ、歩くにつれて形を変えていく槍ヶ岳を楽しむことができた。中学生たちはよく歩いた。横尾から蝶ヶ岳、そして今日、常念岳を越えて常念小屋まで辿り着いた。明日、彼らを穂高駅まで降ろせばお役ご免となる。
　ほっとしつつも考えた。万事順調な合宿ではあったが、それなりに気になることもあった。部員が大人数なだけに、山への情熱に部員それぞれ温度差があるように感じられたことだ。
　自分の力で山に登るという気概はなく、登山ツアーに参加しましたというような者もいる。トレーニングなどの日頃の部活への参加頻度もまちまちなようだし、登山に対する意識の統一を図るのが大変であろうことは想像に難くない。
　しかし、山岳部で山に登る以上、何を目指して登るのかを皆で考え、共有することを大切にして欲しいと思った。
　登山のスタイルは自由だ。だからこそ、まず自分たちの目標を決めなければならない。それを達成するために、自分たちをより高みへと押し上げるためには、自らをしばる制約（ルール）を設ける必要があるのではないか。
　例えば、こんなことを原点からもう一度考えてみるといいのかもしれない。なぜ、わざわざテントを背負って歩き、自炊しているのだろうか、充実したサービスを提供している山小屋がたくさんあるのに、なぜ、あえてそれを利用しないのかと。
　ところで、今の山岳部のルールはなんだろう、と顧問の先生に聞いたところ、「合宿中は小屋での買い食いは禁止」、だそうだ。だがしかし、私はこのささやかなルールを破り、小屋で生ビールを美味しくいただいた。
 
二〇一三年、北岳肩ノ小屋
　白根御池小屋を出発したときはまだ、谷向こうの鳳凰三山の稜線をどうにか眺めることができたが、一時間も歩くとポツポツと降り出し、そのうち本格的な雨に変わった。さらに稜線まで出ると風も強まり、体が凍えた。
　私たちのパーティは、どうにか無難に肩ノ小屋に到着したが、天候を考慮して、北岳を越え北岳山荘まで行く予定をとりやめ、今日の行動を打ち切るべきだと判断した。ただ、人数が多いため、全体を四つの小パーティに分けていたので、われわれ先行隊は、後続隊の到着をしばらく待つ必要があった。
　中学生が多く参加しており、消耗著しい者、かなり濡れて凍えている者がいたため、やむを得ずテント設営をあとにして、まず小屋に入って暖をとり、後続の様子をうかがうことにした。それは本当にやむを得ずの判断だった。
　私としては、一時的にせよ小屋に避難するということは、ある意味敗北だと思っていた。山中の行動は自分たちで完結させ、小屋には頼らないということが、自分にとって山岳部のルールだったからだ。でも、現役たちは案外無頓着だった。それが残念に思われた。
　蛇足だが、小屋内で休憩するなら一人一品オーダーを、と小屋の人に言われたので、各自飲み物を注文することになった。いよいよ山岳部のルールを破らせてしまった。
 
二〇一四年、大雪山白雲岳避難小屋
　「さっさとテントをたてろ」。思わず声を荒げた。白雲岳避難小屋を出発したものの、忠別岳への途半ばにして高根ヶ原で引き返し、再び白雲岳避難小屋の幕場に戻ってきたときのことだ。
　今晩はテントではなく避難小屋に泊まりたいという意思表示で、テント設営を渋っていたからだ。君たちは何をしに来たのだ、トムラウシ登頂をあきらめたうえ、小屋に逃げ込むつもりか、と心の中で叫んでいた。
　この合宿も昨年に負けず劣らず天候に悩まされた。私は三日目に合流したのだが、前の晩は大雨にやられてテントが浸水し、夜間に小屋に逃げ込むなどのアクシデントがあったと聞いた。天気予報がこの先の好天は見込めないと報じるなかで、現役たちの士気は上がらなかった。
　結果、忠別岳へ向かう途中で心が折れて、先への縦走を断念することになった。決断に至るまで、さまざまな議論があった。が、その議論は合宿の目標について、山岳部の山登りの目標について合意形成ができていなかったがためのものといえる。
　最高学年の高二の総意で決めたことなので、決定に口は挟まなかった。でも、もう少し彼らを勇気づけることができたかもしれないとも、二年前の合宿で感じた「何を目指して山に登るのかもっと考えるべきだ」と彼らに言い続けるべきだったとも、その後もずっと考えていた。
　現役に対して、ＯＢがサポートできることはしれている。命を預かってまでの指導はできない。かといって、危険だからやめろとしか言わないサポートなら止めたほうがいいとも思う。
　ＯＢとして、山登りを現役たちよりすこし長く楽しんできた者として、サポートできることのひとつは、山登りのさまざまな楽しみを伝えることだと思う。その中から、現役たちが自分たちの登山の目標を見つけることができればいい。そして、目標が定まったならば、それを実現するために何をするのがいいのかを示すこともできるだろう。
　こう考えてくると、それは山登りにとどまらず、生きることについても同じかなとも言いたくなってくるが、それは私にはおこがましいのでやめておく。
 
 
 
一〇〇％近い理事会の出席率
 
　　――一〇年間のＯＢ会活動について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前ＯＢ会会長
鮫島　員允（昭和三八年卒）
　
　二〇〇五（平成一七）年、海外駐在赴任終了と同時に永年のサラーリーマン生活に終止符を打ち、｢これからは悠々自適｣とちょっと自慢げに年賀状に書きました。 すると早速、故宮崎專輔さんから電話があり、｢久し振りに会おうぜ｣とのお誘い。
　ご指定の場所は、四谷駅からちょっと歩いた小さな古びた喫茶店でした。そこで三島秀介さん（当時会長）と宮崎さん（当時理事長）がボソボソと相談しておられました。それが非公式ながら理事会だそうです。
　その後、近藤隆治さんも参加され、麹町付近で飲み、そこで理事会参加を勧誘（実際は強要）されました。尤も、大変お世話になったお三方からのご下問に是非もありませんでした。
　五月の定期総会で理事にさせていただきましたが、リタイア後の自由さを謳歌して、キャンピングカーで日本一周の行脚を始めてしまい、理事会活動は二の次の状態でした。
　その頃は理事会を開いても、誰が出て来るかもつかめず、会の成立すら危ぶまれる状態でした。当時はＳＮＳも一般的ではなく、今ほど簡単に連絡が取り合える状態ではありませんでしたので、やむを得ないことと思われます。
　二〇〇七（平成一九）年、外資系企業の日本支社の経営をすることになり、新米経営者として働き出したところで、三島会長、宮崎理事長から「次期会長になれ｣とのご下問を受けましたが、株主総会の乗り切り方すら知らない新米経営者としては、ＯＢ会の会長就任はとても責任をもってお受けするには重過ぎる二足目の草鞋でしたので、固辞させていただきました。
　幸い武藤光盛さんが窮状を察して、会長兼理事長を引き受けてくださいましたので、小生は規約にはない副理事長としてお手伝いさせていただくこととし、二〇〇八（平成二〇）年に武藤会長兼理事長、宮坂太郎事務局長、鮫島副理事長としてスタートしました。
最初に重点活動方針を作りました。
①　一般＆山荘会計の健全化
②　若手会員中心に軸移動
③　サポート活動の充実
　以上三点を掲げ、理事および役員に協力をお願いしました。これらの課題は以前からＯＢ会の大きな課題点としての認識はありましたが、この時点で標記して共通目標とすることとしたのです。 永年の懸案ですから、簡単に解決できる問題でないことは当然ですが、それでも爾来じらい毎年の総会と年度初めの理事会でこの重点目標を反復標榜ひょうぼうし、地道な努力を続けてきました。 
　現時点で振り返ってみると、「①一般＆山荘会計の健全化」はともにカツカツながら黒字を維持できる状態を続けています。「②若手会員中心に軸移動」については、理事会の若返りは牛歩の思いではありますが、幸いサポート委員については新卒会員を中心に若返りが出来ました。「③サポート活動の充実」は、若手メンバーがそろい活動は活発になりましたが、交通費補助の財政的問題が新たに浮上しています。
　目標を掲げ、昨年（平成二七年）五月で七年が経過して、それなりに問題解決ができたと自負しています。 その間、ＯＢ会として大きな制度変更や情勢の変化が発生したわけではありません。 それなのに、そここそ目標を達成できたのは、理事各位が目標としての共通認識を持ち、それを軸として考え、行動していただいたことの結果であろうと考えております。
　もう一つ特筆させていただきたいことは、理事各位の理事会への出席率が格段に向上したことです。具体的数字はお示しできませんが、年数回の理事会は毎回一〇〇パーセント近い出席率でした。もちろん理事各位のご貢献、ご努力によるものであることは言うまでもありませんが、理事会開催前に議題の事前配布を行ったことが奏功したのではないかと思われます。
　これによって、理事それぞれの出席意欲も、自身の意見整理もできたのではないかと考えます。少なくとも理事会に行って、何を話すか何を決めるか分からないで出席するのとはモチベーションが異なり、参加意識が高まるのではないかと思われます。
　昨年五月、会長のお役から身を引かせていただき、後任の太田高嗣会長兼理事長が年度ごとの重点目標と理事会前の議題確認のプロセスを継続していただいているようで、ＯＢ会発展のために喜ばしいことと感謝しております。
　会長になってびっくりしたことをご報告させていただきます。
　父兄会と父兄懇親会に出席させていただく機会がありました。私が現役だった半世紀以上前の頃には、山岳部の父兄会も、ましてや父兄懇親会なぞというものはありませんでした。父兄会では顧問の先生の年間計画や山行プラン、個人装備などに関する説明をご父兄が熱心にメモを取り、質問をされているのにはびっくりしました。
　また、父兄懇親会（父兄、顧問、ＯＢが出席）では、ご父兄が山岳部活動によって得られる人間形成に多大の期待をもっておられるのを知ることができました。そんなわけで、ＯＢ会としての役割の大きさを痛感したことをご報告いたします。
　現在、私は会社生活から離れ、甲斐駒山麓のオンボロログハウスで小鳥たちのさえずりに耳を傾け、猿、鹿、リスたちの訪問に興じ、冬に備えてストーブにくべる薪づくりが最大の課題です。まさに悠々自適の境遇に満足して感謝の毎日を過ごし、山岳部とＯＢ会の発展を祈っております。
 
 
 
きれいに利用されている山荘
 
　　――ＯＢ会と八ヶ岳山荘に関する振り返り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＯＢ会山荘委員長
武藤　光盛（昭和四二年卒）
 
　今回、「八ヶ岳山荘に関連して、ここ一〇年を振り返る」という課題をいただき、良い機会だと思う半面、生来の曖昧な記憶をたどろうとすると、さまざまな想いが混沌として、考えがなかなかまとまらなくなった。それはちょうど改めてＯＢ会にかかわりだした時期であり、期せずして定年退職を迎えて混乱していた時期を振り返ることと重なっていた。
　そこで、既刊の「岩燕」やホームページの山荘ノートなどに目を通し、わが本棚に断片的に残るＯＢ会資料を引っ張り出すことから始めることにした。
　それまでＯＢ会とのつながりは、音信不通であったり、断片的な参加であった。本格的にかかわるようになったのはちょうど一〇年程前で、ＯＢ会総会への出席がきっかけとなり、理事会などへの参加を誘われた。
　伊豆大島に単身赴任中であるにもかかわらず、フライング気味に二〇〇八年度のＯＢ会会長兼理事長を引き受けることとなった。「古参も若手も一体で運営」を伝承し、「若返り」を図るために少しでもお役に立てれば（二〇〇八年ニュースレター）との気持ちであった。
　三島秀介会長、宮崎專輔理事長体制からＯＢ会運営を引き受けることになり、新体制として鮫島員允副理事長、宮坂太郎事務局長が新たに就任され、各理事の皆様におおいに助けてもらった。理事会ネットのメール交換で、意見や情報のやりとりを頻繁に行いながら、ＯＢ会の運営体制を引き継ぐことができた。
　鮫島副理事長には課題解決への多くのサゼスチョンをいただき、宮坂事務局長のユニークで力強い実行力に助けられ、活動方針を実践していくことができたと、深く感謝している。二〇一一年度からは鮫島会長、太田高嗣理事長体制に移行し、さらに若手の理事が加わり、ＯＢ会活動の若返りを進めている。
　さて、話を山荘に関することに移し、改めて山荘の歴史に触れておくと、ＡＡＣ八ヶ岳山荘は一九七八年（昭和五三年）一一月に完成しているので、本年（二〇一六年）一一月で三八年を経過したことになる。建設当時の熱い想いや経過については「岩燕Ⅶ号」の「ＡＡＣ八ヶ岳山荘建設」のページに小倉茂暉氏、近藤隆治氏、溝口洋三氏、小林隆志氏が詳しく記述されている。
　「岩燕Ⅷ号」には八ヶ岳山荘報告（青木義明氏）があり、「岩燕IX号」では「八ヶ岳山荘のこと」（青木義明氏）、「八ヶ岳山荘改修工事あれこれ」（宮崎專輔氏）として、主に山荘の改修工事について記述されている。
　月日が経つに従い、山荘建設を実現した情熱や記憶が次第に薄れていくのはやむをえないかもしれないが、興味のある方は「岩燕」各号の記事を一読されることをお勧めする。
　一方、ホームページの山荘ノートを覗くと、少し前になるが、一九九八年以降の様子がアップされ、一九九八年六月二八日に開かれた「山荘二〇周年記念の会」の懐かしい写真を見ることができ、感慨もひとしおである。
　また、一九九九年四月の植樹の会の記述には「九八年度をもって長らく山荘運営委員を務めていただいた小倉さん、青木さんから、その役割が蒔田清、高坂元顕に引き継がれた」とあり、山荘の維持管理に尽力されてきたメンバーの移り変わりを知ることができた。
　ホームページにアップされている記事を見ていくと「植樹と営繕の会」や「山荘営繕合宿」と銘打ち、蒔田氏、高坂氏、浜田優氏、高野久氏などのメンバーが、自らの手でかなり大がかりな修繕工事にも取り組み、その器用さや熱意に感心するばかりである。
次いで、ここ一〇年余りの山荘に関連することを振り返ってみよう。小生がＯＢ会に改めて参加しはじめ、八ヶ岳山荘に出向いたのは二〇〇七年の「中間忘年会」であったろうか。ちょうど山荘のリニューアル・大改修工事が完成したころで、すっかりきれいになった風呂場や洗面所、トイレを覗いて感動しきりであったことを覚えている。
　大改修工事後も、以前から山荘の維持に気をかけていたメンバーが、機会を見つけては山荘をよく利用し、細かな修繕や維持管理を継続していた。薪ストーブの設置に伴い、高野氏は薪置き場を手作りで新設し、高坂氏が多量の薪を搬入してくれていた。
　その後の主なメンテナンス事項をあげてみると、二〇一〇年冷蔵庫の更新、二〇一二年雨漏り煙突周り小修繕、二〇一三年給湯設備を夜間電力利用の温水器からガス給湯器に改善、二〇一五年水道水漏れ対策工事、オーディオ装置更新などがあげられる。幸いにして、大がかりな修繕工事やトラブルもなく経過しており、山荘は大変きれいに利用されている。
　山荘運営の大きな課題である「山荘会計の健全化」は、ＯＢ会の重要な活動方針に取り上げられた。当時、山荘運営委員で山荘の設計者の溝口氏に、さまざまな試算シュミレーションをお願いし、理事会で改善策を検討した。その結果、二〇〇九年九月からやむなく山荘利用料を値上げすることを決定した（会員利用料を一〇〇〇円から一二〇〇円、非会員は一五〇〇円から一八〇〇円）。
「番人」や管理者が常駐しない山荘をスムーズに利用するには、利用申し込みや予約状況の確認が簡便で分かりやすくなっていることが欠かせない。これもホームページの山荘のコーナーにすばらしい仕組みができている。
　メールで予約を送信すると、山荘運営委員に伝わり、予約状況のカレンダーに記載され、すぐに予約状況を共有できるので混乱を防げるようになった。山荘利用の記録や特別な連絡事項があれば、山荘ノートに記録をアップできるようになっている（ホームページ委員に感謝）。
　思い出というよりも記憶の整理のようになったが、いずれにしても、山荘はＯＢ会の親睦の拠点、シンボルであり、会員の皆様の利用があってこそ維持されていく。古参のＯＢから現役まで、仲間を誘いあわせて気軽にどんどん利用していただきたい。
　二〇一二年九月に高坂氏から山荘運営委員を突然に引き継ぐことになり、現在に至っている。それまで長年にわたり、山荘の維持管理や運営に尽力し、植栽から営繕活動、さらにはホームページの作成、更新から、山荘の鍵の管理や郵送等々まで、大活躍していた高坂氏に、改めて記して心から感謝の気持ちを表したい。ちょうど二〇一五年九月には、以前の営繕合宿を思い起こすような「リフレッシュデー」が企画された。
　そして最後に、現在ＯＢ会の事務局と、あわせて山荘運営委員として山荘会計を引き受けている藤田信一氏からのメッセージを紹介する。
　昭和四九年卒の藤田信一です。
　一〇年以上前になりますが、故小倉茂暉さんの強いお誘いを受け、ＯＢ会に顔を出すようになりました。その頃、少し孤立した状態にあったので、近藤隆治さんや先輩の方々に声をかけていただき、次第に打ち解けて回復していくことができたと感じています。
　三島秀介元会長、宮崎專輔元理事長の下で理事会に参加させていただき、武藤光盛元会長、鮫島員允前会長を経て、現在の太田高嗣会長兼理事長、太田弘一副理事長長の下で山荘運営委員を続けています。ＯＢ会に参加している中で、山岳部をはじめ、現役当時の友人とのつながりも少しずつ回復してきています。ＯＢ会のおかげと、とてもありがたく感じています。
 
八ヶ岳山荘の運営・維持管理・利用状況
　[主な出来事など（平成一八～二七年]
　平成一八（二〇〇六）年　山荘リニューアル・大改修工事完成、外壁工事、畳替え、布団類を更新、風呂場、洗面所、トイレを新装【延べ利用者数：七三人】　
　平成一九（二〇〇七）年　山荘外壁塗装工事（上領國資氏）、水銀灯交換工事（高野久氏）【延べ利用者数：一九八人】
　平成二〇（二〇〇八）年　薪ストーブを設置、煙突工事が完了、山荘サポーター制度を提案【延べ利用者数：二五一人】
　平成二一（二〇〇九）年　山荘運営の改善を検討（理事会）、さまざまな試算など（溝口洋三氏）、　　　　　　　　　山荘利用料金を値上げ、薪置き場を新設、山荘メンテナンスなど（高野久氏）【延べ利用者数：二九二人】
　平成二二（二〇一〇）年　薪ストーブ前のカーペットを更新（鮫島員允氏）、薪を搬入（高坂元顕氏）、山荘メンテナンス（高野久氏）、「宿泊日誌」を新調、薪ストーブ使用法を掲示、冬季利用要領などを整理、ダイニング照明を更新（鮫島員允氏）、冷蔵庫を更新（岩城達之助氏）【延べ利用者数：二六九人】
　平成二三（二〇一一）年　東日本大震災（大きな損害なし）、掃除機を更新（武藤光盛氏）【延べ利用者数：二四七人】
　平成二四（二〇一二）年　山荘メンテナンス（高野久氏）、山荘予約状況にグーグルカレンダーを利用（高坂元顕氏、岩城達之助氏）、雨漏り修繕工事（薪ストーブ煙突周り）【延べ利用者数：二五一人】
　平成二五（二〇一三）年　五月、開成山岳部ＯＢ会との交流会を実施、給湯施設を改善、夜間電力利用温水器を廃棄、給湯器設置工事【延べ利用者数：二六二人】
　平成二六（二〇一四）年　二月、山梨県が大雪に見舞われるが山荘に大きな損害はなし、六月、中間忘年会をとりやめ【延べ利用者数：二三一人】
　平成二七（二〇一五）年　石油ファンヒーターを購入（故障の石油ストーブを廃棄）、中間忘年会をとりやめ、「山荘リフレッシュデー」に移行、水道漏水対策工事、オーディオアンプ、スピーカーなどを更新（高野久氏）
 
 

追悼 この一〇年に亡くなられた会員を偲ぶ
 
山に魅せられ山を恋し続けた生涯
 
　　――昭和二六年卒の笠原達雄君を偲ぶ
内田　　孝（昭和二六年卒）
 
　二〇一三年五月、入間市で行われた笠原達雄君（以下、敬称はすべて省略）の葬儀には、麻布山岳部一九五一年卒ＯＢの生き残り、後藤正彦と小生（内田）が参列したが、ここで会葬者すべてに笠原がチーフリーダーを務めた一九四九年度の山行記録が手渡された。
　これは、笠原が麻布山岳部での経験、交友を生涯心の拠り所としてき、ご遺族もそれを汲んで皆に知らしめることが大事と考えたからであろう。
　私が笠原とともにしたと意識した最初の山行が何時いつであったか、確かな記憶はない。それは中学二年（一九四六年）夏の雲取を目指して三峰まで行った時か、同じく秋の三頭沢沢登りであったと思う。
　雨の三頭では、当時、今と比べて早かった氷川駅（現・奥多摩駅）行きの最終バスをわずかな差で逃がし、「鶴の湯」（当時、小河内ダムの建設は中断しており、今は水没した個所にあった）には宿泊を断られ、駐在所の世話で使われなくなった鶏小屋で一夜をあかした。
　その後、中学三年では雲取から金峰への縦走、高一では笠原と二人、旧制五年卒で進学されていた小田薫さんに率いられ、槍ヶ岳に行ったぐらいしか私の記憶にない。笠原はその後も、甲斐駒から仙丈を経て白根三山縦走など精力的に山行を行っていた。
　一九四九年（昭和二四年）春、高三には吉田実さん、小川法章さんがおられたが、笠原をチーフリーダーに後藤、佐近丸彦、そして小生内田の高二の四人が山岳部を引き継ぐ形となった。
　そして、最初の神ノ川合宿こそ笠原も記しているように、未熟さと悪天候のため所期の効果を挙げ得なかったが、その後は五月の仙丈、駒ヶ岳、南ア南部夏合宿、冬富士での雪上訓練、五〇年三月の仙丈、北沢小屋での春合宿など、順調に活動することができた。
　それにも増して、笠原にも私にも喜ばしかったのは、学友会の予算を獲得して山岳部初のテントを手に入れ、後輩たちの活動の領域を広げることができたことである。笠原と二人で、山のテントの老舗「片桐」に、今は見ることもできない重いキャンバス地の冬季用ウィンパー型テントを発注に行ったのを思い出す。
　麻布卒業後ももちろん折に触れ交流は続いたが、私について言えば、一九五六年、大学卒業後の勤務地が広島県の三原市と遠隔地で、しかも、五八年初夏から六〇年末まで広島の山奥での結核の療養生活を強いられ、六五歳近くまで山行とは無縁の生活であった。
しかし、笠原は山行を絶やさず、特に後藤とは時には笠原夫人を交え山に行っていたようだし、また息子さんとの渓流釣りも楽しんでいた。
　私も六五歳になる頃から低山での山行を復活したが、伊豆ヶ岳から武川岳を巡った山行の帰途、入間市新久の彼のお宅を訪れたいと笠原に電話したが、前触れなしの突然の申し出でにもかかわらず、快く迎え入れてくれ、夕食までご馳走になった。
　これを機に、日の出山、御岳周辺を皮切りに、それほど頻繁ではないが、彼に導かれて蓼科を含めいくつかの山を訪れることができた。
　二人での最後の山行となったのは蕎麦粒山である。この時、彼の車で飯能を経て登り口に向かう途中、時々頭がポーとすることがあると打ち明けられた。ここで脳梗塞の前兆ではという疑念を抱きながら、よい医者に早く診せるよう強く勧めなかったことが悔やまれてならない。
　入院を知ってからかなりして自宅に戻り、人にも応対できるまで回復したので、ぜひ見舞ってくれとの奥さんのご要望で、後藤と二人で訪れた時に見たのは、唸り声を上げるだけで言葉を発することができず、体も十分には動かせない彼の姿であった。
　悪いことに、病の笠原を支えていた奥さんに、二〇一一年に肝臓癌で先立たれてしまった。一九六〇年ごろ職場で知り合い、彼を支え続けたしっかり者の奥さん、彼の運転する車でともに旅をし山にも登った最愛の奥さん、そのお棺にすがって号泣していた笠原。彼自身も二年後に奥さんのもとへ旅立だった。
　山に魅せられ、山を恋し続けたのが笠原の一生であったと思う。一時期、ついの住まいの立地として選んだ地は、近くに入間市が設けた立派な展望台があり、そこから秩父、大菩薩などのみごとな山並みを見晴らすことができるのが、一つの理由であったろう。
　あの世で今頃は、自分が運転する車で奥さんを連れ、旅を山登りを楽しんでいるに違いない。
お二人のご冥福を祈って、合掌。
 
 
 
飄々として皆の雰囲気を和らげた君
 
　　――昭和二九年卒の一杉正治君を偲ぶ
青木　義明（昭和二九年卒）
 
　一杉君のことを書こうとして、本人のことをあまりにも知らないことに愕然としました。われわれ同期生の仲間たちと集まっていたときのことだけが頼りになるだけなのです。ですから、これから書くことは足りない部分のほうが多いと思いますが、お許しください。
　一杉君は中一からではなく、あとから入部されました。が、山岳部においては中心から少しはずれて特異な存在でした。飄々ひょうひょうとした人柄で、皆の雰囲気を和らげていました。トレーニングもあまり熱心ではありませんでしたが、しっかりと体調は整えていたようです。
　私たちの集大成として、高二の夏に北アルプスの縦走を計画しました。残念ながら、白馬岳から針の木峠までの一班と、鳥帽子岳から槍ヶ岳まで縦走した二班との合成縦走となってしまいました。
　一杉君は初心者を交えた二班を見事統一して引率し、全員無事に上高地に下山しました。当初は初心者が多いことを懸念していました。が、むしろ一班のほうが、故障で途中、断念して黒部川に下り、平の渡しの吊り橋（前に通った隊が重装備で橋げたの木を何本も折ってしまい、怖い思いをしたが、それはそれで貴重な経験でした。現在は黒部ダムとなり面影もありませんが）を通過、目的地を立山までに変更したことを思えば、立派に使命を果たしたといえます。
　一杉君は麻布高校を卒業後、千葉大学医学部予科に入学されました。しかし、途中で予科制度が廃止となりましたので、慶応義塾大学医学部に入学しました。卒業後、聖路加病院などに寄り道しましたが、北里研究所に就職しました。癌の原因はタバコであると主張する大先生の下にいたのです。そのときの同僚の方が「あの先生の前でタバコをプカプカやっているのは、一杉さんくらいのものだ」と語っていました。
　そして、北里大学の環境衛生学部の助教授に転出しました。このときも「お前が酒をやめたら、教授にしてやる」とかいわれたと聞いています。相模大野あたりで同僚の方とかなり飲み歩いたようです。私とは大学時代から何回か飲みましたが、いつも終電で「おい、いくらある。じゃあもう一軒だな」などといいながら、はしご酒をしました。
　一杉君との交流が増したのは、みんな結婚して（松田裕明君以外）子どももでき、落ち着いて山岳部の同期生とその妻たちと集まるようになってからでした。春は食事会、秋は山に近いところへ車で旅行するようになってからでしょうか。一杉君はＢＭＷに乗って颯爽としているようでしたが、奥さまによると、医者仲間で集まるとみんな外車なので無理しているのだとのことでしたが。
　やがて、一杉君は病魔に見舞われました。大腸癌でした。病は重くなり、腰に袋をつけて、便をそこに集めるような状態になってしまいました。そのことでかなり苦労したようです。そして、北里大学病院に入院するようになってしまったのです。
　それから、私が胸部大動脈瘤で、一杉君の紹介により北里大学病院に入院し手術することとなりました。一杉君は教授ですから七階の特別病棟、私は五階の一般病棟でした。同じ時期だったので、ときどき七階へお邪魔させてもらいました。
　そのうちに、奥さまが血液の癌で別棟に入院されましたが、うつるといけないとのことでお見舞いは禁止され、彼もなかなか会えないようでした。そして、一杉君はあの世に旅立たれ、まもなく奥さまもお亡くなりになりました。私は生き残り、一杉夫妻は亡くなってしまったのです。まことに残念なことです。
　最後に私の同期生のことを記させてください。
　中村彰宏君は中大のワンゲル部をつくりましたが、二年のときに新潟で早逝されました。長谷川栄一君は都庁麻薬課に在籍しましたが、糖尿病を患い、目が不自由になり、自宅で亡くなられました。松田裕明君は電源開発に就職し、奥只見にダム完成まで在籍し、帰京後、本社に戻りましたが、癌を患って亡くなり、宇田川徳治君は一橋大学を卒業、三菱銀行に就職しましたが、退職後、⑭アコムに出向し、六五歳で亡くなりました。
　いまは伊藤栄康、内藤坦、南澤治雄、遠く新潟で鹿島康彦、そして私など元気にしている仲間で、相変わらずお昼の食事会で旧交を温めています。
 
 
 
「ザル」の愛称で親しまれた君
 
　　――昭和三三年卒の佐藤義昭君を偲ぶ
小林　隆志（昭和三三年卒）
 
　二〇〇六年（平成一八年）は、麻布学園山岳部が一九四六年に創立されて六〇周年を迎える年であった。これを記念して、中国新疆ウイグル自治区にある天山山脈のボゴダ峰でのトレッキングが計画され、八月一日から一〇日にかけて実施された。
　佐藤義昭君はこの計画に参加を決め、高度順応のため富士山に登頂するなどの周到な準備をして勇躍出発して、中国奥地を堪能して無事帰国した。彼が帰国後、山岳部部報「岩燕IX号」に投稿した文章の中に「中国奥地、遥か天山山脈トレッキングとなれば、久しぶりに私の血を騒がせます」と昂たかぶった気持ちを書いている。
　それから僅か数か月後の一二月三日、突然の訃報であった。あの元気一杯、これからはまた山にも行くぞと張りきっていた彼が、急逝してしまったということは、誰もが信じがたいことであった。
　私と佐藤義昭君との付き合いが深まったのは、中学三年の秋からであった。当時、同クラスの友人が山岳部に入りたいと言って、一人で行くのは気後れがするので、一緒に行ってくれと言い出し、私は付き添いということで、山岳部の部室に初めて顔を出したのであった。
　部室には、髪の毛がはみ出て帽子をかぶるのに苦労しそうな近藤隆治さんや、神原達さんなど先輩方がずらりとそろっていて、付き添いで行った私にも「お前も入れ」と半ば強引に入部させられてしまった。
　佐藤義昭君ほか同期のメンバーは中学一年、二年の時からすでに入部しており、中学の夏の合宿の奥秩父の縦走などを経験していた。いささか出遅れ感で気後れがしていたが、皆ごく自然に受け入れてくれて居心地もよかったので、そのまま現在に至るまで山との付き合い、麻布学園山岳部との付き合いが続いてきた。
　佐藤義昭君は「ザル」という愛称で親しまれていた。なぜ「ザル」なのか、その由来はわからないが、彼は身体は小柄であったが、運動神経抜群で、その素早い身のこなしに「サル」から転じて「ザル」になったのではないかと私は勝手に考えていた。
　当時、麻布ではタッチフットボールが盛んで、山岳部のトレーニングでもかなり頻繁に行っていた。佐藤ザル君がその小柄な体をやや前傾させて、当時よく見られた坊ちゃん刈りの髪をなびかせて、グラウンドを走り回っていた姿が、今も目に浮かんでくる。
　トレーニングといえば、屋上からザイルを垂らして、懸垂下降の練習もよくやっていた。ある時、誰が言い出したか、上から降りるのではなく、地上からザイルを伝わって屋上まで登ろうということになり、順番に昇り始めた。
　ほかの者は外壁の出っ張りに各階止まりで一息入れながらやっと昇っていったが、「ザル」は身のこなしも軽く、あっという間に屋上までノンストップで上がってしまった。
　この時、長い間オフレコであった騒動が起きている。下から昇っていった一人が、屋上のコンクリートの手摺りの角にザイルを保護するために挟んであったトレーニングズボンを掴んでしまい、それを握ったまま地上まで一気に落下してしまったのである。
　幸い必死にズボンを握りしめ、ザイルを離さなかったため、ザイルでこすれて火傷をすることもなく、無傷で地上まで降りることができた。各階の途中で待っていた者は、目の前を急に人が落ちていくのを見て、たまげたことは言うまでもない。
　山岳部の連中が屋上までよじ登っているぞということで、校舎の窓からは多くの生徒が顔を出して見物をしていた。引っ込みがつかず意を決して屋上まで登り切ったという、馬鹿々々しくも懐かしい思い出がある。
　麻布を卒業した後は、それぞれ別々の進路をたどることとなり、時たまＯＢ会の集まりで顔を合わす程度で、接する機会はあまり多くはなくなってしまった。彼は大学卒業後、大手設備会社に就職し、官庁関係を受け持っていたと聞いていたが、仕事関係で飲む機会も非常に多く、結構ハードな仕事をしていたようである。
　結局、体調を崩し十二指腸の手術を行うことになったと聞いた。その後退社して、自営で「フォンテーヌ」というしゃれた名前のパン屋さんを開業し、盛業を続けてきたようである。
　パンの製造には、毎朝早朝からパン種の仕込みをしなければならず、夜更かしはできないとのことで、たまに顔を合わせた時も、早々に切り上げて帰宅するようなことが続いていた。
　われわれ昭和三三年卒の麻布同期生は「三三会」と称して、年一回同期会を開催している。毎回一〇〇名以上が出席する賑やかな会で、幹事役は持ち回りで行うことになっている。二〇〇三年の会に出席したところ、幹事の中に佐藤義昭君の名前を見て、多忙な中ご苦労様なことと言うと、これからは麻布とのかかわりも強めて、ＯＢ会などにも参加していきたいとのことであった。言葉通り、六〇周年記念行事のボゴダ峰トレッキングにも加わり、今後の活躍が期待されていた直後の突然の訃報はまことに痛恨の極みであった。
　あれから早くも一〇年目を迎えようとしている。共に酒を酌み交わし、山やスキーに出かける時間は閉ざされてしまったが、「ザル」の面影は今でもはっきり目に浮かんでくる。
　創立七〇周年を迎えて「岩燕Ｘ号」が発刊されるにあたり、思い出のいくつかを記して、改めてご冥福をお祈りしたい。
 
 
 
「玄玄齋」と呼ばれた君を想う
 
　　――昭和三三年卒の高林英之君を偲ぶ
三島　秀介（昭和三三年卒）
 
　渾名あだなの通りの英才がいた。またの名を「玄玄齋げんげんさい」と称した。しかし、天は早く彼を召した。平成一九年一〇月二七日永眠。六八歳はまだ早かった。
　柴又の寅さんではないが、水天宮で産湯を遣い、生粋の下町っ子、江戸っ子らしい気風きっぷの好漢であった。とにかく頭の回転が速く、人の考えのはるか先を行っており、まどろっこしい話は嫌いな男であった。
　このたび、山岳部創立七〇周年を記念して「岩燕Ｘ号」を発行することになり、前回の六〇周年記念「岩燕IX号」以降に逝去された会員の追悼文の依頼を編集者から受けた。昭和三三年卒では高林英之君と佐藤義昭君の両名がこの間に逝去され、私が高林君を書くことになった。
　齢七六を過ぎて麻布時代のことを思い出すと、「気風の良さ」が両君の性格を表しており、その後の人生も同様に思うところである。
　中学二年から山岳部に入り、山の気違い仲間になった。高林君は背が高く、肩幅の広い目立つ存在で、合宿では先輩からいつもしっかり重荷を背負わされていた。しかし、それに愚痴は決して言わないところが彼の男気であった。
　何故、「玄玄齋」というあだ名がついたか経緯は定かではないが、「玄玄齋」という人物は、江戸末期から明治にかけて実在した茶人、僧侶であった。事典によると「茶道裏千家十一世家元」とあり、偉い人のようだ。三河藩主の子にして一〇歳で裏千家の養子になった英才。五〇歳で得度、六八歳、明治一〇年に没とある。
　なるほど、このあだ名は彼にぴったりである。彼は下町っ子だけに、文化的なことには造詣が深かった。そのうんちくが始まると話しが長くなる。彼はいつもいがぐり頭で過ごしていたので僧侶が似合う男であった。まさに「玄玄齋」とはよくぞ名づけたと感心する。
　山岳部現役時代、ミーティングではいつも正論を主張する理論派で、かつ頑固であった。しかし、いったん決定したことには率先して実践する行動派でもある。
　彼とは中学時代から多くの山行、合宿でともに苦労を楽しんだ。現役時代最後の山はわれわれが高三での春山合宿であった。当時、高校山岳部の最先端を行く自負をもって、積雪期未登の南アルプス農鳥岳大唐松尾根から北岳登頂を行った。
　すぐ下の高二部員の参加がなく、メンバーに苦慮していたところ、彼が受験勉強を押して、準備会から参加してくれたのは本当にありがたかった。まさに男気の玄玄齋である。
　彼の的確なサポートにより、あの大合宿が無事成功した思い出は、われわれの心に深くインプットされている。
　彼は麻布のあと慶応大学に入学、ワンダーフォーゲル部に入って重鎮となり、多くの仲間に愛される存在であった。就職は日本金属に入社、海外赴任も長く務め、退職後また山行きを楽しむ最中での逝去であったことはほんとうに残念であった。
　しかし、彼の「気風のいい生き様」を全うした人生は、まさに彼の勲章であったと思う。
　合掌
 
 
 
センスケ、どうすればいいのだ
 
　　　――昭和三五年卒の宮崎專輔さんを偲ぶ
加藤　和彦（昭和三五年卒）
 
　宮崎君が初めて部室に現れた時の記憶は全くない。気がついたら誰からも「センスケ」と呼ばれ、部室の中にいたのだ。たぶん、中二か中三の時だったと思う。とにかくその存在は常にあった。
　休みの日は、何も考えずにたいてい付近の山とか丘に出かけた。「山」という何かわからない力に取りつかれ、とにかく山に出かけた。それは何か自分の中からつきあげられ、動かされたように。夏、冬、春の休みは合宿で泊りがけ。とにかく山にばかり出かけた。
　その力が大きすぎて、脱線したこともあった。ある時、汽車の中で、端から椅子の下をくぐって車両の端まで行く。またある時は、山小屋に泊まる金がないので、小屋の裏からこっそり布団を持ち出して雪洞の中で寝たなど、誰がみても許されない悪行をしでかしたこともあった。
　その結果、卒業という時に多少困ったものの、なんとか大学へ。彼は早稲田大学に入った。早稲田大学を卒業して、明法学院の先生となり、「せんすけ先生」とよばれて、なんと国語、漢文の教鞭をとられていたのだ。たくさんの生徒に愛され、山岳部をつくり、生徒と一緒に山に登っていたのはいうまでもない。
　お互いにほとんど交流のないまま、数十年がたち、ほぼ定年をむかえるころに、彼から電話があり、マウント富士クラブへの参加がよびかけられた。何かひきつけられるものがあり、夢中になってやってきた。
　そうこうしているうちに、どうみても年寄だけの集まりで、このままではどうにもならない、なんて言っているうちに、彼は富士山忍野村で、ＮＰＯ法人の名前がほしいという情報を聞き出してきた。それは、ありがたい話だということで、おいセンスケ、何とかその話をうまくまとめてくれよ、となったときに、彼は突然逝ってしまった。
　センスケ、なんとか言ってくれ、でも何も言わない。病院で彼をみた時は、自慢のひげをそり、ただただ寝ているだけであった（平成二八年七月二日没、享年七四歳）。
　おい、センスケ、どうすればいいのだ。
 
 
 
玄さんとの忘れられぬ南ア北部縦走合宿
 
　　　――昭和四二年卒の山本玄さんを偲ぶ
太田　高嗣（昭和四三年卒）
 
　山本さんと初めて山に登ったのは、私が山岳部に入った中二の冬、中学冬期合宿の大菩薩と記録にある。
　文化祭の展示に魅かれて入部、昼休みに部室に集合し、先輩の話を聞いたりして夢を膨らませていたが、一年先輩の山本さんと一緒に登山したのは中二では大菩薩だけで、中三でも二回ほどしかなかった。
　明けても暮れても山のことを考えている人が多い中で、都会育ちで人懐っこさと多少甘えん坊なところのある山本さんは、山岳部以外にもいろいろと付き合いがあったのではないかと考えている。
　そんな山本さんが高二になってリーダーとなった。当時、堀口正治さん、山田新さんの代がごっそりと抜けたあとで、各年次とも部員がぱらぱらしかおらず、部室も火の消えたように寂しくなっていたが、山本さんは覚悟を決めてリーダーを引き受けたと思う。それから、伝統をなんとか守ろうと、山本さんと二人で合宿計画を練ったり、部員勧誘やトレーニングに汗を流した。
　中でも、夏の南アルプス北部縦走が忘れられない。人数は少なくても、なんとか高校合宿らしい山に行きたいと選んだが、いざ参加者を募ると山本さんと私しかいない。
　そこで、同級の加藤誠一君を誘い、なんとか三名となり、ＯＢの白石浩二さん、佐藤則秋（ヒモ）さんの五名で、北沢峠から甲斐駒ヶ岳を往復、その後、仙丈ヶ岳、北岳、塩見岳と南下し、三伏峠から下山する計画をたてた。
　仙丈ヶ岳から先は、野呂川越でいったん仙塩尾根を離れ、両俣小屋まで下り、沢沿いに西側から北岳に登り、間ノ岳を経て熊ノ平で再び仙塩尾根に戻り、塩見岳まで行くのが一般的なルートであった。
　だが、人が行かないところを通りたいという冒険心で、古い山の雑誌に載っていた記事をたよりに、仙塩尾根をそのまま熊ノ平まで直進し、そこから北岳を往復するルートを選んだが、これが大変だった。
　野呂川越までは雨に降られたものの順調に進んだが、そこから先が倒木だらけの廃道で、ついに私と加藤君が動けなくなってしまった。山本さんとヒモさんが、テント場の熊ノ平まで先行し、われわれは白石さんについてもらい、後を追った。なんでこんなルートを選んでしまったのかと後悔しながら、沈みゆく夕日を遠くに見て、重い荷を背負いよろよろと歩いたことが、つい昨日のように目に浮かぶ。
　翌日、北岳を往復したが、私は体がついていけず、頂上の手前でギブアップ。山本さんは余裕をもって登頂し、体力があるなと感心した次第である。加藤君がどうしたかは、全く記憶がない。ちなみに私が北岳に登頂を果たせたのは、一〇年後、社会人になってからのこととなった。
　なんとか夏合宿を終えた後、冬合宿は中房温泉から燕岳、大天井岳、春合宿は池山尾根から空木岳、南駒ヶ岳と、部員も少しずつ増えてきたことから、意欲的な活動を行うことができた。山本さんとは一年で大小九回の合宿をともにし、とても中身の濃い一年となった。
　山本さんはその後慶応に入り、ホッケー部で活躍した。ご自宅にもお邪魔し、ご両親に買ってもらった、当時若者に人気だったピカピカのトヨタカローラで、開通したばかりの東名高速を厚木までドライブしたこともあった。
　大学卒業後は、花形企業の日本航空へ入社、あかぬけた山本さんらしい人生を歩まれた。
　私も社会人になって仕事に振り回され、いつしか音信不通となってしまい、再びお目にかかったのは、平成二一年五月のＯＢ会総会であった。
　前年の秋に鈴木順二君から電話があり、久方ぶりにＯＢ会の活動に参加するようになっていたが、山本さんも日本航空を退職したことをきっかけに顔を出されるようになった。新たに旅行会社に勤務しているとのことで、その後何回かお会いしたが、ようやく新年の雰囲気も抜けた平成二四年一月三〇日、突然訃報に接することとなった。
　六三歳と若く、忘年会ではお元気そうで、にわかには信じられなかったが、前夜、ご家族で楽しく外食され、帰宅後、就寝しそのまま亡くなられたとお聞きしている。いかにも山本さんらしいといえば山本さんらしい最期ではなかっただろうか。
　改めて、ご冥福をお祈りいたします。
 

回想 懐かしき山岳部の想い出
息子の山岳部の二年間
 
　　――青年へ向けての脱皮
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成二二年卒新井洵太郎氏の父
新井　直之
 
　創部七〇周年おめでとうございます。多くのＯＢの方によって繋がれてきた七〇年の中で、親の目から見た息子の二年間を紹介させていただきます。
　「『山岳部、入ることにした』って言ってましたよ」と、妻の笑いながらのひと声。それは、中学三年の夏休みに入ってしばらく経ったころのことでした。
　夫婦そろって山好きだったこともあり、幼いころから家族で山歩きをしていましたが、小学校高学年になると塾通いも忙しくなり、また自己形成の時期でもあったのでしょうか、親と一緒に出かける機会も少なくなって、息子との山歩きもぱったりと途絶えてしまいました。
　その後は息子から山の話が出ることもなく、こちらも無理に連れ出すこともせず、遠い先に就職したり結婚したりした後に、子どものころに山に行ったことを思い出して、ときどき自然の中に身を置いてくれればいいというのんびりした考えでいましたので、山岳部に入ると聞いたのはちょっと意外でした。
　同学年の友人に誘われて山岳部に入ったのは中三の夏休みで、同期の生徒さんに比べると遅い時期でしたが、遅れて入ったことがその後の活動の支障になることはなかったようで、受け入れていただいた部員の皆さん、顧問の先生方には感謝しております。
　さて、山岳部での最初の山行は、奥秩父での中学生部員による合宿でした。入部を決めてから出発までの日数が少なかったこともあり、衣服と登山靴は急ごしらえで用意したものの、装備品のほとんどは私との兼用ということになりました。
　初めてのテント生活ということで親としては多少の心配もありましたが、本人は意外と平然としており、むしろテント生活をともにしたことで部員の皆さんとも早々に打ち解けることができたようです。
　その年の一二月、冬合宿は鳳凰三山でした。登山を開始して半年足らずではかなり厳しいのではないかと思いましたが、怖いもの知らずなのか、すっかりその気になっていましたので、あえて止めることもしませんでした。初めての本格的な雪山ということもあって、当時の顧問でいらした増子寛先生に服装の事前点検をしていただくことになりました。
　帰宅した息子に「どうだった？」と訊ねると、「カンペキ！」。そんなこともあり、意気揚々と出かけていきましたが、合宿から戻るとスパッツがボロボロになっており、おそらく行動中に何回もアイゼンを引っかけたのではないかと思われるのですが、よくもまあ滑落もせずに無事に戻ってきたものだとあきれたのはついこの間だったような気がします。
　高一の夏合宿は南アルプス縦走でした。この縦走で富士山に次ぐ高峰の北岳に登ったことに達成感を覚えたのか、珍しくその後しばらくは山の名前を口にしていました。お世話になった上級生との合宿もこれが最後となり、夏休み明けからは山岳部を切り盛りしていく役割を担うことになりました。
　何回かの月例山行と冬合宿で最上級生としての経験を積み、年が明けた春合宿では、残雪の中を金峰山から朝日岳まで足を伸ばし、トレースのない雪上を進むという経験もしたようで、遅まきながらようやくこのころから登山に対する姿勢にも変化が出てきたようです。
　高二の夏に迎えた最後の合宿は、大雪山からトムラウシへの縦走でした。二〇名を超える大所帯の準備を進めていくわけですが、食料の準備や現地の交通手段の確保など多くの課題を前にして、いったいどうなることやらと思いつつ眺めていましたが、本人は親に相談することもなく淡々としていました。
　その後、八年を経た今から思えば、少年の殻を脱ぎ、青年へ向けての脱皮が始まっていたのかもしれません。合宿中は幸いなことに、入山から下山までの間に一滴の雨に降られることもないという好天に恵まれ、山岳部最後の夏を充実した形で締めくくることができたようでした。
　登山は五体を使う冒険であると同時に、五感を駆使する知的行為でもあります。麻布の山岳部で過ごした経験を生かして、人生の尾根と沢を縦横無尽に駆け巡ってくれることを願っています。
 
 
 
山岳部創立時の想い出
 
　　――部活で戦後の校内を明るく
小川　法章（昭和二五年卒）
 
　昭和二一年六月、新学期が始まったある日、黒板に「山岳部員募集！　放課後〇〇教室に集まれ」の檄げきが書かれていました。小生は待ちかねるようにして、〇〇教室に参じました。
　戦争中、空襲を避けて地方に疎開していた学友たちもほとんどが復学しました。空襲で家を焼かれた学友もおりました。
　小生は二度も焼かれ、栃木県に疎開していましたが、九月には復学できました。アメリカの指導の下、教育方針も学制も変わり（六・三・三・四制）、学校側も生徒の指導方針に心痛めたと思います。
　そこは麻布中学。形は変わっても基本まで変わるわけではありません。授業は落ち着いた雰囲気の中で進められました。ただ、なにかと暗い世相の中で、学校側も校内を明るくするための一環として部活を取り入れ、先生方も明るく指導されていたように見受けられました。
　小生が山岳部に迷わず駆けつけたのは、戦前、父がよく山行きをしており、子ども心に楽しくその話を聞いていたせいでしょう。帰宅して父に話したところ、たいへん嬉しそうにしていたのを覚えています。
　入部を果たした山岳部も、学校はいまと違って土曜日も授業があり休めず、日帰り登山はハイキングであって、山岳部のプライドが許さない。したがって、あらかじめ用意をしておいて、当日は飛んで帰って新宿に何時集合ということになり、徹夜の登山になってしまうことが多く、制約がありました。
　登山のために学校をサボるなんてできる時代でありませんでしたが、時間のやりくりをするのも楽しみのうちだったのでしょう。
　最近はどこへ行っても高齢者扱いで足腰の衰えも著しく、山どころではなくなってしまいました。高尾山にも登れない山岳部員なんて聞いたこともありません。もう引退でしょう。ただ、山岳部の会合に出て行って、若い人たちに接するだけでも、なんとなく元気が出てきます。
　麻布学園山岳部のますますの発展を祈念します。
 
 
 
ＡＡＣ万歳
 
　　――その伝統を誇りに思う
（故）宮崎　專輔（昭和三五年卒）
　
　形ある物は必ず消滅する。当たり前ですね。形ある人間も滅び、最後は姿を変え、微粒子となって変化していくのだろう。
　ＡＡＣの伝統と言うものは形があり、目に見えるものではない。しかし、一九四六年から七〇年間、紆余曲折、廃部の危機も乗り越え、連綿と現役部員に伝えられ、今もあり続けている。
　これは奇跡的なことだ。それは多くのＯＢから部員にバトンが繋がれてきたから生まれた奇跡だ。人から人に伝えられる魂、それを伝統というのだろう。
　私は伝統あるＡＡＣの一員であったことを誇りに思っている。その伝統によって多くの部員たちも育てられた。ＡＡＣの伝統は、大自然の山と多くのＡＡＣに集う人々によって支えられた。私もまた、そのＡＡＣの伝統に育てられ、支えられ今まで生き延びてきた。
　半世紀余り前、十代の私は麻布学園山岳部部員となった。十代は疾風怒濤しっぷうどとう時代ともいう。まさに内から突き上げる命のマグマが噴火する時代だ。噴火しない青春なんて青春じゃない。
　私は山岳部の先輩、同輩、後輩によって爆発、消滅を回避し、疾風怒涛に翻弄ほんろうされながらも踏みとどまることができた。
　現役時代の合宿の一つ一つの山行の思い出は語り尽くせない。一つ一つの山行が私の肉体と精神を鍛えた。肉体が鍛えられたことは間違いないが、精神が鍛えられたというのは少し語弊があるかもしれない。今でも日々揺らぐ曖昧な精神だからね。しかし、精神を豊かにし、救ってくれたことは間違いない。山という大自然の存在そのものも人の魂を救い、そして豊かにし、人を育てる力があるものなのだ。
　現役時代、山に夢中になり、麻布学園の教室に通うよりも、山岳部部室に通うといったほうが良いような学園生活だった。勉強は私を嫌ったようだが、私は学校が好きだった。目の前の山登りだけに夢中になっていた私は、この道が将来の生活に繋ることは困難だと気がついて愕然とした。全く馬鹿ですね。しかし、山の女神はその後、私にちゃんと微笑んでくれた。
　麻布の現役当時、山岳部顧問であり、中三の担任だった中畑善雄先生が移った明法学院（中高）に、先生を頼って国語の教員として就職した。私は当然のように山岳部をつくり、顧問となり、体調不良の時期もあったが、何とか定年退職するまで生徒たちと山登りを続けることができた。目の前のことに夢中になっていれば必ず道は通じるという、能天気な確信は山岳部によって培われたのだと思う。
　思えば山行に同行していただき、多くの影響を受けた諸先輩もすでに鬼籍に入られた方も少なくない。ご順序をわきまえず、鬼籍に入った後輩もいる。今でも時に同期の諸君と共に、山登りを楽しんでいる。
全く老人たち、元気ですね。山登りはそれぞれの方法で死ぬまで楽しめる。山から遠ざかっている後輩の諸君も、たまには十代の現役時代に還かえり、山の霊気を浴び、元気で、決してご順序を間違えないようにしてほしい。
今、ＡＡＣを支える若い人材が続々と続いているのを見ると、心がほっこり楽しくなる。
　私もそんなに遠くない時期に、向こうに行った先輩たちを追いかける時が訪れるだろう。
向こうの世界にもアルプス、ヒマラヤがあったら登りたいものだ。いや、その前に三途の川の渡渉が待っているなぁ。
 
 
 
　宮崎專輔さんは、平成二八年六月二三日、突然脳梗塞で倒れられ、七月二日に永眠されました。宮崎さんは、当「岩燕Ｘ号」への寄稿だけでなく、二八年五月の山岳部ＯＢ会総会にも普段と変わらぬ元気なお姿で出席され、秋に予定している中国「哈巴雪山」山行への参加を楽しみにされておられました。
　われわれは、突然の訃報にただ驚き悲しむばかりです。宮崎さんの永年にわたる山岳部への貢献に、心より感謝申し上げるとともに、ご冥福をお祈りいたします。
　合掌
「岩燕Ｘ号編集委員」
 
 
 
山歩き小史
 
　　――短歌で綴る我が登山史
髙峯　通世（昭和三八年卒）　
 
少年期：育成期（一九六一年～）
　私の山とのかかわりは高校進学後、なんとなく山岳部に入部したことに始まる。なぜ山岳部かは、いまにして思えば、ただ知らないところへ行ってみたかったということが理由らしい。入部する前は本格的登山を行う伝統ある部とは考えてもいなかった。
　最初の洗礼は、一年の夏の赤石～北岳縦走。最終日に、いまはバスも走っている夜叉神峠への道を足を引きずりながら、それでもある種の達成感に浸りつつくだったことを思い出す。
　いま振り返ると、同期の中の何人かが膝や肩の故障などで途中リタイアを余儀なくされる中、十日間よく耐えたものだ。いまはセピア色になった写真がまだ残っており、薄れゆく記憶を支えている。
 
　　北岳に　連なる南アの縦走路　辿たどりし夏の若さ懐かし
 
　二年の夏は鹿島槍から針ノ木峠、雲の平を経て立山、剱へ。近いところでは丹沢での沢登りなど。積雪期には谷川岳でラッセル訓練。腰までの新雪の中、一日かけて登った尾根を二時間足らずで駆け降り、凍った丸木橋をこわごわ渡り、やっと辿りついた谷川温泉で温かい飯と白菜の漬物にありつき、ほっとしたことはまだ覚えている。
　都会では、屋上から見よう見まねの懸垂下降。キスリングに煉瓦れんがをつめ、屋上まで登り降りした歩荷ぼっか訓練、学校周辺のランニング、柔軟体操、筋トレ、兎跳び。体育理論もへったくれもない精神論一本。それでも基礎体力は養われたようだ。部室にこもった汗や石油、ザイルに塗ったアマニ油の匂いが懐かしい。
 
青年期：成熟期（一九六三年～　）
　大学入学後はワンゲルに入部。山岳部でなかったのは、氷雪に挑み岩壁を攀よじてピークに立つアルピニストより、遠く続く山なみを行けるところまで歩いてみたいというワンダラーとしての気持ちが強かったことによる。
　ただ、ワンゲルといっても当時はしごき問題もあったほどの体力、根性重視の活動。われわれの代も百数十名いた新入部員で無事四年後に卒部できたのは二〇名、生存率二〇パーセント以下。
　部活動の基本は、厳冬期の山と岩登りは対象とせず、地図を頼りにピークからピークへ藪を漕ぎつつひたすら歩く。積雪期はテントを背負った山スキー。五万分の一の地図を広げ、まだ歩いていない地域、ピークを探し赤線を繋げることに熱中し、四年間の大半を北海道、東北、上越の山歩きで過ごす。
 
　　色あせた　山地図広げ指で追う　辿りし沢と尾根の藪道
 
中年期：停滞期（一九六七年～　）
　社会人となり、仕事に追われるようになると、山とは疎遠になり、さらに国外への転勤も続いたことから、しばらくはほとんどご無沙汰の時期が続く。
 
　　車窓より　見送る遠き山々の　頂き踏みし日々は遠くに
 
　この間、山とのかかわりといえばヨーロッパアルプスの簡単なトレッキング・コースを家族と歩いたこと。香港で英国人が統治時代につくったトレッキング・コース（全二四八キロ）を踏破したことなど。
　香港には険しく高い山はないが、ほとんどは海岸線からの急登。稜線には木陰のないコースが多く、昔の英国人はともかく、中国人、香港人がトレッキングなんかするのかと思っていたが、けっこう物好きがいるようで、途中で出会った香港人と「ジョウサン」（広東語でこんにちは）と挨拶しあったことも懐かしい。
 
準高齢期：復活期（二〇〇七年～　）
　日本に戻ってからは、しばらく住んでいた長野、三重近辺の山を歩き回る。装備などは昔の発想のままのありあわせ。日帰り、単独行が基本。
 
　　熊よけの　鈴の音消えて我一人　寂しくもあり楽しくもあり
 
　また、いままでは単に通過するだけだった里山の良さを知ったのもこのとき。
 
　　コスモスの　揺れる山里風立ちて　雲流れ行く秋空の中
 
高齢期：安定期（二〇一〇年～　）
　神奈川の家に落ち着いてからは、主として丹沢、奥多摩、中央線沿線の山々を歩く。じっくりと自然に親しむというより、ときにはトレイル・ランもどきにせっせと歩くこともしばしば。
 
　若き日に　頂き踏みし山々を　遥かに望む秋の山旅
 
　今年古希を迎え、踏破した百名山を数えてみると七〇数座。いまからでも無理をすれば全山制覇も可能だろうが、もうこれからは自然体、完全制覇は目標にしていない。
　またいつかハイマツと岩の尾根を辿り、アルプスのピークを踏んでみたいという気持ちもあるが、最近はだんだんとペースが落ち、改めて歳を感じるようになってきた。まだしばらくは、いまのままの山歩きを楽しみ徐々に遠ざかっていくことでよしとしよう。
 
　　今日もまた　気ままに歩く山一人　思い出残さんささやかなれど
 
終わりに
　麻布を卒業以来、「麻布」に接したことはほとんどない。中学、高校の多感な時期を過ごし、こと山に関しては体力、技術、根性のすべてを教わったにしては申し訳なく、内心極めて忸怩じくじたるものがある。ずっと距離を置いてきたのは、いまにして思えばうっすらと残っている学生時代の記憶をそのまま温めておきたいという気持ちが強かったためだろう。
　最後に先輩ＯＢ諸氏およびＯＢ会を維持・運営し、このような機会を与えてくださった皆様に、この場を借りて改めて感謝申し上げたい。
 
 
 
名山北アルプス餓鬼岳への挑戦
　　――私の日本名山の大きな一座
林　　恒生（昭和四四年卒）
 
　北アルプスの通称「表銀座」は、中房温泉を起点に合戦尾根を登り、燕岳から南方向に稜線をたどり大天井岳へ、そこから西に向かう主稜線東鎌を経て槍ヶ岳へと続く人気の名峰をつなぐルートである。北アルプス主稜線の中で最も人気が高く、多くの登山者を引きつけている。
　一方、同じ中房温泉を登山口とする山に餓鬼岳があるが、こちらは大正時代に建てられた昔ながらの小屋がある比較的登山者の少ない静かな山であり、その落ち着きのある風貌で日本二百名山に名を連ねている。
　餓鬼岳とは餓鬼道の亡者が徘徊していそうな何ともあさましい名であるが、安曇野から見上げる岩壁の姿で、崖岳が転訛てんかして餓鬼岳となったという説もある。
　昭和四三年卒の太田高嗣チーフリーダーは、ご自分の年度の集大成としての春合宿にこの餓鬼岳に挑むことを秘かにもくろんでいた。いまとなってはあまりよく記憶をしていないが、何かの理由で春合宿は別の山に変更された。もしかしたら、一年後輩の私たちの代が足を引っ張ったのかもしれない。
　代が替わり、昭和四三年の春合宿は、それを記憶していた私たちは秘かに餓鬼岳を目指して準備した。秋には偵察を兼ねて数名で、中房温泉～東沢乗越～餓鬼岳を走破し、東沢乗越には石油一斗缶をデポした。もっとも、この一斗缶は肝心の春合宿では発見できなかったが……。
　いよいよ三月の春合宿本番には、当初の発案者であった太田さんもＯＢ一年生として参加され、現役八名、ＯＢ三名のパーティーで挑んだ。
　中房温泉から東沢乗越までの沢筋は、右岸は燕岳からの雪斜面、左岸は東餓鬼岳、清水岳からの雪斜面に挟まれた谷間で、雪崩の遭遇を避けるため、急ぎ通過をしたように記憶をしている。全体的には好天に恵まれ、全員真っ黒に雪焼けし、登頂を果たして帰ってきた。
　私はこの餓鬼岳にもう一度挑戦している。大学山岳部の三年のとき、冬合宿で行った。最終的に槍ヶ岳を目指し、表銀座方面の稜線の起点である葛温泉、七倉ダムから入山した。葛温泉から南方向に尾根に取り付き、唐沢岳、餓鬼のコブ、餓鬼岳を経て、あとは燕岳、大天井岳、西岳、そして槍ヶ岳に登頂した。
　北アルプスの餓鬼岳は、日本二百名山の一座として名を連ねているが、まるで東京の銀座通りの裏手に大正・昭和の一角がまだ残っているような静かな別世界を味あわせてくれる。もちろん、私の日本名山の中でも大きな一座である。
 

期待と夢 これからの山岳部への想い
顧問としてできることについて
 
　　――顧問は生徒を「山に連れて行くだけ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麻布学園教諭・山岳部顧問
山廣　真之
 
　私は二〇一一年に麻布学園に赴任し、すぐに山岳部の顧問になることが決定しました。当時、登山経験は小学校の頃に高尾山に登ったことのみだったので、引率は本当に心配でした。さらに、赴任してから二年間程度しか、ベテランの顧問である増子寛先生や野本勇先生とともに山に登ることができませんでした。
　登山経験のない私としては、非常に心配の残る「引継ぎ」でしたが、その期間に増子先生のおっしゃった言葉が非常に印象に残っています。それは「われわれ顧問は山で何かを教えるわけではなく、ただ山に連れて行くだけなんです。それでいいんです」といったものです。
　二〇一一年から五年弱の間、それなりに月例山行や合宿にも参加しましたが、増子先生の言葉は今までの、そしてこれからの顧問教員のあり方の本質を語っている気がしてきました。
　私たちが何かを教えたわけでもないのに、ともに登山をした頼りない中学生が高校生になる頃には、山でリーダーシップを発揮する頼もしい青年になっていました。そして、生徒たちだけでなく、私自身としても「ただ山に行く」だけで何かを得てきた気がします。
　生徒たちが山に行く経験を今後も続けられるように、顧問としては安全性の確保をしっかりと意識していきたいと考えています。そして、その安全への思いは生徒一人一人に持ってもらうことが重要だと思います。
　そのうえで、生徒が山行計画を自ら立て、大人と相談しながら安全な計画を作り上げていくという今の計画作成過程は、とても良いものだと思います。今後もこの形式をやっていく中で、顧問、生徒ともども安全を意識していきたいと思います。
　現在、山岳部の顧問は、全員が麻布に赴任してから五年以内の若手であり、登山経験もほとんどない者ばかりです。そのため、ＯＢ会の皆様には計画作成段階において相談にのってもらったり、合宿での引率を手伝ってもらったりなど、本当にお世話になっています。
　経験の浅い顧問一同ですが、最近、この数年の登山経験だけでも見えてくる景色が変わってきたと実感しています。以前は、ベテランの先生や高学年の生徒に、連れて行ってもらっているといったほうが正しいくらいの状況で登山に行っていました。最近ようやく登山という行為そのものに慣れ始め、周りのことが見えるように少しだけなったように思います。
　今後も生徒とともに登山を経験することで、着実にベテランの先生に近づいていき、より安全で実のある山行に生徒を「ただ連れて行く」ことをしていきたいと考えています。
　そのためにも、いましばらくＯＢ会にはご迷惑をおかけすることになるかもしれませんが、何卒よろしくお願いいたします。生徒、顧問ともに成長していきたいと思います。
 
 
山岳部への感謝と期待
 
　　――本格的な登山活動に驚き
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現山岳部員外ノ池拓君の母
外ノ池　佳子　
 
　我が家の愚息は、二〇一三年春に麻布学園に入学し、翌年の春から山岳部に入部し、この「岩燕」が発刊されるころには、高校一年生として山岳部三年目を迎えます。息子は山岳部に入ってから、とても楽しそうであり、親から見ても、山岳部での貴重な経験を通じて、息子が少しずつ成長していることを実感しております。
　このたび「岩燕Ｘ号」発刊にあたり、保護者からも寄稿をというお話を伺い、このような麻布学園山岳部への感謝の気持ちを述べさせていただければと思い、僭越ながら一文を書かせていただきたいとお願いした次第にございます。
　私どもが麻布学園山岳部の存在を知ったのは、息子の中学受験の志望校を探すため、麻布学園の文化祭に来たときでした。伝統の「ＭＯＵＮ展」では、本格的な装備のリュックやテントが展示され、前年の夏合宿の五泊か六泊のルートが模型になっており、「ずいぶん本格的な登山をするんだなあ。大学の山岳部みたい」と感心したのを覚えております。しかし、このときは、息子が山岳部に入るとは、思ってもおりませんでした。
　無事に麻布学園に入学した息子は、中学二年生になった春の六月、同じクラスになった土井遼太郎君に誘われて、山岳部に入りました。息子は、それまでほとんど登山の経験がなかったのですが、いまでは、すっかり山が大好きになり、毎回の山行を生きがいにしております。
　まずは、顧問の先生方に深く感謝申し上げたいと存じます。麻布学園には、あまたのクラブ活動がありますが、山岳部の顧問の先生方は、生徒たちと一緒に山に登って泊まるのですから、いちばん大変なのではないでしょうか。中一から高二まで、体力も経験もそれぞれ違う、個性豊かな生徒たちに付き添う体力的、精神的なご負担は相当なものがあると思います。
　親としても、山行に息子を送り出すときは、ほんの少し不安になりますが、顧問の先生方が同行してくださるのだから、生きては帰ってくるだろうと思うことができます。何かとご心労の多いこととは存じますが、先生方にとっても登山が楽しく、魅力ある経験であってほしいと心より願います。
　そして、顧問の先生方とともに、山岳部の活動を支援してくださるＯＢの方々にも感謝しております。ＯＢの方々が経験者として、山行の計画をチェックしてくださり、合宿に参加してくださるというのは、本当に心強いことです。親としても、保護者会でＯＢの方から装備品などの説明を受け、とても参考になりました。母校の部活動にＯＢの方々がここまで毎年毎回、協力してくださることに、麻布学園山岳部の底力のようなものを感じます。
　山岳部の活動で驚いたのは、その登山の本格さです。昨年の夏合宿は北海道へ一週間、今年は北アルプスで一週間、と本当に素晴らしいところに長い期間、登山に行くのです。
　冬合宿、春合宿も本格的な雪山登山です。マイナス二〇度の雪の上でテントを張るのだそうです。中学生も含めた部活動で、これほど本格的な登山をする学校はほかにあまりないのではないでしょうか。
　リスクを考えれば、短い山行のほうが顧問の先生方やＯＢの方々の負担は軽いはずなのに、生徒たちの希望を尊重して、毎年毎回、本格的な登山を承認してくださり、付き合ってくださるのです。その麻布学園山岳部の度量の大きさには驚くというより、ほとんど感動してしまいます。
　一週間も山に登っていれば雨に降られることもありますし、予定よりルート制覇に時間がかかったり、疲れてしまうこともあるでしょう。仲間のコンディションにもお互いに注意を払い、助け合わなければなりません。途中で計画を見直さなければならないこともあるでしょう。
　そのようなときには、個性豊かな麻布学園の生徒たちのことですから、きっと意見が割れるでしょう。ご飯をつくったり、テントを立てたり、片づけたりといった作業も山登りをしながら一週間も続けるのは、まして冬山でマイナス気温の環境で寝起きするなどということは、概して過保護で都会育ちの生徒たちには相当な試練であるに違いありません。
　しかし、それらすべては、なかなか普段の生活では経験できない、貴重な経験であり、冒険です。女親には、なかなか実感がもてないことではありますが、やはり冒険は男子を大きく育て、仲間との友情をはぐくむのではないでしょうか。
　このような伝統ある麻布山岳部に出会えたことは、息子にとって幸せでした。同時に、私ども親も、人を育てることの覚悟を突きつけられた思いです。
　最近は世間でも山登りがブームで、いろいろな道具も発達しているようです。素人考えですが、雪崩ビーコンなどは山岳部の装備にあったらいいな、と思います。
　麻布山岳部におかれましては、これからも良き伝統を残しつつ、新しい技術も取り入れて、できる限り安全に、楽しい登山を通じて、男子を大きく育てていただきたいと、心より願います。
 
 
 
未　来
 
現役部員一同
 
　記念すべき創部七〇周年に部長を務めることができたことを誇りに思っています。至らないところも多々ありましたが、今後ここで得た経験と大切な仲間と共に歩んでいきたいと思います。
部長　高二　　小林　将大
 
　僕が山岳部に入部したのは、文化祭のＭＯＵＮ展を見たのがきっかけでした。この部でたくさんの素敵な先輩方、ＯＢの方、楽しい後輩たちと出会えたのは人生の誇りです。山岳部での経験を糧にして、未来につなげていきたいです。
高二　　小原　健人
 
　七〇年という歴史のある部活に在籍していることを誇りに思います。この先も安全で積極的な登山ができるように、ここで培った技術を後輩に伝えていきたいと思います。
高二　　長谷川篤紀
 
　山岳部は、麻布の中でも長い歴史を持つ部です。自分は決して山に詳しいわけではなかったですが、先輩の方、顧問の方に何度も助けてもらいました。この経験を後輩にも伝え、山岳部が末永く続いていくことを祈ります。
高二　　小田宗一郎
 
　戦後から始まった山岳部の記念すべき七〇周年に関われたことを光栄に思います。五年間で身に着けた技術を糧にして、さらなる向上心をもって未来へと歩みたいです。
高二　　建石　航希
 
　私は文化祭のＭＯＵＮ展を見て、憧れの山岳部に入りました。部活動への参加は少なかったですが、五年間で貴重な体験ができました。これからも頑張ります。
高二　　佐藤　　薫
 
　人生山あり谷ありと言いますが、人生だけでなく、この部にも山があり谷もありました。しかし、それはこの山岳部が七〇年もの間に得た貴重な経験でもあります。そして山岳部は、これからも旅路を続けるのです。
高二　　辛　　柱岸
 
　自分は根性を鍛えなおすために山岳部に入りました。しかし、途中で音を上げてしまい、約二年間、部活動に参加しませんでした。これからは、そういった弱さを受け止めつつ、悔いのないように、そして後輩に示しがつくようにしていきたいと思います。
高二　　福田　英史
 
　山岳部に入部してから、あっという間に高校生になってしまいました。自分と比較して、先輩方の大きさを実感する毎日です。この部で学ばせていただいたことを胸に、進んでいきたいです。
高一　　外ノ池　拓
 
　私は山岳部に入るまで、山登りをしたことがありませんでした。入ったばかりの時は、一日数時間も歩くということが信じられませんでしたが、今ではそれが当たり前のことになっています。今は無理だと思っていることでも、この先何年もそれを続ければ、それは当たり前になるので、今は無理だと思っているいろいろなことを、努力して続けていきたいです。
高一　　土井遼太郎
 
　山岳部に入部したのは、小四の時から親と一緒に山に登っていたからです。入部して山に登るスキルが上がってきたと思うので、これからもっとスキルを上げて、将来は後輩に教えてあげられるようになりたいです。
中三　　布施田大真
 
　僕は、あまり明確な意思をもって山岳部に入ったわけではありませんが、現在は、ほぼ毎回山行に参加するぐらいに部活に参加できています。今後も僕らが正しく活動していくことで、もう七〇年、一〇〇年と山岳部の歴史が続いていけるようにしたいと思います。
中二　　田川　斗馬
 
　創部してから七〇年の間に世界は進歩し、それほどリスクを負わなくても登山ができるようになりました。私たちは、このすばらしい環境を、未来へつなげていけるように努力したいです。
中二　　越井　丈朗
 
　僕は中一の時に興味半分で入部しました。しかし山行に参加し、先輩達と触れ合ううちに、山が好きになっていました。将来、後輩に山の楽しさを教えてあげたいです。
中二　　竹迫　律貴
 
　僕はつい最近、なんとなく山岳部に入ってきました。まだ体力はありませんが、これから体力をつけていきたいです。
中二　オズボーン朝人
 
　私は山岳部に入って、とても良かったと思っています。それは、楽しい先輩たちがいたからです。私も後輩がこの部に入って良かったと思えるような先輩になりたいです。
中二　　田中　春陽
 
　山と山岳部は、僕が麻布を卒業して大人になっても、僕自身にとって欠かせなかった、そして感謝できたと思える存在にしたいです。
中二　　野田　　凜
 
　僕が麻布に入学したのは、この山岳部に入りたいと思ったからです。そして、創部七〇周年の節目の年に入部でき、光栄に思います。六年後、山岳部がどうなっているかわからないですが、仲間と共に歩んでいきたいと思います。
中一　　戸高　應佑
 
　山岳部の未来は？　部員数が増えて発展するのか、衰弱してしまうのか。山自体は発展するものではありませんが、それは楽しみであり、山に登ることは運命なのかもしれません。だから僕は山が好きです。そして今、僕は山岳部にいます。
中一　　清古　　光
 
　山岳部の未来がどうなるかは、僕たちや僕たちの後輩によって決まるだろう。だから、山岳部の仲間とともに、一歩一歩歩んでいきたい。
中一　　小倉　晴智
 
　これからの山岳部の未来のためには、これから自分で山について多く知り、人に教えられるようになることが必要だと思います。そうすることで、にぎやかな楽しい山岳部にしたいと思います。
中一　　青野　　颯
 
　僕は、山岳部は山が好きな人が集まって、山の知識を集めたり、実際に登山したりするところだと思う。だから僕は、一人の山好きとして、五年間山岳部を楽しみたい。また、山岳部を卒部しても、山と友だちでありつづけたい。
中一　　櫻井奎志郎
 
　僕たち今の中一は、これから、今まで続いてきた山岳部を引き継ぐことになる。七〇年分の歴史を考えて、山を登ることの楽しさを後輩に伝え、未来に続く山岳部を創っていきたい。
中一　　持丸　東巳
 
　僕は、おじいちゃんが山好きなことなどをきっかけに山岳部に入りました。僕は、山登りの楽しさは知っているつもりです。この楽しさを、もっとこれから伝えていこうと思います。
中一　　工藤健太郎
 
　僕は、山岳部の未来とは自分たちが創り上げていくものだと思う。僕は今、まだ山のことをあまり知らない。しかし、今後、先輩やＯＢの方々からさまざまなことを学び、この山岳部を発展させていけることを願いたい。そして山登りを、僕自身も卒業後も楽しんでいきたい。
中一　　稲垣　陸生
 
 

紀行・随筆
 
ヒマラヤに憧れた高校時代とその後
 
　　――ネパールの歴史研究から世界へ
神原　　達（昭和三〇年卒）　
 
　麻布の山岳部部員であった私は、高校時代に山ばかり登っていました。チーフリーダーの近藤隆治君とともに、鹿島槍ヶ岳の東尾根からの登頂を目指す春山合宿などもしました。
　当時は一九五〇年代で、日本山岳会マナスル登山隊がネパールに行き、一九五六年にはその初登頂がなされました。エヴェレストはじめネパール・ヒマラヤの八〇〇〇メートル峰が次々に世界の登山隊によって初登頂されたのです。
　私はいつかヒマラヤに行きたいと願いましたが、その思いは強くなり、自分でその道を切り開くことに決めました。
　そのために大学は、文学部歴史学科の東洋史を専攻する道を選び、ネパール王国の歴史の勉強をすべく早稲田大学に入りました。何と早稲田には日本における中央アジア史研究の権威の松田壽男先生がおられたのです。
　早稲田大学で私は学生の会である「アジア学会」をつくり、その会長を松田壽男先生にお願いしました。中央アジア、シルクロード、またチベットやネパールの国々の地理、民族、歴史などを勉強しました。
　私はたとえ一人ででもネパールに行きたいと願いました。まず初めにパスポートが必要でした。海外渡航が自由化される前のことです。次に資金集めですが、学生の身でそれは大変でした。しかし、多くの先輩たちが協力してくださいました。最もお世話になったのは日本山岳会の松田雄一氏でした。松田さんは私にさまざまな知恵をさずけてくださいました。
　ネパールに最初に渡航したのは、一九六〇年の四月で、カルカッタまで英国の汽船、ＢＩラインのサーダーナ号で行きました。実はこの船旅は資金も十分でなかったのに、二等ではなく一等船客でした。
　それは麻布山岳部の大先輩の中村太郎氏のお母上が「神原さん客船では一等でなければいけません」と強く言われたからです。中村さんのお父上は昔の正金銀行のバンコック支店長をされていて、お母上も船旅を何回もされていたのです。実はこのことは後に私にとって大変な恵みをもたらしたのです。
　カルカッタから鉄道でパトナに行き、飛行場でカトマンズ行きのネパール航空を待っていると、原っぱの向こうから一団の学生が近づいて来ました。一見してネパール人であることが分かりました。彼らはネパールのカレッジを出てパトナ大学に留学中の学生で、休暇でネパールに帰るところだったのです。
　私は彼らの質問攻めにあいました。その先頭にいたのがラトナ・シャムシェル・ラナ君で、いちばん後ろでもじもじしていたのが山地民のハルカ・グルン君で、のちに二人とも私の大親友になりました。
　カトマンズでは最初に王族（チョウタリヤ）のさるネパール人の家に下宿しました。その五階建ての大きな家は、市内のニューロードの商店街のはずれ、バサンタプールと呼ばれる中世マルラ王朝時代の旧王宮の向かいにありました。
　そこの主人は老人で、さっぱり分からないネパール語を話しました。ドレンドラ・シャハさんという七〇歳近い人で、その風貌は堂々としていかにも王族然とした人で、いつも部屋の真ん中で水たばこを吸っていました。
　半年後に今度はネワール族のバザールの真ん中、チャットラパティという辻道の一角にある薬屋に部屋を借り、そこで賄い婦を雇い、食事をつくってもらいました。自転車を借りて、そこかしこカトマンズ中の寺社を訪ねました。しかし、ヒマラヤ登山の許可は下りず、山麓をトレッキングする旅行許可も難しかったのです。
　私はポカラに空路で行き、カトマンズに歩いて帰る許可を得ました。その途中に少し回り道をして、慶応大学のヒマルチュリ（七八九三メートル）登山隊（山田二郎隊長）のベースキャンプを訪問しました。
　そこは、麓のマルシャンディ渓谷沿いのンガディ（Ngadi：グルン語）村から山に入り、高度四〇〇〇メートル弱の村人の夏の間の羊の放牧地であるカルカでした。風光明美なその地ではヒマルチュリがすぐそばに聳そびえていました。慶応隊はその初登頂に数日前に成功したとのことで、私はそれを祝福し、麓の茶屋（バッティ）で仕入れた地酒のロキシーを振る舞いました。
　カトマンズではケーシャル・シャムシェル・ジャン・バハドウール・ラナ陸軍元帥の邸宅の図書室に通い、その蔵書を拝読しました。日本では見られない貴重なネパールの歴史関係の図書があったのです。またネパール関係の図書の目録をつくりました。
　日本山岳会副会長であられた三田幸夫氏がお書きくださった私の紹介状をもち、それを私の書状とともに差し上げたのです。ケーシャル・シャムシェル元帥は私のことを理解され、私のネパールでの保証人となってくださったのです。
　ネパール滞在一年で私は帰国しました。早稲田大学で不足した単位をとり、卒業論文「ネパール近代史序説」を提出しました。
実は、この一年のネパール滞在中に多くの日本人にお会いしたのですが、その一人、外交官の光藤俊雄氏のご推薦で外務省の研究員として働くことが決まっていたのです。一九六二年三月に私は再びネパールに行きました。今度はその前年の暮れに結婚した妻とともに、しかも旅券は公用旅券でした。私はネパールの近代史、中でもネパールのチベットまた中国との関係史の調査を目的にした特別研究員という肩書でした。
　ネパールはグルカ王朝の樹立と国土統一（一七六九年）後、その余勢をかって南のインド平原地帯（タライ地域）や北のチベットに軍隊を派遣し、また東のシッキム王国、西のクマオンも占領したのです。北のチベットを攻めたネパール軍はチベット第二の都でパンチェンラマの居城があるシガツェを占領し、寺院の財宝を奪ったのです。チベットのパンチェンラマはラサにいた中国清朝の役人（アンバン）に窮状を訴え、清の軍隊による援助を要請しました。
　清の将軍、福康安を大将とする清・チベット連合軍は、チベットからヒマラヤの峠道を越え、トゥリスリ川沿いにネパール内に攻め込み、あと一歩でカトマンズに至る所まで迫ったのです。そこで思わぬ反撃にあい、またこれ以上長くいると、ヒマラヤの峠道が雪で閉ざされることを心配して和戦協定を結ぶことにしました。
　協定では「ネパールとチベットは兄弟で、ともに清朝皇帝を父として敬い、ネパールは五年に一回、北京の皇帝に朝貢を送る」とされていました。シガツェで奪った金銀財宝は返却されたのです。その後、ネパールは清朝皇帝に朝貢使を一八回送りましたが、チベットのラサ止まりで、北京まで行けなかったものが多かったようです。
　カトマンズの図書資料館は当時まだしっかりしたものがなく、国立古文書館（National　Archives）もまだなかったのです。私は何人かのネパール人の歴史家に会って話を聞くと、ネパール外務省の「ジャイシコタ」（Jaisi brahmanが管理する部屋）と呼ばれた部屋に資料があることが分かりました。そこで外務省に行き、その資料を見せてほしいとかけあったところ、ネパール外務省では見るだけなら良いと許可をいただき、管理役の老人に扉の鍵を開けさせました。
　一歩部屋に入ると強烈な異臭がただよい、大きな鼠が飛び出してきたのです。それ以来、私は二度と「ジャイシコタ」に入ることが許されませんでした。ちなみに、この「ジャイシコタ資料」は現在、国立古文書館に移管されたとのことです。
　私の研究のための一次資料は少なく、ほとんど調査研究は不可能だったのです。ネパールの清朝皇帝への朝貢を研究した者が現在、ネパールに二名いますが、彼らは中国文の資料を全く使っていません。
　私は学生時代に愛知大学文学部の鈴木中正先生のご指導を受けて、「廓爾喀（グルカ）紀略」などの史書を読み、両国関係の概要を把握していました。ただ一人、中国資料を使い、研究をしたネパール人は、東京外国語大学の石井溥先生のところで博士号を受けたプルナ・ラトナ・シャキャさんです。それはごく近年のことです。
　私のネパールでの歴史研究は、それゆえ未完に終わりました。だが、一九六五年に日本に帰国し、外務省への報告ともいえる「ネパールの歴史と社会」を一年かけてまとめ、それが「外務省調査月報」に三回に分けて発表されると、当時ネパールの歴史また社会に関する研究が少なかったので、これはかなり多くの方に読まれたようです。
　私はその後、ネパールの歴史研究から国際石油情勢の調査マンに転身しました。通産省系の石油資源開発株式会社に入社し、インドネシアのバリックパパンに一年間、現地駐在をし、その後、石油開発公団（のちの石油公団）という機関に移籍という形で勤務したのです。そしてロンドン事務所に駐在した三年半を除き、ほとんど企画調査部で国際石油情勢の調査に没頭したのです。
　幸いにも津村光信氏という名調査課長がおられ、私は津村課長から石油情勢調査のやり方を教えていただきました。津村氏はその後、石油公団の理事になられ、石油公団の名前を有名にされた方です。
　私は中国の石油産業に関する調査を行い、その専門家になりました。ただし、石油公団在籍中は石油関連の他の調査でも多忙でした。特に「石油危機」（一九七〇年代）の世界では、ＯＰＥＣ（石油輸出国機構）の動向が最も注目されて、その調査でサウジアラビアをはじめ多くの国々を飛び回りました。その中で私は中国の石油産業動向を調査し、多くの論文を書き、また単行本は著書、編書を四冊まとめました。それらは、アジア経済研究所から刊行された二冊と、他の出版社でまとめた共著が二冊です。
　最も大事な著書が二〇〇三年に初版を上梓じょうしした「中国の石油と天然ガス」であり、それを英文で書き直した書であるChina and the Global Energy Crisis. Development and Prospects for China's Oil and Natural Gas. Edward & Elgar Publishing Ltd., 2007.です。この本は友人のロンドン大学元教授であるChristopher Howe氏との共著ですが、私の四〇年間の中国石油研究をコンパクトにまとめたものです。
　私とネパールとの関係は、その後も延々と続きました。私は何回もネパールに行きました。
　そして多くの友人たちと再会しました。ハルカ・グルン君のカンチェンジュンガ山麓でのヘリコプター事故での急逝の際には、彼の葬儀に出席のためカトマンズに急行しました。またヒマラヤ山麓の各地を歩きました。時には小型ヘリでヒマラヤを越え、聖地ムクチナートにも行き、岩の下の聖火を拝んできました。だが、若いころ夢見たヒマラヤ登山はできませんでした。
　ネパールの歴史の研究は未完です。また昔のことをどんどん忘れていて、五〇年前の勉強の記憶はほとんどありません。いまはそのテーマでの研究は、どなたか有能な若い方にしていただきたいと願っています。
 
 
 
 
カンチェンジュンガを巡る（二〇一四年春）
 
　　――四月九日、カトマンズ空港を飛び立った
山田　　新（昭和四〇年卒）
 
　観光客でにぎわうカトマンズの繁華街・タメルには、登山用品店や土産物店、レストランなどにまじって数軒の書店がある。その一軒をのぞく。山岳書の品ぞろえは見事なものだ。日本の山岳書としては薬師義美編「ヒマラヤ文献目録」があった。さすが山岳観光の国というべきだろうか。
目立つ場所にＤ・フレッシュフィールド著「Round Kanchenjunga」の復刻本がペーパーバック版で山積みになっていた。その書店が自ら発行し、一二〇〇ルピー。日本円でも一二〇〇円くらい。
　一八九九年秋に、シッキムからカンチェンジュンガ（八五九八メートル）北方の峠を越え、厳重な鎖国をしていたネパール領に入り、カンチ南方を回り込んでシッキムに戻った。当時、インド帝国を経営していた英国の国力という背景抜きにはおそらくなしえなかっただろう記録である。しかし、旺盛な行動力で未知の地域に入り込むさまは、いま読んでも魅力にあふれている。山岳書の代表的な古典のひとつといっていい。邦訳に「カンチェンジュンガ一周」（薬師義美訳＝あかね書房）がある。
　世界第三位の高峰カンチの北面、現代の登山隊のベースキャンプ（ＢＣ）付近から、南面のシッキムに至る峠手前のヤルン渓谷まで、今回、私たちがたどった経路と重なる。復刻本は、フレッシュフィールドに同行したビットリオ・セラ撮影の写真が豊富なことにひかれ、帰国前に購入した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
　四月九日、カトマンズ空港を飛び立った二〇席ほどのドルニエ機は、山の稜線を切り込んでつくったシュケタールの空港に小一時間で着陸した。標高二四〇〇メートルほど。旅はここからいったん約一三〇〇メートルのタモール川のほとりに下り、深いＶ字谷を遡る。
　三日目にタモール川本流を頑丈そうなワイヤロープの真新しい吊り橋で渡り、支流のグンサ・コーラに入った。シャクナゲやビャクシン、モミの森が続く。五日目のテント場はギャブラ。二七〇〇メートルを超え、ヤク（高地牛）の放牧地がある。チベット系の人たちの村である。
六日目に、この谷間で最奥の常住集落であるグンサに着いた。標高は三五〇〇メートルを超える。谷が少し開け、板屋根に石を置いたチベット風の民家が一〇〇戸もあろうか。木柵で囲まれた四〇メートル四方ほどの、おそらく以前はヤクを囲い込んでいたと思われる芝生に、シェルパたちが手際よくテントを張ってくれた。
　観光開発の進んだエベレスト周辺と違って、ネパール東端のこの地方は、より素朴なたたずまいを残しているはず、と思っていたのだが、この山奥でも近年の変化は予想を超えて激しい。
　テント場のあるロッジの食堂には蛍光灯がともり、テレビもある。集落のはずれにある水力発電所が電気を供給している。数軒の宿には、かさをひっくり返したようなパラボラアンテナがあり、衛星電話が通じている。東京に電話をしようと思えば、すぐにもできるのだ。
　ここまでの旅で遭遇した外国人客は、韓国とチェコのトレッキング隊。そして、「グレート・ヒマラヤ・トレール」を目指すアメリカの五人組。これは少し説明がいる。エベレストＢＣを訪問するレベルのトレッキングにあきたりないトレッカーが、東西二〇〇〇キロメートルに及ぶヒマラヤ山脈の峠をつなげて歩く試みだ。そのネパール部分は二〇一〇年に初めて踏破されたそうだ。
米国隊は男女のペア二組と男性一人。聞けば、八〇日かけてネパール部分を歩けるだけ歩くといい、ポーターやガイドなしで相当大きな荷物を自分たちで背負っている。コースの起点はカンチェンジュンガ北面のＢＣで、そこからマカルーのふもとに入り、エベレストのふもとクーンブに抜け……と、壮大な計画だ。
　とはいえ、キャラバン二日目、タモール川のほとりに下った時点で、下腹の出た男性が「今日は参ったなあ」と、早くも疲れ切った表情を見せていた。われわれの飯どきの会話では「あのパーティー、どこまでもつかな」と、意地の悪い評価がもっぱらだった。カンチＢＣまでで撤退、が私の見立てだったが、その後、ＢＣから一日行程下った放牧地のロナクで、彼らは以後の行動について話し合ったようだ。
　グンサから一組の男女だけが峠を越えて西のタモール川上流の谷に足を伸ばし、残りは下山という話だった。重荷を背負って歩く高所の旅に、彼らは経験が乏しかったのだと思うが、挑戦しようとする意気や尊しである。
　グンサで一日休養後の四月一六日、グンサの夏村・カンバチェンへ。村を出てしばらく行くと、森は芽吹き始めたカラマツからモミとダケカンバ、ビャクシンに代わる。右手からジャヌー氷河の巨大なモレーンが押し出している。その末端の急なガレ場をトラバースすると、これより上は氷河に削られ開けたＵ字谷となる。七七一一メートルのジャヌーは別格として、数多くの五〇〇〇、六〇〇〇メートル峰に囲まれた放牧地である。まばらな集落があり、ロッジもできている。すでにヤクは相当の頭数がここまで上がっていた。
　カンバチェンから「怪鳥が翼を広げたような」と形容されるジャヌー北壁を見ることができた。サーダーのアヌーが、かつて随行した山岳写真家・白川義員氏の「ジャヌー撮影ポイント」だった尾根を教えてくれた。この日の夕方と翌朝、カメラを持って足を運んだが、うっすらガスがかかったり、光線の具合がよくなかったりでいい写真にはならなかった。
　それにしても、ジャヌー北面は迫力のある壁である。一九七六年の山学同志会による初登攀ルートは、真正面の壁を避け、左のバットレスを登り頂稜をたどったため、「どこに壁があるのだ」（早大山岳部に所属したこともある元毎日新聞記者・杉山康之助氏）との指摘もあったが、とにかく、あの時代にこの壁に目をつけて登ってみせたのはえらいと思う。
　その後、スロベニアのトモ・チェセンが一九八九年に、まぎれもない北壁の真ん中を単独で初登攀したことになっている。ただ、チェセンはその翌年に単独で成し遂げたとするローツェ南壁の初登攀に疑惑が持ち上がり、ジャヌーの登攀までガスがかかったようになってしまった。
　私は一九九一年に朝日新聞日曜版の特集記事を書くため、チェセンに会いにスロベニアに行った。ふだんのトレーニング場という垂直の岩場に取り付いてもらい、同行したカメラマンが真上から俯瞰したチェセンの写真が大きく紙面を飾った。チェセンは当時、毎年スロベニアのクラニで開かれていたフリークライミングのワールドカップを組織、運営する立場にあった。彼のクライミング能力は、この目で見たが、すごいことは間違いない。
　しかし、高所での順応力はどうなのだろうか、よく分からない。クラニに近い景勝地・ブレドの古城に、彼が案内してくれたとき、急な石畳の坂を登った。そのとき、カメラマンが「チェセンが息を切らしている。本当にローツェを登ったのかなあ」と、ぼくにささやいたのだ。体調が悪い時だってあるさ、と気にとめなかったのだが。その後、チェセンが知り合いの登山家から借りたローツェ山頂の写真を、講演会で自ら撮影したものとして見せたことなどから、疑惑が大きく広がったのだった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
　一八日、最奥の放牧地ロナクからカンチＢＣを往復した。幸い、好天気に恵まれ、雪田と岩場で数段に区切られたカンチ北面を間近に眺めることができた。
　翌日、ロナクから下山中、カザフスタン在住の高所登山家デニス・ウルブコとすれ違った。わがトレッキング隊のリーダー、大谷映芳が立ち話をしていた。ウルブコはすでに八〇〇〇メートル全一四峰の登頂を果たしている。今回は数人のメンバーを「ガイド的立場」で率いて北面からのカンチ登頂を目指すという。
　大谷は早大山岳部で私の二年後輩。一九八一年、早大隊のＫ２西面初登攀などで知られるクライマーで、長年テレビ朝日のニュースステーションのディレクターとして世界の山や辺境の取材を続け、自らも画面に登場することが多かったので、ご存じの方もいるだろう。退職後はアースワークスソサイエティーというＮＰＯを立ち上げ、ネパール辺地の支援などをしている。今回のトレッキングは同ＮＰＯの研修旅行という位置づけだ。
　帰国後、「山と渓谷」七月号に、ウルブコの五人パーティーは結局、ウルブコ一人が登頂を果たしたことが載っていた。ノースコル経由の一九七九年の英国隊ルートだという。記事中に、先行した三人は途中で雪に埋まった遺体を見つけたショックもあって、八五〇〇メートルで引き返したとあった。
　一九九八年に日本山岳会隊で無酸素登頂後、高所障害で死亡した早大出身の椎名厚史ではないだろうか。気になってウルブコにメールで問い合わせると、ウルブコ自身が八二〇〇メートルで日本メーカーの商標の手袋をつけた日本人の遺体を見たと、写真も添付して返事をくれた。ルートと高度から考えて、椎名に間違いなさそうである。
　胸が痛む状況だが、カンチ北面の段差の急峻さを目の当たりにしたいま、冷静に考えると、優秀なシェルパを雇っても降ろすのはかなり難しい。いずれヘリコプターの性能が飛躍的に高まれば、収容も可能になるかもしれない。遭難当時、やはり登頂後の谷川太郎隊長（農大ＯＢ）が、動けなくなった椎名と一晩ビバークし、その死を看取って遺髪を持ち帰ってくれたことは、少なからず慰めにはなった。
　日本山岳会の年報「山岳」第一〇九号（二〇一四年）巻頭に、青山学院大学山岳部のアウトライアー（ジャナク・チュリ＝七〇九〇メートル）東峰初登頂の記事が載っている。筆者の萩原浩司隊長は、私よりひとまわり以上若いが、「山と渓谷」の元編集長で、最近はＮＨＫ・ＢＳの百名山シリーズなどにも登場する。以前、山岳関係の取材で一緒になることが多かったが、人をそらすことのない好人物である。同部は五〇年来、同峰に目をつけていたといい、今回、萩原氏が自らロープの先頭に立って登頂に成功したことは、なによりだった。
　同峰のアプローチは、最奥の放牧地・ロナクからカンチェンジュンガ氷河を離れ、ブロークン氷河を詰めたチベット国境にある。ロナクからカンチ北面ＢＣにかけて、周囲は六〇〇〇～七〇〇〇メートルの峰がずらりと並んでいる。フレッシュフィールドが「ラウンド・カンチ」で触れているウェッジ・ピーク（六八〇二メートル）などの秀峰はもとより、名前もよく分からないピークまで、見飽きることがない。
　谷間から見上げては、仮想ルートを山腹にイメージで引いて「これなら、早大の学生たちもアイスクライミングを少し鍛えれば登れるだろう」と楽しんだ。ロナクあたりにＢＣを置いて合宿ができれば面白いだろうなあ、などと。
　二〇〇八年には、大谷と若い早大ＯＢの有村哲史は早大山岳部創部九〇周年記念登山の偵察のためにカンチを見にきている。残念なことに、その直後、有村がチベットのクーラカンリで雪崩に流されて亡くなり、カンチ計画も消滅してしまったのだった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
　今回のトレッキングのメンバーは大谷隊長以下六人で、そのうち早大山岳部ＯＢが四人。残りの二人が外部の人だった。
　一人は七八歳の荒山孝郎さん。七〇歳だった二〇〇六年に、公募隊でエベレスト登頂の最高齢記録をつくった。二〇〇三年に登頂した三浦雄一郎を三日上回ったのだそうだ。若いころから国内で登山を続けていたが、海外の山はすべて鉄鋼メーカーを退職後のことで、セブン・サミッツ（七大陸最高峰登頂）も果たしたという。いずれも公募隊で登っている。
　「退職後、経営コンサルタントをしていて、幸い、金があったものですから」と語る。たしかに、公募隊で高峰に登るのには金がかかる。エベレストだと普通七〇〇万円くらいといわれる。以前、一〇〇万円くらいで登らせるというロシアのエージェントの宣伝をネットで見たことがあるが、これはちょっと怖い。
　荒山さんは今回も、ずっと若いわが早稲田のメンバーが高山病で苦しんでいるときも、かくしゃくとして歩き通した。体力的な資質はもちろんのこと、こういう旅は精神的なタフさも必要である。その点、この人は優れていると思った。常に情緒安定、マイペース、あっけらかんとしている。日本の公募隊にこだわらず、ニュージーランドなどの隊に一人で参加している。おそらく海外勤務の経験もあるのだろうが、英語が堪能なのも強みだと思った。
　ところで、カトマンズの書店で「The Himalaya by the Numbers」という本を購入した。「数字で見るヒマラヤ登山」といったところ。一九六〇年ごろからカトマンズに住み着き、ネパールに入ったあらゆる登山隊の首尾を追いかけて記録してきたエリザベス・ホーリーという女性と、その協力者が長年蓄積したデータを駆使しての共著だ。
　巻頭で、データの分析にあたり、ネパールでの登山を四つの時期に区切ったとしている。一九〇〇年から四五年を探検期、一九五〇年から六九年を遠征期、一九七〇年から八九年を過渡期、一九九〇年以降を商業期としている。過渡期には、国の名誉を背負ったような昔ながらの大遠征隊と、メスナーらに代表される高い能力をもったエリート登山者による単独や少人数による巨峰、また大岩壁など高難度の新ルート開拓などが混在した。
　商業登山は八〇年代初期に登場し、九〇年代に全面展開した、としている。私は、こうしたことは分かっているつもりだったが、こうもはっきり書かれているのを改めて読むと、いささかのショックを禁じ得ない。エベレストに代表されるヒマラヤ登山のほとんどはもう、業者の手配に乗る商業登山である。カンチだって、エベレストほど目立たないだけで、事実上、大部分は商業登山といっていい。七〇年に大学を卒業した私は、ガラガラと登山の世界が変わっていくのをただ傍観してきたのかと、呆然としてしまう。
　こうしてみると、青学大のアウトライアー登山は、いまのヒマラヤでわれわれができるひとつのお手本を示しているかもしれない。近年、日本人クライマーも受賞して話題になったピオレ・ドール（黄金のピッケル）賞の対象になるような困難なクライミングは、大学山岳部の当面の目標にはならない。といって、八〇〇〇メートル峰にただ登るのでは、ある程度、自己満足はできるかもしれないが、パッとしない。学生らは実力に見合った「いい未踏峰」を見つけ、登山実現に向けて努力するというのが、いちばんではないだろうか、というのがとりあえずの私の結論だ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
　さて、トレッキングに戻ろう。四月一八日、無事、カンチ北面を見上げることができ、翌日、ロナクから下山にかかる。出発のとき、チベットセッケイ（雪鶏）だろうか、ライチョウを大型にしたような鳥を見つけた。一〇メートルくらいまでは近づける。
　カンチェンジュンガ氷河右岸のモレーン上を行くと、こんどは急斜面に野生羊・ブルーシープの群れがいた。後にカンチ南面のヤルン氷河周辺でも大きな群れを見た。チベット、シッキムと境を接するタモール川、シンブワ川流域一帯の約二〇〇〇平方キロは一九九七年に自然保護地区に指定され、野生生物を保護しているという。その効果が出てきているのかもしれない。一一五年前、フレッシュフィールドらは食料調達と、たぶん護身用を兼ねて銃を携えていた。
　カンバチェンのロッジで休息し昼食をとった。もうひとくだり頑張ればグンサだ。ジャヌー氷河末端の急斜面をトラバースし終わると、植生が劇的に変わる。ビャクシンやヒノキの仲間、カラマツ、ダケカンバ、モミ、シャクナゲと多様な森が続く。一方、カンバチェンより上部はハイビャクシンなどのかん木や草ぐらいしかない。
　グンサまで戻ると空気が濃い。往路と同じ「グンサ・ゲスト・ハウス」のテント場。食事はここのオーナー宅の居間に、われわれのキッチンスタッフが運んでくれる。家にはオーナー夫妻と嫁、一か月の赤ん坊がいる。食事を待つ間の会話で、サーダーのアヌーが、前日、エベレストのアイスフォールで雪崩が起き、荷上げ中のシェルパ一五人が巻き込まれて死んだという。遭難の報が入った瞬間、オーナーの奥さんの顔がみるみる紅潮したそうだ。息子二人がエベレスト登山隊で仕事をしているからだ。
　その後、参加したのは今回の事故とは無関係のチベット側と分かり、胸をなでおろしたそうだ。大衆化したエベレスト登山を支えるのは、もはやクーンブ地方のシェルパ族だけではないことがよく分かる。さらに、オーナーの娘は「一週間に二度、エベレスト登頂を果たした女性」としてネパールの有名人だという。雑誌か新聞に載った登山装備姿の娘の写真が壁に貼ってあった。
　この居間で一緒になったチェコのトレッキング隊の食事は、宿の嫁さんのつくった大皿山盛りのツクパ（うどん）。それまでにぎやかだった彼らが、ひと口食べたとたん黙り込んでしまった。口に合わないようだ。チェコといえばビールのイメージだが、やはり彼らはビールを買って飲んでいた。びんビールがこの山奥まで運ばれている。雲つくような大男、大女ぞろいの彼らだが、高度のせいでアルコールの回りがいいのだろうか、少量で陽気に騒いでいた。
　びんビールは人の背や駄獣で運ばれ、行く先々の宿や茶屋で売っていたが、今後、空きびんの処理が問題になりそうである。どこに行っても小屋の裏手などに空びんがうず高く積み上げられている。かつては液体の入れ物として重宝しただろう空きびんも、いまはただのごみだ。ビールといっても、さすがに冷蔵庫で冷やしたものはない。われわれは街に出るまで我慢した。
　二一日、カンチ南面を目指して峠越えに出発する。村はずれの発電所の横を通り、導水管に沿って登る。二〇〇八年に大谷らが通ったとき、建設中だったという。六年たって、もう導水管はあちこち赤さびが出て水漏れもしている。水路が土砂崩れで壊れた跡もあった。管理がたいへんだろう。
やがて林床苔むす森に入り、全山シャクナゲのような場所を通る。花にはまだ少し早い。翌日にかけてセレ・ラ（四二九〇メートル）など、いくつかの峠を越えたが、見晴らしのいい峠には決まって岩と岩にルンタ（ラマ教の旗）をロープで張り渡してある。そのつど、サーダーのアヌーは真新しいルンタをザックから取り出し、張りなおす。
　山並みや谷間を見渡す峠に、さわやかな風が吹き抜け、ルンタがなびく。アヌーらは「ソーソーソー、ルンタ、ロー」と叫ぶ。「ヨーソロー」というふうにも聞こえる。まさに快哉かいさいを叫ぶ感じである。「これがビュースポット。かっこいいねえ」と喜びが込み上げてくる風情だ。
　河口慧海のチベット旅行記にも、峠で叫ぶ場面が出てきたのを思い出す。山で暮らすチベット仏教徒に共通する美意識や価値観があるようだ。われわれも、眺めのいい峠に立てば気持ちがいいが、彼らにはルンタが必要だ。そういえば、近年のエベレスト山頂の写真を見ると、もう旗だらけ。たまにはそうじをしたらどうかと思うほどだ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
　四月二二日、グンサ谷からヤルン谷に向かうルートで、最も標高の高いシネラプチェ峠（四六四六メートル）を越えた。峠の少し手前から、北方にジャヌー南面の怪異な姿がよく見える。登るにつれ、両肩を張った見事な山体がぐんぐん大きくなった。
　かの「ラウンド・カンチ」復刻版には、ビットリオ・セラ撮影の一一五年前の写真が掲載されている。私の撮った写真とアングルはほとんど同じだ。ジャヌーはフランス隊が一九六二年にこの南面から初登頂し、七四年に成城大隊がほぼ同じルートから第二登を果たしている。
　サーダーのアヌーらは、ここでも新しい祈祷旗をケルンに張り渡した。赤、黄、青の極彩色の旗が風に舞う。ヤルン渓谷を見下ろしながら雪の斜面のトラバースを続け、一本の支稜を越えると、眼前にカブルー（七四一二メートル）の連峰がガスの合間に白い壁となって立ちふさがる。
　あまりの大きさに、最初はカンチと間違えた。急斜面を下り、美しい池のある凹地で休憩した。急な岩壁を背負う地形に、北穂の池を思い出した。ひとくだりでヤルン川のほとりの泊り場・ツェラムに着いた。ロッジが二軒。テント場の下には、石を並べてＨの字を丸で囲ったヘリポートもある。
　ツェラムで一日休養。カンチ南面にはスペイン隊などが入山しているという。登山隊の応援でついてきた人たちもロッジに滞在している。スペインの中年男性をお茶に誘い、話を聞く。彼が同行してきた登山隊は二人で、二年前に雪崩で失敗。雪辱戦だという。ポーターが払底ふっていして、残りの装備の到着をＢＣで待っている。
　女性初の八〇〇〇メートル一四峰狙いのイタリア人夫妻も入山している。七五歳のスペイン人もいて、酸素を使って登頂を狙う。ということは、ほかの人は無酸素らしい。後で、お茶のお返しだろうか、イベリコ豚のサラミと生ハムを持ってきた。エビで鯛を釣った。わが方の隊員の一人が持っていたカステラでお返しをする。夕方には、今回、キャラバン三日目で一緒になった韓国のトレッキング隊が追いついてきた。彼らも南面のＢＣあたりまで行くという。われわれとほとんど同じ行程である。
　二四日、ヤルン氷河の右岸を行き、四五八〇メートルのラムチェで幕営。ここにベースを置く大遠征隊もあったという。とにかく巨大な氷河である。テント場は幅広いアブレーションバレーにある。本流との間に小高いモレーンが壁をつくっており、その上に登ると砕石を載せた氷の流れが見える。
　翌日、さらに右岸沿いに登る。広々としたオクタンの放牧地でブルーシープの群れを見た。オスの成獣には巨大な角がある。ヤルン氷河本流とジャヌー南西氷河の合流点を見下ろす地点まで行った。カンチ南西面が迫るが、残念ながらガスが舞い、午前の日差しが逆光ぎみに影をつくっていることもあって、クリアな展望は得られなかった。氷河上にうごめく人影が見えた。登山隊のメンバーかシェルパだろう。後半のクライマックスというには、あっけなかった。あとは人里を目指して下るだけだ。
　二〇一四年の山渓七月号によると、この年のプレモンスーンにカンチには約二十人が登頂したが、北面のデニス・ウルブコ以外は、すべて南西面からの登頂だったという。八〇〇〇メートル峰一一座目というスペインのカルロス・ソリア（七五歳）をはじめ、一四座狙いの人たちが何人も含まれていたという。やはり、ルートは登りやすい南面、ということになるようだ。
　四月二六日、ツェラムを発った。「ラウンド・カンチ」のフレッシュフィールドらは、ツェラムから東の支谷に入って国境の峠を越え、シッキムに戻った。われわれはヤルン渓谷を下り、南を目指す。このルートは地元の人たちが夏、ヤクを放牧地に上げる道だ。ところどころに茶店やロッジがあるのみ。花をつけたシャクナゲがちらほら見られるようになった。
　そんな林間の気持ちのいい場所で、イタリアのトレッキング隊のシェルパたちがテーブルをセットし、メンバーの昼食の準備を始めていた。先回りし万事整えてメンバーを待つのだ。
　至れり尽くせりのサービスは、われわれのグループも同じである。ポーターは先にテント場に着いてテントを張り、食事の準備をする。わが隊は、昼飯ではテーブルまでは使わなかったが、やはり先回りして快適そうな場所を選び、料理をつくり、待っていてくれる。てんぷらそばが出てきたときは驚いた。やや油がきつかったが。
　キッチンの親方は日本人の好みをよく知っており、旅の前半、小松菜のような菜っ葉のおひたしが出て、これは絶品だった。夕飯は四角いメステントで折りたたみのテーブルを囲む。朝はモーニングティーと顔を洗う湯を各テントに運んでくれる。昔なら「グッドモーニング、サーブ（旦那様）。ティー」といっただろうが、さすがに「サーブ」とまではいわないのは時代だろう。
　翌日、道はヤルン渓谷（シンブワ・コーラ）を離れ、峠を越える。峠に至る道は、シンブワ・コーラの支流の谷である南側が激しく崩壊し、ルートもガレ場のへりが進行するにつれて追い上げられ、つけかえられている。この峠が使えなくなる日も近いかもしれない。
　夕方、ついに人里に出た。ヤンブディン。標高二〇八〇メートル。とたんに雨が本降りになった。集落の入り口にロッジがあり、その庭の芝生がテント場だ。二階にテラスを巡らせたロッジの建物は、グルン族のものだという。
　サーダーのアヌーが「ダイニングテントへ」と声をかけてくれる。やかんで燗をつけたチャンをコップに注いでくれた。甘酸っぱく、うまい。久しぶりのアルコールである。日本にいれば、酒を欠かすことはないのだが、この旅は健康的である。
　集落入口の畑にはニンニク、キャベツ、ジャガイモ、青菜、トウモロコシなどが植えられている。ポーターやキッチンスタッフの顔が明るくなった。慣れていても、山の旅は彼らにとってもきついのだとわかる。夕食には初めてチキンカレーが出てうまかった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
　二八日、峠を二つ越え、ケバンへ。大きな村で、サッカーゴールのある広場や、店のある集落を抜けた。高位カーストのブラーマンの集落という場所で幕営。夕食にニワトリのから揚げが出た。みんな無口になって骨付きの肉をほお張る。ふだん、駆け回っている鶏の肉は、少し固いがうまさが違う。この味を知ると、東京の安飲み屋のから揚げなど食えたものではないと思った。
　二九日、カンディンベという集落の手前で道路工事の先端にぶつかった。ここから車道を歩く。集落はいきなりインド風の街並みだ。商店の商品は豊かだが、山里を歩いてきた目には、汚いし、なにか俗悪な雰囲気がある。はでな彩色を施した満員のバスとすれ違った。
　われわれはさらに一日歩いて、タルプーという尾根上の集落で最後の幕営。タルプーに向けて急な斜面を登っているとき出会った三〇代半ばの男。「村長がろくでなしで、いい道をつけられず、日本人にまで苦労をかけている。バスより歩くほうが速いのです」という。そうなのか。
五月一日朝、チャーターした四駆が来た。大谷がポーターら一人ひとりにねぎらいの言葉をかけながら賃金を手渡していた。
　われわれはタライの平原のシッキム国境に近いバドラプールの空港から飛行機でカトマンズに戻る。ポーターの多くは、歩いてトレッキング起点のシュケタールに近い村に帰っていく。カトマンズに帰るシェルパやキッチンスタッフらは陸路、車で。時間はかかるが運賃が安い。別れのあいさつをしてくれるポーターもいて、ほろりとする。
 
 
 
ＡＡＣ用語集
 
　　――消えてゆく言葉たち
鈴木　順二（昭和四六年卒）
 
　『戦中用語集』（三國一朗）という本がある。ちょうど三〇年前に出版された。盧溝橋事件から敗戦までの「戦中」に盛んに使われた、時局にかかわる象徴的なことばを集めて解説している。あの時代に青春を送り、軍隊も体験した人ならではの痛切な経験を踏まえて書かれている。この『岩燕Ｘ号』の編集を担当する太田弘一さんから随筆を頼まれたときすぐ、昔のＡＡＣを彷彿ほうふつさせるような「用語集」を書いてみようと思った。
　私が麻布を卒業したのは、今から四五年も前のことになる。当時ＡＡＣで当たり前に使われていたのに、その後消滅してしまった懐かしい言葉のいくつかについて、書いておきたいのだ。ＡＡＣでともに山に登った仲間にはあの頃を思い出してもらうきっかけになれば、そして現役諸君にはこれからの部活動を充実させる際になにがしか参考になれば、幸いに思う。
 
最終鈍行
　私が山岳部員だった一九六〇年代（昭和四〇年代半ば）には、まだ「夜行日帰り」の登山が盛んだった。学生もサラリーマンも、土曜日は半ドンといって午前中は授業や勤務があった時代のこと。安上がりに週末の山登りを楽しむには、夜行日帰りがいちばんだった。土曜日の晩、夜行列車に乗り、日曜の未明に山麓の駅に降り立って登りはじめ、昼ころ山頂に立ち夕方下山し帰京する。
　ＪＲがまだ国鉄だった時代である。当時は新宿発長野行きの鈍行や、南小谷行きの急行が夜行列車として毎晩運行されていたと思う。私たちも、現役時代には夜行日帰りで大菩薩や三ツ峠、谷川などに登ったものだ。そのとき利用するのが、中央本線や上越線の最終鈍行だった。また、夏、冬、春の休み中に行う大合宿でも、往きにはよくこれを使った。
　奥秩父や八ヶ岳に向かうときに乗る中央本線だと、新宿発二三時四五分（ときには五五分）だった。混雑が予想される時期には、夕方、学校でパッキングを済ませて早めに駅に行き、列車ごとの順番待ちの行列にザックを並べて座席を確保したものだ。
　時間になると、駅員に先導されて列車の待つホームまでぞろぞろ歩き、乗り込む。二〇キロを軽く超えるキスリングザックも極力網棚に上げ、揺れても落ちてこないようにピッケルをつっかえ棒に刺した。発車時刻が近づくと、顔見知りのＯＢたちが餞別を持って見送りに来てくれる。それはたいてい冷凍ミカンなどの食べ物だったが、夏にはたまにスイカを持ってくる人もいて、これは現役泣かせだった。かさばるうえ割れやすく、重さのわりに食べるところが少なかったからだ。
　混みあっていると無理だったが、空いているときには、二人掛けのシートに一人ずつ横になることができた。しかし、いちばんよく眠れるのは床にごろ寝だった。
 
キスリング
　ザックといえば、今では大も小も縦長のナイロン製しか見ない。しかし私が現役だったころは、横長のキスリングザックが全盛だった。薄茶色をした分厚く丈夫な帆布はんぷでできていた。合宿に使うものは幅が六六～七二センチぐらいあり、左右にタッシュといって縦長の大型ポケットがついていた。
　同じものを詰めても、パッキングの良し悪しによって背負い心地、ひいては疲れ具合が天と地ほども違った。当然軽いものは下に、重いものは上に入れる。「片荷かたに」にならないように左右のバランスを心がけつつ、厚みもできるだけ薄くして、背負ったときに後ろに引かれないように仕上げるのがコツだった。
　細野製のものが比較的パッキングしやすかった。インターネットで知ったのだが、今でも片桐などではつくっているようだ。
 
ラジウス
　昨今、山での燃料は大抵カートリッジ式のガスだが、当時の山岳部では携帯型石油コンロのラジウスやプリムスを使っていた。灯油を気化させるヘッド（ノズル）を予熱するのに、固形アルコール、通称メタが必要だった。メタは缶入りで、これを天幕やツエルトの中で長く燃やすと目がチクチク痛くなったものだ。
　灯油は大小のポリタンクに入れ替えて山に持っていった。しかし積雪期の長い山行になると、ガソリンスタンドから買ってきた一八リットル入りの一斗缶を、そのまま山にかついで行くこともあった。圧力がかかったり強く揺さぶられたりするので、缶の口から少しずつ灯油がしみだして、ザックの荷物を汚してしまう。だから一斗缶は背負子にくくりつけて運ぶようになった。
　私たちの後、数年するとガソリンを燃やすホエーブスが採用された。燃料の取り扱いに注意すれば、灯油より火力も強く、効率がよかった。
 
コール
　山で活を入れるときに大声でかける、かけ声のこと。特に、重い荷を背負って長い上り坂に苦しんでいるときだ。バテてきて遅れがちになる者がいると、コールをかけて励ました。一人が口火を切って「あざぶー、ファイト！」と叫ぶ。すかさず他の全員が「オウ！」と応える。これをテンポよく数回繰り返すのだ。バテている者が多いと「オウ！」の声がか細くなる。すると最後尾を歩いているＯＢが「もっと声を出せ！」と怒鳴り、現役たちはまたコールをかける、といった具合だった。
　原始的だが、これをやると元気が湧いて、まだ頑張れるような気がしたものだ。
 
英和と館
　当時、日常のトレーニングは週三回、月水金の放課後に行っていた。校舎二階の南西端にある部室で体操服に着替え、屋上（まだ閉鎖されていなかった）に上がる。西のほうに富士山や丹沢、奥多摩の山並みを眺めることができた。
　準備体操には体育の授業と同様に「麻布体操」をしたが、これもまだ残っているかどうか……。ちなみに今日では一般的になっているストレッチは、麻布では教わらなかった。腕立て伏せ、うさぎ跳び（両手を腰の後ろに回してピョンピョン跳ねるトレーニング。今ではほとんど行われていないだろう。効果が薄いうえ、関節や筋肉を傷める可能性が高いとされるためらしい）、腹筋、背筋などの筋力トレーニングをひと通り済ませ、仕上げは校外に出てマラソンだった。
　いつごろからか知らないが、「英和」と「館やかた」の二つのコースがあった。「英和」は、麻布十番に下ってから鳥居坂の急坂を上がり、東洋英和女学院の前を通って六本木に出て、材木町（六本木六丁目）の角を曲がり学校に戻る。「館」のほうは、霞町（西麻布）に下ってから長い坂道を高樹町へと上がり、東京女学館の前を通って広尾に出て、有栖川公園に至る。
　どちらも女子校の前を走るところが味噌だ。上り坂ではたいていリーダーが「ダッシュ！」と声をかけて、坂道を全力で駆け上がった。英和と館の二つのコースをつなげて走ることも多かった。霞町から青山墓地を抜け、神宮外苑の絵画館のほうまで遠出することもあった。
　学校に戻って、中庭にある水道の蛇口から飲む水のうまかったこと！
 
　「ブキ」（箸やスプーン）とか、「バール」（米飯や汁を入れる器）といった山岳部独特の言い方もあった。昼食の定番だった「大ロシア」という人の顔よりも大きいパンも、なんだか懐かしい。
　山に行くときの服装も大きく変わった。ニッカボッカー、えんじ色の揃いのジャージなどについても書きたいところだが、紙幅が尽きたので別の機会に譲ることにしよう。
 
 
 
立山別山から剱を眺める
 
　　――アラ還で再開した春山登山
太田　弘一（昭和四七年卒）
 
　今年で創部七〇年。私の入部は中三ですから昭和四三年、創部二二年目だったわけです。それから半世紀近い四八年が経ち、私も還暦を通り越して年金受給者の仲間入りをしてしまいました。
　当然のごとく身体のあちこちにはガタがきていますが、人の身体は傷んだ部品を新しく交換するわけにはいきません。難儀なものです。あそこが痛いここが痛いと、寄る年波には勝てないことを実感しつつ、それでもなんとか残りの人生を、少しでも楽に楽しく生きようと、知恵を絞る日々を過ごしています。
　思い起こすと、三〇歳まではけっこう山に登っていました。北アルプスの山々をテント持参で縦走していたものです。しかし仕事が忙しくなり、トレーニングもせずに仕事を終えてすぐに山に入るような登り方で、身体が悲鳴をあげるようになりました。
　二九歳の秋、紅葉の盛りの中を新穂高から鏡平を目指して小池新道を登っているときのことでした。運動不足と疲労から全身痙攣を起こしてしまい、這はいつくばるようにして下山せねばならぬことになりました。これはショックでした。そして、それから山に登るのをやめてしまったのです。
　山から離れるのに拍車をかけたのは、四五歳から始めたスキューバダイビングでした。ダイビングも背負う機材の重量は二五キロを超えますが、重力に逆らうのは船の上でだけです。海中では浮力でバランスをとるので、宇宙飛行のように無重力であり、荷物が肩や腰に食い込むことはありません。海の中は快適です。重力に逆らって、苦しい思いをしながら山に登っていたことがばからしく思え、なぜダイビングをもっと若いころから始めなかったのだろうと思ったものです。
　ところが、また転機が訪れました。五五歳の時、映画「点の記」を観たことがきっかけでした。映画「点の記」は、新田次郎の小説を原作にした、四季折々の剱岳が美しく撮られた映画です。特に別山から剱沢を隔てた剱岳の雄姿は格別でした。
　映画を観た私は、なんとしても自分の目でその景色を観たくなりました。山への想いの復活です。しかし、剱岳に登りたい、山頂に立ちたいとは思いませんでした。別山から観る剱岳のその雄姿を観たいと思ったのです。歳のせいでしょうか……。
　ということで、また山に行くことを考え始めたのですが、なにせ身体のあちこちの部品は傷んでいますし、不摂生な生活から体力は年齢平均以下に落ちています。また、トレーニングして身体を鍛え直すなんて気力もありません。ただ、楽に目的を果たす方策はないものかと、知恵を絞るのみでした。
　まず、考えたのは季節です。夏や紅葉のころは、人だらけだろう。山道が渋滞したり、後ろから来る人を気遣って何度も道を譲ったりするのは、考えるだけでも嫌です。かといって、厳冬期は死にに行くようなものです。登るとすれば春しかない。五月の連休が終わった後くらいがいいだろう。残雪がたっぷりあって、雷鳥沢沿いの夏道を通らずとも尾根筋を直登できるだろうと考えました。
　次に道具です。押し入れにあるのは、三〇年以上前の道具であり、二十数年使っていません。学生時代にアルバイトをしては買いそろえた宝物のような逸品で、それなりにときどき手入れもしてはいましたが、なにせ身に着けてみないことには使えるかどうかも分かりません。
　さっそく引っ張り出してきて眺めていたら、ますます山行きへの思いは強くなってきました。道具の一つ一つから想い出が湧き出てくるのです。柄の長い木製シャフトのピッケル等々、出で立ちを見られたら笑われそうな年代物ばかりでしたが、まだ十分使えそうでした。
　いざ実行しようとする段になって、不安になってきました。誘う適当な仲間もいないので単独行ですし、目的地は五月の立山です。山を甘く見てはいけないと何度も自問しました。そこで、チェック登山を事前にしておくべきだと考えたのですが、どこにいつ行くべきか、また知恵を絞ることになりました。
　結局、チェック登山に選んだのは春の千畳敷です。あそこは、ロープウェイを使えば、体力を消耗するアプローチが全くありません。雪はこってりあるし、千畳敷から木曽駒、宝剣岳に至る浄土乗越までの急斜面は、アイゼンワーク、ピッケルワークのチェックには最適です。斜度は最もきついところで四〇度近くありますが、なにせ距離が短い。稜線に出れば、そこは三〇〇〇メートル級の稜線で、五月といえども、それなりの風と寒さが体験できます。
　こうして、五六歳にして登山を再開しました。五月初旬の快晴の千畳敷、ロープウェイ山頂駅に降り立つと、そこはまさに白銀の世界でした。気温は〇度、かじかんだ手でアイゼンを着けます。
　同じロープウェイで上がってきたほかの登山者は、皆さっさとアイゼンを装着して登り始めます。私のように八本爪のアイゼンの輪っかに、いちいちベルトを通して装着している人はいないのです。皆、アイガー北壁にも登れるような先爪のついた一二本爪のアイゼンを、ワンタッチのベルトで装着しています。時代が違うことを痛感しました。
　浄土乗越までの急斜面は、アイゼンをきしませての快適な登りで、久しぶりに雪山の感触を楽しみました。木曽駒までの稜線は、雪は風で飛ばされてほとんどありませんでした。稜線上では、南は宝剣から空木、南駒に続く中央アルプスの峰々、東には南アルプスと富士山、八ヶ岳、西には御嶽山、北は乗鞍から穂高、槍と北アルプスの峰々、三六〇度の大パノラマです。
　木曽駒の山頂までは、三時間で登ることができました。復路も往路と同じコースを戻ったのですが、浄土乗越からの下りは、雪が腐り始めていて歩きづらかったと記憶しています。アイゼンを外してグリセードでもと思いましたが、膝が痛いのを思い出して尻セードにしました。なにか子どものころに戻ったようで楽しい思いをしました。最初のチェック登山に五月の千畳敷を選んだのは大正解でした。体力的にもちょうど良いコースでした。
　翌年の五月、積雪期の剱岳を観るべく立山別山にチャレンジしました。前年の木曽駒のチェック登山で味を占めたので、気分はルンルンです。富山から鉄道、ケーブルカー、バスと乗り継いで室堂に入ります。バス道路の雪の回廊の高さは、まだ一〇メートル近くありました。室堂のバスセンターは、ゴールデンウィーク後の平日でしたが、観光客でごったがえしていました。その日はみくりが池温泉小屋に泊まりました。
　翌朝は快晴でした。小屋で朝食を済ませ、すぐに歩き始めました。雷鳥平のテント場を過ぎ、雷鳥沢の右岸の尾根にとりついて快調に登っていきます。一昨夜降った雪が圧雪の上に三〇～四〇センチ積もっていました。踏み跡がたくさんあるので、歩きづらいわけではないのですが、なにかいやな予感がしました。
　しばらくして、頭上に何機もヘリが飛んでいるのに気づいたのです。立山の上にも、剱の早月尾根の上にも飛んでいます。事故が起きたのに違いない。直感で雪崩だろうと思いました。こちとらは、老人、久々の単独行です。天気は良かったのですが、その日は小屋に戻ることにしました。結果的に、その日、立山連峰、剱岳周辺で三件の雪崩による事故が発生していました。
　翌日も快晴でした。雪が落ち着き、前夜の寒さで締まっているので、アイゼンが効き歩きやすい状態でした。前日引き返した地点をあっという間に越えて、別山乗越まで三時間ちょっとで登れました。道中ずっと三六〇度の大パノラマです。立山連峰の峰々から室堂平に下る尾根々々には、スキーヤーやボーダーの残したシュプールが光り、振り返ると雪の塊のような大日連山の尾根には、巨大な雪庇が張り出していました。
　別山乗越に着くと、尾根の登りでは姿が見えなかった剱岳が突然姿を現します。その重厚な姿に圧倒されました。剱御前小屋に荷を置いて別山頂上を目指します。そのころになると、風が強くなってきて、気温も零下一〇度前後に下がってきました。ヤッケに目出し帽の完全装備で尾根道を行きます。
　別山からの展望はまさに大パノラマです。剱沢を隔てた剱岳は悠然と神々しく鎮座し、東には白馬に続く後立山の峰々、東には白くたおやかに広がる大日岳連峰、南には立山連峰から薬師岳、黒部五郎岳、そして槍の穂先まで。寒くなければ、日没までずっと眺めていたい最高の眺めでした。しかし、久しぶりに稜線で吹かれる風の寒さも格別。これも登山の醍醐味などと格好をつける余裕などなく、早々に小屋に戻りました。
　こうしてアラ還で登山を再開し、その後は年に一回だけ春山を楽しんでいます。木曽駒には三回チャレンジし、一回は天候不良で浄土乗越で引き返しました。来春は再度剱岳を観に別山にチャレンジしようと思っています。
　ほかの山にも行ってみたいとも思うのですが、なにせ、アプローチが短く、一日の実働時間が四～五時間で、景色が見渡せて、かつ本格的な雪山の醍醐味を味わえるという場所がなかなか見つかりません。どこか良い場所、良いルートがあれば教えてください。
　いつまで続けられるかわかりませんが、無理せず、安全に春山を楽しんでいきたいものです。
 
 
 
越後駒ヶ岳・滝ハナ沢（二〇〇七年一〇月）
 
　　――沢登りの醍醐味
高坂　元顕（昭和五六年卒）
 
　二〇〇七年は残雪の少ない年で、残雪の影響で困難な遡行を強いられる沢に出かけるには絶好のチャンスの年であった。
　盆休みには、数年越しの計画であった北アルプス黒薙川の北又谷を先輩の山田新さんと同期の浜田優と遡行することができた。夏の終わりには、甲斐駒ヶ岳の黄蓮谷右俣を日帰りし、秋の連休には浜田と丸山岳の大幽西ノ沢を辿たどることができた。気力体力とも充実したこの年最後の沢に、越後駒ヶ岳の滝ハナ沢に出かけることにした。
　午前三時半、大湯から夜道を走って枝折峠に着いた。この連休に越後駒ヶ岳に登る登山者の車で駐車場はほぼ満杯だ。車からロードレーサーを降ろし、ガードレールに縛り付ける。下山後、銀山平までこれで走るつもりだ。道ばたに張られたテントからは気持ちよさそうな？　イビキが聞こえている。すでに起き出しているパーティーもいるようだ。再び車に乗り、銀山平へと峠道を下った。
　銀山平森林公園駐車場で夜明けを待ち、薄明るくなると同時に出発する。正面に中ノ岳が見える舗装道路をひとり歩いてゆく。「熊出没注意！」の看板。そういわれると、いかにもそんな気配だが、時折奇声でも上げるくらいしか仕様がない。
　坪倉沢を少し下って北ノ又川本流に降り立つ。北ノ又川は一九八一年に先輩の高野信久さんと登ったことがある。沢登りをはじめたばかりの頃で、当時のわれわれには十分過ぎるほどに手応えのある沢だった。たしかこの辺で泊まったなあ、と昔の記憶を辿りながら、広々とした川原を歩いてゆく。時折現れる淵を巨大なイワナがスーッと走る姿が見える。今、北ノ又川は禁漁となっている。箱淵の前では多くのイワナがまるで棒きれのようにじっと動かずに佇たたずんでいた。
　箱淵の巻道は明瞭だったと記憶していたが、たしかこの辺と思った場所にそれはなくて、少々アセる。強引に尾根を乗り越すと、踏み跡があり安堵した。その先のゴルジュは水線通しに通過する。ああ思い出した、ここ通ったと、昔の記憶がよみがえる。
　七時二〇分、滝ハナ沢出合。順調だ。白山書房「関東周辺の沢」で左岸を巻いて一〇メートルの懸垂下降となっている連瀑は、右岸を小さく巻いて通過する。その先、沢は明るく開けた小粒な感じのゴルジュとなり、右に左にとボルダーチックな動きで通過していく。楽しいところだ。
　八時五〇分、広河原。わりと最近のビバーク跡があった。増水には耐えられないところだ。抜けるような秋空の下、広々とした河原を歩いてゆく。沢が左に屈曲し、すぐにまた右に折り返すと忽然こつぜんとスノーブリッジが現れた。アーチを支えている天辺は薄く細くなっており、今にも崩れ落ちそうだ。素早く下を通過したいところだが、それはちょっと危険な賭だ。前年に出かけた山の向こうの大チョウナ沢で、くぐり抜けたばかりのスノーブリッジが大音響とともに崩壊したのを目の当たりにしている。ここは大人しく左岸のボロ壁を登って高巻く。その先のゴルジュは少し荒れた感じ、最近まで雪渓に閉ざされていたのだろう。少し行くと前方に四〇メートルのスラブ滝が見えてきた。両岸はともにスラブ壁となり、越後の沢特有の壮大な景観である。四〇メートルのスラブ滝は左岸を登って越えていける。
　その先左岸からの枝沢を過ぎると、前方に巨大な雪渓が見てくる。頭上はるか高く谷を埋め尽くした雪渓が、真っ黒な口を開いている。ひとりで対峙たいじするには迫力がありすぎる光景だ。――「関東周辺の沢」によれば、この雪渓は上を行き、右岸のリッジを登って懸垂下降とある――他の記録では、この辺から左岸を延々高巻いているものもある。
　雪渓には左の岩のスロープからすんなり乗り上がることができた。もしこの先で行き詰まっても引き返すことは容易だ。右岸寄りを二〇〇メートル程歩くと、末端に近づいたが、右岸のスラブに取り付く部分が全てシュルントとなっていて乗り移れない。雪渓内部の谷底からは、時折、崩壊音が不気味に鳴り響く。
　ルートとなるリッジへ乗り移る部分も、微妙な感じのシュルントとなっていた。助走をつけて飛べば、たぶん大丈夫そうな僅かな距離なのだが、万が一失敗すると真っ暗なシュルントの底に吸い込まれてしまう。恐らく谷底まで四〇メートル。考えた末、ここは雪渓に埋木して懸垂することにした。僅か三メートル程の懸垂だが、初めての経験だ。
　リッジの一段上がったところでひと息つく。すぐ横には垂直に近い二段四〇メートル滝が雪渓底の暗闇に水を落としている。リッジを登るのは、この滝の上流に降り立つためだ。
　リッジを少し登り四〇メートル滝の上流側を見下ろす。懸垂用の残置のスリングがあった。「関東周辺の沢」によれば、懸垂三〇メートルで雪渓に降り立つとある。しかし雪渓はすでに後退していて、谷底まで降りなくてはならない。五〇メートルのロープを二本繋がないと不安な距離だ。持参していたのは四〇メートルロープ一本。
　上流側に目をやれば、滝ハナ沢は再び巨大な雪渓に埋め尽くされて、いよいよ壮絶な様相となっている。もう少しこのリッジを登っていくと、草付き斜面に点々と生えた灌木を繋いで懸垂で降りられそうだった。藪を漕いで小さなピークまで登ると、そこにも残置のスリングがあった。間違えがないように、短い間隔でピッチを切って、三回の懸垂で広いテラスに降り立った。
　一一時二〇分、ロープをたたんで、谷底まで降りようと下りはじめる。上から見ていた感じでは問題なく歩いて降りられると思った斜面が、実は垂直に近い傾斜で、クライムダウンもできそうになかった。これは計算違いだ。このテラスは広く安定しているが、懸垂の支点となる灌木は生えていない。今降りてきた斜面を見上げ、どこか降り口はないかと広いテラスを探し回るが、どこもロープなしでは降りられそうにない。日没までに抜けられるだろうか。頬を冷や汗が伝い、口はカラカラだ。
　ここはハーケンを打って懸垂することにする。なかなかハーケンの決まらない岩に何度も落胆しながら、最後にかろうじて一本だけハーケンが決まった。スリングの手持ちが少なくなってきたので、半分に切断してハーケンに通した。きっちり二〇メートルで沢床に降り立った。
　雪渓末端の開口部の下を小走りに抜け、対岸の緩い壁に取り付いた。少し登った日当たりの良い斜面で、今辿ってきたラインを振り返る。まるで奈落の底からはい上がってきたみたいだ。
　そこから二俣までは、斜面を容易にトラバースしていくことができた。六〇メートル滝が真っ暗なシュルントに吸い込まれていくのを見ながら、二俣でひと息つく。行く手には登れそうもない一〇メートル滝。これは高巻だ。
　左岸を高巻いていくと、前方にまたすごい光景が。七段二〇〇メートルの滝。天空から雨樋を伝って水が落ちてきているようだ。うわーっと、思わず声を上げてしまった。滝ハナ沢は中盤から後半にかけて、たたみかけるようにすさまじい光景を展開してゆく。
　私が見た滝ハナ沢の記録では、皆この滝は高巻きしているようだった。しかし間近で観察した感じでは、左岸側が登れるように見える。自分の目に見えたラインを登ってみることにする。中途半端な傾斜の草付きを歩いて降りていると、小さな灌木に残置のスリングがあった。「そうか、懸垂かあ。そんなこと思いもしなかった」と独り言をつぶやきながら、ロープを出し沢床に降り立った。
　二〇〇メートル滝は右側の岩と草付きの混じった部分を登ってゆく。思った通り、弱点を縫ってゆけばそれほど難しくない。ただ、なかなかの高度感だ。上部でルンゼ状に狭まってきたら、適当に藪に入ったりしながら抜けていくことができた。最後に黒々とした幅広な滝が現れ、これを越えると漸く源頭の気配となった。
　二時三〇分、頭上に駒ノ小屋へと道を歩く登山者が見えた。安全地帯だ。ザックを下ろし、お湯を沸かして遅い昼食にする。滝ハナ沢源頭の水を汲んで、コーヒーを入れ、カップ麺、おにぎり、ゆでたまご、最後に緑茶。いつもの山での昼食だ。今日は余裕がなくて、沢の中ではとてもそれどころではなかった。足下の滝ハナ沢の小さな流れとその先の荒沢岳の山容を眺めていると、開放感と充足感に包まれてゆくのだった。
　秋の短い陽が大分傾いたころ、登山道に出た。辺りにはすでに登山者の姿もなく、山がしんと静まりかえっていた。できれば日没までに枝折峠に着きたいものだと、小走りに登山道を下っていった。
　[コースタイム]
　５：20銀山平―６：40箱淵―７：20滝ハナ沢出合―８：50広河原―９：20四〇メートルスラブ滝上―10：30雪渓からリッジへ取り付き―11：40懸垂下降終了―12：20二俣六〇メートル滝上―14：40源頭―15：30登山道―17：40枝折峠―18：00銀山平
 
 
 
遠かった三ノ沢岳
 
　　――雨中のダケカンバの姿形に思考する
浜田　　優（昭和五六年卒）
 
　二〇一四年は一度も山へ行かなかった。もっとも、例年たいして山へ行っているわけではないけれど。せいぜい年に四、五回、日数にして十日程度だろうか。とはいえ、一度も行かなかった年は、少なくとも二〇〇〇年以降ではなかったはずだ。一四年は身内の不幸があったりしてなにかと慌ただしかったせいでもあるのだが、どうしても行けないくらいに年じゅう忙しかったわけでは、もちろんない。
　しばらく行かない山は、しばらく会わない友に似ている。会わない、いや、行かないでいる月日が長くなるにつれて、どことなく相手が遠ざかっていくような気がする。どうしているだろうか。元気かな。いや、きっと相変わらずさ。そのうちまた会えるさ。それにしても、いつ以来会ってないんだっけ……。そんな逡巡しゅんじゅんを重ねているうちに、かえって機会を先延ばしにしてしまう。
　しばらく会わない友にならともかく、しばらく行かない山に向かって、どうしてる、も、元気かな、も、いらぬ気づかいにすぎないことくらいは、もちろんわかっている。だが、私のようなたまにしか行かない中高年登山者にとって、山へ行くということは、山に迎えてもらう、ということなのだ。「やあ、久しぶり。よく来たね」と、これまでのように山は私をこころよく迎えてくれるのだろうか。話が合わなかったり、妙によそよそしかったりはしないだろうか。いや、わかっている。そんなに気になるんだったら、友なら今すぐに電話かメールをすればいいのだし、山なら今すぐに地図を開いて荷物をまとめ、週末にそなえればいいのだ。
　というわけで、二〇一五年は二月くらいからだんだん落ち着かない気分になってきて、都内の桜が散ったころには、何かに急きたてられているような焦りすら感じていた。五月連休にはぜったいに泊まりで山へ行こう。一人でも行こう。そう決めて高坂元顕に電話してみると、「あ、そうなの。じゃ行こうか」。勝手に一人で盛り上がっていたので、ほっとすると同時に、ちょっと拍子抜けするくらいだった。
　では、どこの山へ行くか。高坂の提案は中央アルプスの三ノ沢岳だ。私の提案は越後の三ッ石山。どちらも二泊三日の予定。おたがいに地図で確認することにして数日後に電話したところ、北側の野中から二泊三日で三ッ石山へ登るのは、尾根が長すぎて大変、ということで、三ノ沢岳に決まった。もっとも、三ノ沢岳にしても、西側から登るならけっこう尾根が長い。しかも私などは初めて名前を聞く山だ。
　三ノ沢岳（地図では三沢岳）は標高二八四六メートル、中央アルプスの主稜線からちょっと外れたところにある山で、宝剣岳から南西に延びる尾根の上にある。高坂は前年（二〇一四年）の同じ時期に、空木岳へ東の尾根から登り、そのときに見たピラミッド型の堂々とした山容に惹かれて、この山に目をつけたのだという。南西の尾根に登山道はないのだが、残雪期に歩いている記録をネット上でちらほら見かける、という。
　それにしても、この尾根にはどこから取りつくのだろうか。尾根がちょうど上松町と木曽郡の境界線になっており、地図に破線が付いているので尾根じたいは一目瞭然なのだが、末端の須原から登るのでは、いくらなんでも遠すぎる。電話でちょっと概要を聞いただけなので、取りつく場所の見当がつかない。それに私は、中央アルプスにはほぼまったく行ったことがない。夏の沢登りで、もっと南の念丈岳に登ったくらいで、残雪期の様子はまず想像がつかない。雪はどのくらいあるのか。雪は潜るのか、それとも凍るのか。あてずっぽうで地形図を買い、この時期の上越には持っていかないアイゼンをザックに仕舞って、とにかく五月三日の早朝二時、迎えに来た高坂の車に乗り込んだ。
　乗り込むなり、地図を広げて高坂に尋ねる。
　「いったいどっから登るんだ？　ここか？」
　「ちがうちがう。もっと西、こっちだよ」
　ああ、そうかそうなのか。これか。破線上にある二三三九メートルのピークから西北西方向に、一本の支尾根が延びている。この支尾根には注意していなかった。だとすると持ってきた二万五千図が一枚ちがう。「空木岳」ではなく「上松」でなければならない。まあ、行程の三分の二はもう一枚の「木曽駒ヶ岳」に収まっているのだから、問題ないだろう。と、このときは思っていた。
　中央高速の伊那インターから国道三六一号で中山道に入る。木曽福島、上松と過ぎて景勝地、寝覚めの床へ。あいにく車道から木曽川は見下ろせないけれど、このあたりで夜が明けた。林道を上がっていき、「風越山登山道」の看板で車を停めた。ここらあたりで標高は一〇〇〇メートルちょっと。雪はまったくない。
　地形図には記されていないが、風越山（一六九八メートル）には近年登山道が付けられたようで、今日もすでに軽装の日帰り登山者が先行している。明けたばかりでまだ眠たげな、ひんやりした空気のなかを、まずは調子をたしかめるように、ゆっくりと登ってゆく。無風で、森の匂いもしない。木々もまだ芽吹く前で、やや荒涼とした感じだ。急登を終えたあたりはかつての伐採地で、草地にまばらな灌木は見通しがきく。ちょうど前方にまぶしく太陽が昇ってきた。
　ふたたび森に入ると、二次林だろうか、杉の大木が目につく。風越山の山頂からは何も見えないが、やや下った鞍部に「展望　中央アルプス」の札が立てられた見晴らし台がある。ここで初めて中央アルプスの主稜線と、そして三ノ沢岳に対面する。対面するやいなや、思わず高坂と顔を見合わせてしまった。そして、どちらからともなく、
　「雪が少ないなあ……」
　ちょうど真東だから逆光になって暗いとはいえ、それにしても雪が少ない。谷間に幾筋か白くほそい雪渓が見えるものの、あとは黒ぐろとしている。
　「いつもこんななのかね」
　「いやあ、去年はもっと白かったけどなあ」
　「これじゃあ尾根はほとんど雪ないよ」
　雪がないということは、藪が出ているということだ。ひょっとしたら山頂まで藪漕ぎか？　まあとにかく、行ってみるしかない。
　ここらへんはまだ藪が薄くて歩きやすい。ところどころシラビソの純林に斜面がほどよく苔むして、北八ヶ岳の森を思わせる。やがて尾根がなだらかになると、笹が被るようになってくる。それでもかすかに踏み跡らしきものがあり、歩きにくいというほどではない。赤テープが散見される。
　笹をかき分けてひと登りすると、尾根はいったん平らになり、それからだらだらの下りになる。左手の樹間から、白く輝く乗鞍岳が見える。樹林がひらけ日当たりのいいところに、タラの木がひょろひょろとまとまって生えていた。おお、これはこれは、と目を細めて枝先を見やる。が、まだ芽を出したばかりで、どれも小さい。ほとんど小指の先くらいだ。頃合いにはまだ半月ほど早いようだ。それでも大きめのものを十個ほどつまんで袋に入れた。
　一七八四メートルの鞍部を過ぎると、尾根が痩せてきて、右側が荒々しく薙ぎ落ちている。荻原沢の源頭部で、急斜面の崩れ石に、濃紺の五葉松がへばりつくように生えている。砂礫に足を取られないよう慎重に登り、ふたたび森林に入って急傾斜をあえぎあえぎ登り、やっと息をついたところが二一一八メートルの平坦地だ。「天狗山」というプレートが木にくくり付けてあった。
　ひと休みしながら地図を見る。ここから、南西尾根と合流する二三三九メートルのピークまでは、もうあとひと登りだ。それにしても、足下にまったく雪を見ないまま、とうとう二〇〇〇メートルを越えてしまった。ここまで藪漕ぎはなかったものの、この先を思うと不安がよぎる。
　歩きはじめてすぐ、やっと雪が出てきた。が、すぐに消えてしまう。これはもう、雪はあきらめたほうがいいかもしれない。夏山に来たと思えばいい。木々の根元を縫うように踏みしめて登っていくと、やがて木の背丈が低くなり、代わりに眺望が目に飛び込んできた。木曽前岳、駒ヶ岳、宝剣岳と、中央アルプスの主稜線がかなり近い。足を止めて、じっと目を凝らして見た。うーん、やっぱり雪が少ない。稜線にはほぼまったくなく、谷筋がまばらに白い程度だ。梅雨入り頃の三〇〇〇メートル、といった感じか。右手（南東）を見ると霧の向こうに空木岳が霞んでいるが、こちらのほうが雪は多いように見える。
　前方に二三三九ピークが間近い。斜面を覆っているのは矮小な椹さわらとハイマツだ。霧が右から左へ、尾根の背を越えて流れる。たどり着いたピークは、立方体の花崗岩が積み重なって、奈良の石舞台古墳を思わせる。時刻は一二時半。まだ早い気もするけれど、明日は一日かけて三ノ沢岳を往復すればいい。見晴らしのいいここで泊まることにする。この石舞台の脇にテントを張れないこともないが、水を取るのが面倒なので、ちょっと下りて木陰の雪を均ならして幕営した。
　朝から晴れていたのに、午後になって曇ってきた。雪の上にマットを敷いて、山並みを眺めながらくつろぎたいのだけれど、寒さに耐えられず早々にテントに入る。夕方になって霧が薄れてきたので、写真を撮りに尾根へ上がった。群青を増した空の下、裾に雲海を従えて、三ノ沢岳がどっしりと坐すわっている。正面にうっすらと西日が当たっているらしく、岩肌が赤茶色に映えて精悍な感じだ。遠くはないが、近いというほどではない。山頂まで三、四時間かかるだろうか。また霧が湧いてきて、針葉樹の梢にまとわりついた乳白の澱おりに夕日が差して、きらきら光る。つかのまの夢幻劇。そしてすぐに薄暗くなった。
　高坂が酒のつまみにベーコンを炒めるというので、摘んできたタラの芽も一緒に入れる。鮮烈な苦みが香ばしい。ただほくほくした味わいはまだない。夕飯を済ませてほどなく寝る。
　翌日はあいにくの雨だ。明け方にちょっと鳥の声を聞いたような気がするが、目が覚めてからは静かだった。まだこの時期、この高さまで鳥たちは上がってこないのだろう。二三三九ピークからの南西尾根は、まず一五〇メートルほどを一気に下る。下りはじめるとすぐにシラビソの森で、森のなかの雪は解けずに残っている。積雪は五〇センチくらいだろうか。下りきったところから尾根がやや狭まって、地面が露出している。シャクナゲの茂みが少々うるさい。木々がとぎれたところから前方に、瘤が並んで二つ見える。あれを越えた先が、三ノ沢岳だ。
　尾根はまた雪をいだいて、ゆるやかに登ってゆく。標高のわりには意外とシラビソの森が深い。雨はほぼ霧雨だが、ときおり雨脚が強くなって、木々がサーッと音をたてる。ほどなく足下が平らになった。さっき見えていた手前の瘤に着いたようだ。シラビソがほぼ等間隔でまっすぐに立っている。あまり木の根元に寄ると雪を踏み抜いてしまうので、木々の中間を選んで、明るいほうへと歩みを進める。
　少し下ってまた登る。相変わらず尾根は広い。森がとぎれたところは雪の吹き溜まりになっていて、足をとられる。立ち枯れのシラビソとダケカンバが数本。だんだん木の生え方が雑然としてきた。森のなかでも激しい風雪にさらされるのだろう。傾いたり折れている木が目立つ。間近に、だがうっすらと、もうひとつの瘤が見える。シラビソの背丈が低くなったので、あきらかに霧が深くなっていることがわかる。
　空のにぶい白と、雪の白が混ざる。視界からまず色が欠落する。雨具のフードを被っているので、踏みしめる雪の音もほとんど聞こえない。断続的にパラパラと耳を打つ雨の音。ときおり、すーっと遠のきそうになる意識をいまここに繋ぎとめているのは、すぐ目の前にある木々のシルエットだ。
　二つ目の瘤を越えたあたりだろうか、尾根が細くなって岩とハイマツが出てきた。尾根の上は藪が濃すぎて進めないので、左側の雪の斜面をトラバースしていく。部分的にかなりの急斜面で、足の置き方に気をつかう。斜面でもところどころは藪が出ているので、下りすぎないように注意しながら、木々をまたぎ、枝を摑んで、雪面を拾いながらジグザグに登っていく。
　尾根上の岩陰で高坂が待っていた。ここからはいよいよ藪漕ぎをしなければ進めない。山頂はまだしばらく先だ。どこまで藪が続くのかわからないけれど、やはりこの雪の少なさが仇あだになってしまったようだ。時刻は一〇時。ここで引き返すことにする。
　さっき気をつかった急斜面は、下りのほうがよけい急に見えるけれども、雪に足型が残っているから心強い。ただ一ヵ所、両足とも足型を踏み抜いて腰まで埋まってしまい、かなり難儀した。斜面に刺したピッケルにすがって、なんとか這はい出した。
　ふたたび尾根が広くなり、木立が高くなる。濃緑の針葉樹のなかにあって、ダケカンバの茶褐色の木肌がひときわ目につく。ダケカンバは、私のいちばん好きな木だ。暗褐色だったり白茶けていたり、木によって表情が豊かで、木肌がつやつやしているのもあれば、鉋かんなを掛けたように薄皮がめくれているのもある。そしてなにより、風の強い尾根筋では曲がりくねって生える。屈かがんだりのけぞったり、踊っている人のようにも見える。
　さまざまな姿形を見せるダケカンバの脇を通り過ぎ、ときに立ちどまって梢を見上げているうちに、ふと、これは何かを考えているんじゃないか、と思った。いや、というより、この姿がそのまま、思考のかたちなのではないか、と。
　目的に向かってまっすぐに天をめざす思考もある。そうではなく、しばしば停滞し、ときに迷ったり迂回したり元に戻ったり、あえて目的から逸れたり目的を反故にしたりしながら、気まぐれな風が吹いてくるたびに向きを変えて、どこへともなく枝を伸ばしていく――そんな思考もある。どうやら私には、そんな思考のかたちのほうが似合っているようだ。
　まだ雨は降っているが、正午を過ぎてやや明るくなってきたようだ。シラビソの平坦な森で、ちょっと休息する。まっすぐに天をめざす木々だって、もちろん悪くない。ダケカンバのようにあれこれ連想を誘わないぶんだけ、その森のたもとに身を隠すつもりでじっとしていれば、おのずから鎮静と慰藉の気配に包まれる。
　二三三九ピークへの一五〇メートルを息つきながら登り返して、ハイマツをかき分けて石舞台に出た。展望はほとんどない。昨日通った天狗山が墨絵のように霞んでいるだけだ。今日の行動時間も七時間ちょっと、昨日とほぼ同じだった。
　夕方になって雨が上がり、また主稜線と三ノ沢岳がくっきりと姿を現わした。テントの外からでもよく見える。地図と見くらべながら、登ったのはあそこまでだと、指をさして高坂と確認しあう。引き返したのは標高ほぼ二六〇〇メートル地点、トラバースした急斜面の雪渓が見えているあたりだ。ここから見るかぎりその先の尾根に雪はなく、しかも苔のような深緑の植生が岩肌に貼りついている。ハイマツとシャクナゲの灌木だろう。行ったらそうとう強烈な藪漕ぎを強いられたはずだ。
　それにしても三ノ沢岳は遠かった。引き返したあそこまでで四時間もかかったのだ。さらに進んだとしても、いったい何時に頂上に着いただろうか。しかもあの雨のなか、何ひとつ見えないまま――。引き返したのは賢明だったというほかはない。
　三日目の朝、高曇りだけれど山並みはよく見える。テントを撤収したあともなお、名残惜しげに高坂は三ノ沢岳を見つめていた。
　尾根に上がると、これから下っていく方角の山裾と麓がよく見える。木曽川をはさんで、御嶽山と乗鞍岳が優美なスカイラインを引いて白く輝いている。二つの名山に見守られながら灌木帯の狭い尾根を下り、ちょっとの登り返しで天狗山の樹林にいたる。荻原沢源頭の急なザレは慎重に足場を選んで、尾根のひらけた森に入ると、あとはただ黙々と足を前へ出すだけだ。
　とはいえ、登りのときよりは笹藪がうるさく感じられる。登りのときは、上に向かってとにかく高い方へ高い方へと進んでいけばよかったからさして気にならなかったのだが、上から見下ろすと、下に向かう尾根の微妙な起伏が気になって、ときどき足が止まる。なだらかな尾根の左右に、ごく小さな盛り上がりが放射状に下っているのが、どうしても視野に入ってしまうのだ。笹藪をきらって、茂みの薄いところを選んで歩いているとすぐに行き詰まり、中心の尾根から外れていることに気づく。やれやれ、と数歩をまた登り返す。そうこうしているうちに、前を行く高坂との間隔があく。一〇〇メートルも離れると、高坂の背中はもうまったく見えない。
　尾根はさらにひらけてほとんど平坦な台地になり、薄暗い森のなかを笹をかき分けて進んでいるうち、どちらに向かって歩けばいいのか、にわかには確信がもてなくなってきた。ふと右手を見ると、木に白いビニールテープが巻きつけてある。ああ、こっちかと、やや急になった小尾根を下っていく。どうも変だ。でもあのテープが在ったし、と首をかしげながらさらに下っていくと、猛烈な藪に行く手を阻まれた。
　いったんザックを下ろし、地図とコンパスを取り出す。行く先の尾根は地図の左端で切れていて、いまいるはずの地点は載っていない。コンパスを見ると、目の前は北を指している。ここまで西に向かって歩いてきた。そんなに急に向きを変えるだろうか。いま下りてきたほうを振り返る。木立に覆われてよく見えないが、上に向かって右方向が、進むべき尾根だ。
　気を取り直して登り返す。傾斜がなくなったところであたりを見まわすと、左前方に赤テープの付いた木を見つけた。ほっとしてその下まで行き、右方向へ歩き出してすぐ、ピッケルを持っていないことに気がついた。ザックを下ろしたときに置いてきてしまった。一〇秒ほど悩んだがあきらめる。そのまま踏み跡を拾って進んでいくが、どうも様子がおかしい。ゆるやかだが登っているようだ。そのうち前方にかなり高い山が見えてきた。あれが風越山か？　まさか。逆だ。戻っているのだ。あれは天狗山だ！
　帰ってからネットで地図を見て、逆行してしまったわけがわかった。地形図に一八〇五メートルの印がある少し手前で、尾根は下に向かって北から西へ、大きく左へカーブしている。私はそこで曲がらず、そのまま北へ下ってしまった。登り返したとき、私はそのカーブの湾曲部を、いわばまたぎ越してしまったことに気づかないまま、赤テープの下にたどり着いた。尾根に出たら右へ、という頭があるものだから、右へ行ってそのまま逆行してしまった、というわけだ。ならば、あの白いビニールテープは？　あれは登山のために付けたものではなく、おそらくかつての山仕事用に付けられた目印なのだろう。
　引き返して赤テープの下に戻り、あたりを注意しながら左へ進むと、また別の赤テープを見つけた。ようやく安心して先を急ぐとすぐに、心配して探しにきた高坂と行き交った。心配をかけてすまなかった。
　足下から笹がなくなって歩きやすい。中央アルプスの見晴らし台で休憩する。高曇りだった空はいつのまにか晴れわたり、主稜線と三ノ沢岳が、一昨日よりずっと鮮やかに照り映えている。まだ三日目なのに、なんだかもうなつかしいようなシルエットだ。昼になって、いままでほとんど聞かなかった鳥の声が賑わしい。ツピツピ、チチチ、ケキョケキョ、と涼しげなソプラノが梢で呼びかわし、ときおりボーボーボーと、フクロウのバリトンがそれに応える。フクロウの鳴き方は抑揚がなくて間隔も一定だが、数えていると「ボボボボボ」のつぎの六つめにアクセントがある。八分の五拍子だ。
　旧伐採地まで下ると、明るい春の蕩とろけるような心地よさが、あたりいちめんに満ちあふれている。雑木林のなかでも背の高いシラカバが新緑の瑞々しい若葉をひろげて、つやつやと微風に揺れている。おとといの荒涼とした感じとはあまりに違いすぎて、ほんとにここを登ったのか、といぶかしい。そして、チビチー、チビチー、チビチーと、金の滴がしたたるようなシジュウカラの鳴き声。耳をすましているうちに、まだ舌の回らない子どもが「きびちい」とも「ちべたい」とも言っているように聞こえてきて、思わずひとりでにやにやしてしまう。
　斜面に散り積もった朽葉くちばを足で払うと、抜いたばかりのワインのコルク栓のような香りが、足下から匂い立つ。そこへやわらかな風が、陽光に照らされた若葉のひんやりした香りをただよわせ、芳醇と清爽が入り混じる。この限りない慰め。なるほどこの季節のこんな晴れやかな一日なら、風越山を往復するだけでも充分に満足できそうだ。
　帰りの中央高速から、八ヶ岳や甲斐駒がよく見えた。どちらも黒ぐろとしてほとんど雪がない。さらに富士山を見てびっくりした。八合目より上に、歯の抜けた櫛のような白が残っているだけだ。富士山なら私の住んでいるマンションのベランダからもよく見える。この時期にこんなに黒い富士山は見たことがない。やはりこの冬の中部地方の山々は、雪が少なかったのだ。
　家に帰って、撮ってきた写真を見ながら、この三日間を振り返った。
　遠かった三ノ沢岳。そして対照的な山麓の慰め。いずれ私も、雪を戴くあの山嶺の高みは、登らずにただ眺めているだけで、満足するようになるのだろうか。遠ざかっていった山は、遠ざかったままでいい。それでもときには見晴らし台まで登って、木々のあいだから、相変わらず険しくも壮麗なその横顔を、ただ眺めているだけでいい、と。
　いや、まだだ。まだしばらくは、そう、あと五年、いや一〇年くらいは、春がめぐってくるたびに、あの壮麗な頂きをこの足で踏みしめるまで、登りつづけなければなるまい。「やあ、また今年も来たね」と、こころよく山に迎えてもらうために。
 
 

中国雲南省「哈巴雪山」山行
ＯＢ会員による海外遠征の記録
 
 
 
四人が五三九六メートルの頂を極める
 
　　　――哈巴雪山登頂の記録
森　　美文（昭和四四年卒）
計画の経緯
　麻布学園山岳部ＯＢ会では、山岳部創立六〇周年記念に中国新疆しんきょうウイグル自治区のボゴダ峰に遠征しました。その経緯から、七〇周年にもどこか遠征登山を実施したい旨、声が上がっていました。
　私はここ数年、雲南省北部のデチェンチベット族自治州の自然保護区にしばしば仕事で訪れていました。自然保護区の幹部職員や彼らに信頼されている旅行会社とも面識があるため、雲南での山行計画には積極的にかかわれるとしてきました。また、若手のＯＢからは山頂を踏みたいという要望が出たため、この地でトラブルなく山頂に立てる哈巴雪山はばせつざんの山行を計画しました。そして、平成二七年五月のＯＢ総会で七〇周年記念山行として採択され、参加者の募集と現地へのサポート依頼を行ってきました。
　しかし、同年一〇月の理事会において「中国の奥地で情報も少なく、森さんと現地業者との個人的なつながりだけが頼りで、リスクの洗い出し、管理も困難な状況であるため、ＯＢ会主催とはしない」との判断がなされ、ＯＢ会主催としての七〇周年記念山行は中止となりました。
　しかしながら、すでに参加希望者も集まり、現地にもサポート依頼を連絡していることからも、個人山行として実施することにしました。
 
概要
　雲南省北部はチベット自治区に接し、主としてチベット族が住むデチェンチベット族自治州となっています。地形的にはヒマラヤ山脈の東端で、インド亜大陸からのプレートの動きによって、長江、メコン川、サルウィン川の三つの大河が並行して流れ、「三江併流」として世界遺産に登録されています。
　チベット自治区との境には、チベット族の四大神山として信仰の対象とされる海抜六七四〇メートルの梅里雪山ばいりせつざんがあり、自治州内には五〇〇〇メートル級の高峰が多数そびえています。しかし、地元のチベット族とのトラブルを避けるため、ほとんどの山は未踏峰のままで、唯一頂上を踏める山は哈巴雪山だけとなっています。
　哈巴雪山はデチェンチベット族自治州香格里拉シャングリラ県の南にある海抜五三九六メートルの山で、南に長江の上流である金沙江きんさこうを挟んで麗江れいこう市の玉龍雪山ぎょくりゅうせつざんと向かい合っています。地元ではこの二つの山を兄弟の山と位置づけており、ちょうど二〇〇メートル高い玉龍雪山を兄、哈巴雪山を弟に見なしています。
 
計画と準備
　ＯＢ会主催の七〇周年記念山行としては中止となり、個人山行とすることになったので、計画を練り直すことにしました。
　参加希望者は土曜日から翌週の日曜日までの九日間に限らず、それ以上の期間を山行にあてられる者たちばかりだったので、期間を伸ばし、平成二八年九月一三日から二六日までの一四日間とし、まずは昆明に入ることにしました。昆明は一九〇〇メートルの海抜高であること、また、日本語がわかる私の知人が何人かおり、サポートを頼みやすいと考えたからです。
　平成二七年一〇月からは、ほぼ毎月「哈巴雪山を語る会」として飲み会を実施し、興味をもつ者は誰でも気軽に語れる場を設けました。私が多忙なため、いつも林恒生君（昭和四四年卒）が会場の手配役を引き受けてくれて、ありがたく思っていました。残念ながら彼は都合がつかず、山行を断念することになりましたが、在京連絡をかって出ていただき、最終打ち合わせ会にも同席され、たいへんお世話をおかけしました。
　また、宮崎專輔さん（昭和三五年卒）は翌二八年六月の打ち合わせ会に出席され、山行に参加されることになりました。しかし、航空券を購入された直後、脳梗塞で倒れられ、そのまま帰らぬ人となりました。高校教諭として漢文を教えられていたことから、リタイア後はご夫婦で中国各地を旅行されていて、残すは雲南省と貴州省だけとおっしゃられ、今回の雲南行きを楽しみにしていたとのこと、残念でなりません。心よりご冥福をお祈りいたします。
 
　最終的な日程と参加者は次のとおりです。
 
日程（一四日間）
平成二八年九月
　一三日　東京―（航空機）―広州―（航空機）―昆明
　一四日　全日昆明
　一五日　昆明―（航空機）―大理
　一六日　大理―（自動車）―麗江（海抜二四〇〇メートル）
　一七日　全日麗江
　一八日　麗江―（自動車）―哈巴村（海抜二六〇〇メートル）
　一九日　哈巴村―（徒歩、荷物は馬搬）―ベースキャンプ（海抜四一〇〇メートル）
　二〇日　高度順化日
　二一日　哈巴雪山（海抜五三九六メートル）山頂アタック
　二二日　予備日
　二三日　ベースキャンプ―（徒歩、荷物は馬搬）―哈巴村
　二四日　哈巴村―（自動車）―香格里拉（海抜三三五〇メートル）
　二五日　全日香格里拉〈深夜〉香格里拉―（航空機）―昆明
　二六日　昆明―（航空機）―広州―（航空機）―東京
 
参加者（七名）
　森美文（昭和四四年卒）、高野信久（昭和五二年卒）、岩城達之助（昭和五五年卒）、新井洵太郎（平成二二年卒）、渡邊真之（平成二四年卒）、吉川正悟（平成二四年卒）、渡辺耕坪（平成二七年卒）
 
 
旅行日程
九月一三日火曜日
　朝七時四五分、羽田空港国際線ターミナルに集合。全日空便にて広州へ向かいました。ほぼ定刻に広州白雲国際空港に到着。荷物を受け取り、乗り継ぎカウンターに向ったのですが、途中、空港職員から東方航空はここでは搭乗手続きができないと、いったん外へ出て国内線の搭乗手続きをするように指示されました。しかし、乗り継ぎ時間に余裕がないため、無視して乗り継ぎカウンターに向かいましたが、問題なく手続き完了。階上の安全検査に進みました。安全検査場には搭乗客が誰もいないため、ラッキーと思いきや、細部までチェックされました。通常はすんなり通過できるのに、靴まで脱がされる始末。通過後、電動カートで構内をかなりの高速で出発ターミナルまで送ってもらいました。
　昆明までの東方航空便はほぼ定刻に離陸。昆明に着くと、私の知人が出迎えに来ていました。彼女の案内でタクシーに分乗し、市内の雲南大学のホテルへと向かいました。ホテル付近は学生街で、夜遅くまで賑わっており、チェックイン後、屋台でソバをご馳走になりました。
 
九月一四日水曜日
　前夜の打ち合わせどおり、郊外にある西山森林公園に行くことになりました。雲南大学の構内を抜けて、翠湖公園沿いの道路でタクシーを拾い、西山森林公園へ向かいました。公園入り口付近で地元のバンに乗り換え、山頂の入り口へ。公園の上部から遊歩道を下りていく経路をとることにしました。この山は石灰岩が隆起した地形で、滇池てんちに面する斜面が垂直に切り立っており、絶壁の途中にある龍門石窟りゅうもんせっくつが見どころで、ここからは滇池を挟んで昆明の街が一望できました。
　ホテルに戻って、雲南大学の学生街で食事。食後は喫茶店で雲南コーヒーを飲みながら、明日からの予定を確認し、ゆったりした時間が過ぎていきました。中国は国土が広いのに、北京時間だけで国内の時差がないため、西のはずれの雲南では夜遅くまで明るく、つい夜更かしをしそうでした。
 
九月一五日木曜日
　早朝、雲南大学近くの停留所から空港バスで昆明長水国際空港へ。昆明は地方都市であるものの、東南アジアなどと結ぶ発着便が多く、北京や上海の空港に匹敵するほどの大きな空港が整備されています。
　われわれの搭乗機はほぼ定刻に離陸し、大理だいりに到着。大理は海抜四〇〇〇メートル級の峰が連なる蒼山そうざんと洱海じかいとに挟まれ、白ペー族によってつくられた風光明媚で古い歴史を持つ街です。この街の名は、地元で採れる石の名前を「大理石」としたことから、広く知られています。咋今では、良好な環境を求めて大都市に住む富裕層の移住が進んでいます。
　蒼山は麓からロープウェイで森林限界近くまで行き、そこから木道を登ることで、洗馬潭せばたんという池を見渡せる海抜三九六六メートルの展望台まで行くことができます。高度順化トレーニングを兼ねて行くことにし、全員が富士山超えの高所での登高歩行を経験することができました。
　夕食は街へ出て、火鍋に挑戦しました。大理古城こじょうは、これまで地元民の生活の場の色が濃かったのが、この一年で観光化が急速に進んでいるようでした。
 
九月一六日金曜日
　午前中は休息時間とし、各自朝寝をしたり古城内や付近を散策するなど、自由な時間を過ごした後、一四時過ぎに自動車で麗江へ向かいました。
　麗江には納西ナシ族によってつくられた古城があり、世界遺産に登録されています。古城の外れにある三眼井さんがんせいの向かいの定宿に宿泊したのですが、古城の中心部に入るのに入場料をとるようになっていました。昨年までは自由に古城内に出入りができていたのに、人通りの多い道以外の路地にも係員が配置されていました。入場料は一人八〇元。一カ月有効とのことですが、観光客がそう長く滞在するわけもなく、地元の物価からして日本での四〇〇〇～五〇〇〇円くらいの感があります。その金銭感覚には驚きを隠せませんでした。さらに、夜になると店外まで大騒音を放つナイトクラブが乱立するテーマパーク化した街が世界文化遺産とはと、閉口せざるを得ませんでした。
 
九月十七日土曜日
　商店が開く前の早朝、人通りの少ない麗江の古城を散歩すると、この街の歴史や文化の重みが感じられます。
　宿に戻ると、朝から新井、渡邊両君の体調が悪く、どうも疲れに加えて食事の油か、ヨーグルトにあたったようです。二人に安静にするように伝え、残りの者は、蒼山に続いて再度玉龍雪山に高度順化に行くことにしました。
　玉龍雪山は、海抜三三五六メートルから四五〇六メートル地点までロープウェイで一挙に登ることができます。玉龍雪山風景名勝区の入り口でロープウェイのチケットを買ったのですが、購入の際にパスポートの提示を求められ、チケットには名前と乗車時間が印字されていました。ケーブルの山麓駅では、防寒服のレンタルや簡易吸引酸素カートリッジを販売している売店が並ぶ通路を通って、ゴンドラに乗り込みます。ロープウェイは高度をぐんぐん稼ぎ、上部ではガスの中を上昇し続けました。
　ゴンドラを降りると、そこは森林限界をはるかに超えた岩稜で、北半球最南端の氷河を目の前に見ることができます。あちこちに散乱する酸素カートリッジ、外に出る階段には体調を崩した人が横たわり、ベンチにはうずくまる人の姿があり、目を閉じてぐったりとした幼児を抱きかかえる夫婦。やや驚きの光景が広がっていました。われわれが持参した菓子の包装袋はパンパンに膨らんでいて、酸素が薄いことを実感できます。
　ここから海抜四六八〇メートルの展望デッキを目指してゆっくり登るのですが、あちこちで階段にうずくまって休憩する人で通行が滞っていました。行き止まりのデッキでは間近に氷河を望むことができ、ガスの合い間に最高峰の扇子陡せんすとうが垣間見えていました。われわれは皆、自己最高点を更新。下りのロープウェイは下山客で混み始めており、ゴンドラには中国の夫婦と相乗りで降りてきました。
　麗江の古城に戻ると、香格里拉から来られた山岳ガイドの林りんさんと通訳の李りさんが待っていて、夕食をともにしながら明日からの登山の打ち合わせを行いました。
　体調を崩したために今日一日静養していた二人は、高所環境も加わってのことか、症状が改善されず、少し心配になってきました。中国では薬局でさまざまな薬が手に入るので、医学生の吉川君に薬の購入をお願いすることにしました。
 
九月十八日日曜日
　吉川君の診断による投薬が効いたようで、二人の体調はかなり回復したものの、大事をとって出発を時間の許す限り遅らせることにしました。
　午前一一時過ぎに林さんの運転で出発。通訳の李さんは登山ができないので、ここで別れて香格里拉に戻るとのこと。打ち合わせ時の通訳のため、三時間もかけて来ていただいたことに感謝し、あわせて、打ち合わせ時に間違えのないようにと、通訳を派遣してくれた香格里拉旅行社の彭社長のきめ細かな気遣いが感じられました。
　麗江から山を越えて下り切ると、長江の上流である金沙江に沿った道に出ます。かなり上流部なのに、日本の川の規模からすれば大河といえるほどの川幅です。橋を渡って香格里拉県に入り、川筋の食堂で昼食。こちら側は哈巴雪山の山麓、対岸は玉龍雪山で、ガスの合い間からは幽かすかに上部を望むことができます。
　食後、虎跳峡こちょうきょうに立ち寄りました。ここは金沙江の川岸が際立って狭くなった大峡谷で、河川勾配もかなり急なため、あたかも日本の洪水時の激流のような流れとなっています。
　虎跳峡に寄り道の後、いくつかの山肌をぬって、哈巴村に到着。ここは納西族、回フェイ族、傈僳りす族と漢族が住む村で、哈巴雪山の登山基地となっています。ちょうど到着時に谷を跨またぐように虹がかかり、われわれを歓迎しているかのようでした。ここでは地元ガイドのアシュンさんが経営する宿に泊まることになりました。
　夕食前の打ち合わせで、ガイドからベースキャンプまで馬で行くことを提案されました。麗江出発前の体調を考慮しての配慮と思われます。鞍も鐙あぶみも用意されているとのことなので、それを受けて乗馬用の馬の手配を依頼することにしました。また、「酸素を使うか」の問いには、酸素を使ってまでの登頂は望まないことを伝えました。通訳がいない中で、高野君の中国語通訳が心強く感じられました。
 
九月十九日月曜日
　今日は、海抜二六〇〇メートルから四一〇〇メートルのベースキャンプに入る行程です。断続的に小雨が降る中、馬は二度の休憩だけで一五〇〇メートルの海抜高を稼ぎ出し、昼過ぎにベースキャンプに到着。付近は森林限界で、ここから一〇〇メートルくらいは草が生えているものの、その上部は岩稜が続いています。氷河が刻んだ岩壁の上部はガスがかかって見渡すことができません。ベースキャンプは石造りの山小屋で、われわれは二段ベッドが入った四人部屋を二室使うことになりました。ここは馬が毎日上ってくることもあって、夕食の品数も下界と遜色がないほど待遇が整っています。
 
九月二〇日火曜日
　今日は、高度順化のための休息日。
　隣り部屋の中国人パーティは、早朝、雨の中をアタックに向かったようでしたが、明るくなる前に撤退してきたようです。付近を散策したいと思うのですが、一日中断続的に雨が降り、退屈な一日を過ごすことになりました。
　「渡辺の様子がおかしい！」。いわれてみると苦しそうです。風邪気味で登ってきたため、頭痛がするということです。ここは富士山頂より高いところなので、体調には十分な注意が必要。安静にして様子をみることにしました。
 
九月二一日水曜日
　今日は、予定では頂上へのアタック日です。朝三時に起床したものの、大きな雨音が聞こえます。夜通し雨が断続的に降っていたようでした。四時まで天気待ちとしますが、天候は好転しません。結局、今日も沈殿とし、アタックは、明日の予備日の天候にかけることにしました。
　雲南では例年、九月の二週目にはポストモンスーン期に入り、晴天が続くと予想されていました。しかし、今年は九月後半に入っても雨天が続き、地球温暖化の影響が懸念されます。
渡辺君の体調は回復せず、高山病が疑われます。本人も苦しそうなので、馬に乗れるうちに下ろすことにしました。高山病は下山するのがいちばんの特効薬。昼過ぎに上ってきた馬で哈巴村へ下山しました。
 
九月二二日木曜日
　今朝も三時に起床。夜半から雨音は聞こえていなかったようですが、小屋の外に出て空を見上げても星は見えません。頂上にアタックすることにし、朝食をとり、岩城、新井、渡邊、吉川、森の五人にガイド四人のパーティで四時前に出発。
　われわれの前に一組のパーティが先行しているのが、彼らのヘッドライトの光で確認できます。軽い小休を挟んで高度を上げますが、私たちのピッチが速いようで、同時に出発した他パーティを引き離しています。七時過ぎには付近が明るくなってきますが、日の光はささず、ガスが強く、海抜四六〇〇メートルくらいから積雪が見られ、風もけっこう強いという天候です。
　森は、四九〇〇メートルを超えたあたりから呼吸が苦しく、足が順調に出なくなってきたため、トラバース前の巨岩のところで下山を決めました。しかし、海抜五〇〇〇メートルまであと三〇メートルとのことから、ほかの隊員を先に行かせた後、五〇〇〇メートル地点へ到達。ここから下山することにしました。
　一方、頂上に向かった隊員たちは、少し高度を上げた地点でアイゼンを装着し、さらに急峻となった斜面に取りつき、一〇時五分に海抜五三九六メートルの山頂に到達しました。
　予定では一一時半ごろまでに登頂したいという行動計画であったので、かなり速いペースで登りきったことになります。残念ながら濃いガスのため、山頂からの眺望は皆無で、すぐさま下山に移ったのですが、下山も四五〇〇メートル地点付近まで苦しい行程が続きました。
　帰路では、ベースキャンプが見下ろせる植生界付近まで高野君が出迎えに出ていました。この日は雨に降られなかったため、彼もベースキャンプ付近での野鳥の写真撮影に収穫があったようです。
 
九月二三日金曜日
　徒歩で哈巴村まで下ることにし、一〇時過ぎにベースキャンプを後にしましたが、登山道がぬかるんで歩きにくく、道の脇や林間の歩きやすいところを選んで下るため、かなり気をつかうことになりました。夕方、牧場付近まで下りてきたころには天候も回復し、哈巴村が広く見渡せるほどの視界が得られました。
　村の宿に着くと、元気になった渡辺君と合流。この晩は賑やかな夕食となりました。
 
九月二四日土曜日
　朝一〇時過ぎに哈巴村を後にし、香格里拉へと向かいました。途中、石灰岩が水盤のようになった白水台に立ち寄りました。ここは四川省の黄龍こうりゅうをミニチュア化したようなところで、白い棚田のような池に空の色が映し出されて美しさを増しています。
　ここからは四〇〇〇メートル級の峠をいくつか越え、秘境の村々を抜けて、夕刻に香格里拉の街に着きました。街の中心部には大きな建物が立ち並んでいて、ここが海抜三三〇〇メートルを超える高地であることを忘れさせます。
　夕食は高級レストランに招待され、ヤクの肉と松茸の火鍋がたいへん美味でした。
 
九月二五日日曜日
　今日は、香格里拉近郊の観光を予定していました。まずは中国で初の国立公園である普逹措プタツォ国家公園を訪れました。公園ゲートでシャトルバスに乗り換え、湖水をボートで移動するルートがほぼ決まっています。大きな樹木が生えているため、つい忘れがちになりますが、急に動くと息が切れます。各所に気分が悪くなった人への案内表示が目につくことから、ここが富士山の頂上近くの海抜高だということに気づきます。
　いったん市街に戻り、納帕海に行く者と松賛林しょうさんりん寺を見学する者と別れて行動することにしました。また、夕刻には独克宗ドクゾン古城を散策したり、古城の大亀山公園朝陽楼ちょうようろうの脇にある巨大マニ車を回したり、思い思いの時間を過ごしました。
　夜の九時過ぎに香格里拉空港に送っていただき、ガイドの林さん、通訳の李さんと別れ、日本への帰路につきました。この空港からの夜のフライトはしばしば遅れるのですが、この日はほぼ定刻に離陸。深夜に昆明に着きました。しかし、空港のトランジットホテルはすでに満室。しかたなく待ち合いスペースで仮眠をとることにしました。
 
九月二六日月曜日
　朝六時に搭乗カウンターに並びましたが、早朝から搭乗カウンターも安全検査場も長蛇の列ができています。中国の人口の多さをつくづく思い知らされます。
　広州行きの便もほぼ定刻に離陸。何度も中国国内便の遅れやフライトキャンセルに泣かされている者にとっては、とてもラッキーな旅でした。
　広州で昼食をとった後、全日空の羽田行きにチェックイン。無事に羽田に着いて、解散。旅行中お世話になった皆さんに感謝しつつ、家路につきました。
 
 
素晴らしい貴重な経験、仲間に感謝
 
　　　――哈巴雪山山行を終えて
岩城達之助（昭和五五年卒）
　
　五〇〇〇メートル級の山岳に挑戦するというと、ハードな遠征登山を思い浮かべるだろうが、この旅は登山よりも、気の置けない仲間との旅物語として記憶の引き出しに収まるものだろう。
　山頂には意外とあっけなく着いた。とはいっても、楽々登れたわけではない。最後は腕時計の高度計を見ながら、階段にするとあと一〇〇〇段くらいだろうか、それなら数日前訪れた虎跳峡の川面から駐車場へ戻る階段くらいかな、などとぼんやりした頭で考えながら、呼吸を荒げないようにとにかく足を前へ前へ送り出していた。山頂での滞在時間は一五分弱。周囲はガスにまかれ何も見えない、そのくせ眩しい、風が寒い、ジャケットが凍っている。山の印象はそんなものだ。
　ＢＣに戻ってからは、登頂のことよりも途中で隊を分けた森さんが別の単独行女性と仲良く下ってきたことをからかって大笑いした。そう、この旅では何度大笑いしたことだろう。親子以上の歳の差を越えて、毎日くだらない話をしていた。まるで徹夜明けの朝のようにどうでもいいことで笑いあっていた。
　そんな楽しい旅をともにできた仲間に感謝したい。そして、專輔さんが旅に加わっていたら、その色彩はどんなふうに変化していたのだろうか。残念に思う。
 
新井洵太郎（平成二二年卒）
 
　初めての海外での登山ということで、不安と期待を抱きながら哈巴雪山山行に参加した。中国に行くこと自体が初めてであり、経験豊富な年上メンバーの方々にアドバイスをいただきながら準備をした。
　実際に中国に行ってみると、山に登る前から中国の持つ土地の大きさと人の多さ、景色の雄大さに心を動かされた。観光を楽しみすぎたせいか、登山二日前にして腹を下し、寝込むハメになってしまった。その日は移動日ではなかったこともあり、回復に全力を注いだが、体調は悪くなるばかりであった。しかし、メンバーの一人に薬などのサポートをしてもらい、翌日には哈巴村まで移動できるだけの体調に戻すことができた。
　その後は順調に体調も回復した。アタック当日の天候は芳しくなく、山頂での景色も望めなかったが、達成感は素晴らしいものがあった。この山行に参加することで、中国という初めての土地に行くことができ、しかも、五〇〇〇メートル級の山に登るという素晴らしい経験を積むことができた。自分自身にとって忘れることのできないものとなったのはいうまでもない。最後に、この山行をともに経験し、さまざまなサポートをしてくれたメンバーに深く感謝したい。
 
渡邊　真之（平成二四年卒）
 
　ほんとうに素晴らしい二週間だった。初めての中国、海外に二週間もいるというのも初めて、さらに海外登山はなおさら初めてで、おまけに中国語もしゃべれない。「さて、どうなることか」と行く前は思っていた。そうした不安は、中国のだだっ広さ、そして、どことなく無秩序で自由な雰囲気にかき消されていった。日本に帰国すると、狭さと息苦しさを感じ、この国の人はみな下を向いていて、どこか所在なさそうに見えた。
　さて、旅のほうはというと、ずいぶんと楽しかった。麗江では新井さんと下痢＋発熱に見舞われた。前日調子に乗って食べた一個一五元のヨーグルトが原因ともっぱらの評判である。大理の火鍋屋で漢字と絵と身振りでお店の人とやりとりしたり、世界一大きなマニ車を回してきたり。僕のあだ名がいつの間にか「くまレンジャー」になっていた（今回の旅で生まれたあだ名は「医者レンジャー」「ホラレンジャー」「栗喰猿」など多数）。
　山に入ってから天候が悪かったのは残念だった。寝ると頭が痛くなるくらいの空気の薄さで、生きているだけで体力が奪われていくような感じがした。ガイドの林さんはなかなか陽気な山男で、隣の中国人の団体客はやたらテンションが高く、ババレンジャーと名づけていた宿のおかみさんは意外とかわいげがあった。とても甘いヤクのミルクを飲み、初めての馬（ラバ？）に三時間も揺られておしりが痛かった。
　いろいろと書き足りないのだが、今回の旅が楽しかったのは、間違いなく多彩なメンバーのおかげだろう。メンバー全員に、ありがとうございました、そして、お疲れさまでした、といいたい。
 
　吉川　正悟（平成二四年卒）
 
　哈巴雪山への遠征では、なかなかできない貴重な経験ができた。中国と日本の文化の違いに驚かされ、中国の広大さにさらに驚かされた。日本での普段の生活では、話を聞いたりテレビやインターネットを見たりして、擬似的に経験することはできても、今回のように実際に自分自身でそれを経験することはできない。
　今回の遠征は、これからの私の生活にとても大きな影響を与えたことは間違いないと考える。また、今回はさまざまな人との出会いがあり、そこから学ぶことも多かった。
　最後に、今回の遠征を通じてさまざまなことを教えてくださった森さん、高野さん、岩城さん、新井さん、渡邊、渡辺、そして在京連絡をしてくださった林さんに改めて感謝の意を表します。
 
渡辺　耕坪（平成二七年卒）
 
　今回は哈巴雪山登頂を目指し、初の海外遠征、初の四〇〇〇メートル超え、初の長期日程と自分にとっては初めてのことがいっぱいで、貴重な体験をさせてもらったと思う。出発する前には不安も大きかったが、チームの方々からのさまざまな助け、現地の方々の多くのサポートのおかげで満足な遠征ができてうれしかった。
　これで哈巴雪山山頂を踏めれば、ほんとうに最高の遠征であったのだが、登山本番では風邪と高山病にはばまれ、あえなく一足早い下山となってしまった。残念さとともに、チームの方々に対する申し訳なさを感じた。哈巴村で一人待つ間、ただただ隊の成功を祈ったが、隊は見事登頂を果たした。哈巴雪山に登頂した方々に祝福を贈りたい。
　今回、玉龍雪山の到達できる最高点までは達することができたのだが、やはり哈巴雪山の山頂を踏めなかったのは悔いが残った。もし次があるなら、ぜひとも私も山頂を踏みたいと思う。
 
 
 

麻布学園山岳部名簿
ＯＢ会員（●は故人）
昭和二四年卒
中　村　太　郎 ●
小　倉　茂　暉 ●
小　田　　　薫 ●
成　瀬　杉　雄 ●
真　野　素　一 ●
飯　島　文　男 ●
 
昭和二五年卒
吉　田　　　実 ●
小　川　法　章
 
昭和二六年卒
笠　原　達　雄 ●
内　田　　　孝　　　　　
後　藤　正　彦　　　　
佐　近　丸　彦 ●
 
昭和二七年卒
荒　木　徳　也
仲　谷　千　秋 ●
青　山　祐　三
宮　下　広　計　　　　
原　田　義　和
 
昭和二八年卒
三　橋　正　道　　　　
森　田　武　男
 
 
昭和二九年卒
青　木　義　明　　　　
松　田　裕　明 ●
伊　藤　栄　康
宇田川　徳　治 ●
中　村　彰　宏 ●
内　藤　　坦　　　　　
長谷川　栄　一 ●
一　杉　正　治 ●　
鹿　島　康　彦
 
昭和三〇年卒
近　藤　隆　治
神　原　　達　　　　　
水　野　　　健 ●
大　迫　武　治 ●
荒　垣　　　敬　　　　　
新　家　圭太郎 ●
 
昭和三一年卒
佐　藤　信　安
宗　像　国　夫
菅　原　道　雄　　　　
橋　本　龍太郎 ●
 
昭和三二年卒
佐　藤　　　晃
大　橋　　　弘　　　　　
三　浦　正　人
坂　　　和　麿 ●
蜷　川　　　清　　　　　
田　辺　泰　穂
 
昭和三三年卒
三　島　秀　介
小　林　隆　志
佐　藤　義　昭 ●
高　林　英　之 ●
深　沢　益　夫　　　　
飯　田　英　章
佐久間　義　敬
榊　原　隆　彦　　　　
萩　原　賢　一
 
昭和三四年卒
古　川　紘　次　　　　
岩　生　　　義 ●
横　地　泰　英 ●　
鈴　木　武　夫
 
昭和三五年卒
加　藤　和　彦
福　井　明　夫
金　井　克　憲
宮　崎　專　輔 ●
片　桐　　　滋
横　田　重　雄
斉　藤　健　一　　　　
大　熊　忠　之
 
昭和三六年卒
早　崎　裕　久
渡　辺　敬　之
西　方　　　亨　　　　　
岡　田　　　健
 
昭和三七年卒
大　熊　義　之
豊　川　圭　一　　　　
浦　口　淳　二
 
昭和三八年卒
細　島　　　進
溝　口　洋　三
唐　沢　成　昭 ●
鮫　島　員　允
神　園　勝　彦
高　峰　通　世
白　石　浩　二
高　橋　宗　則
谷　垣　禎　一　　　　
青　野　丕　緒
 
昭和三九年卒
関　根　福　蔵 ●
油　井　大三郎
郡　山　淑　人　　　　
佐　藤　則　秋 ●
 
昭和四〇年卒
堀　口　正　治 ●
山　田　　　新
藤　原　　　弘 ●
有　田　　　明　　　　　
西　野　一　夫
 
昭和四一年卒
佐　藤　善　之　　　　
武　田　　　薫
 
昭和四二年卒
山　本　　　玄 ●
水　野　有　二
武　藤　光　盛
宮　坂　太　郎　　　　
山　崎　登　自
 
昭和四三年卒
太　田　高　嗣
加　藤　誠　一　　　　
本　村　紳一郎
 
昭和四四年卒
林　　　恒　生
森　　　美　文　　　　　
矢　部　善兵衛
井　上　比佐史
水　田　正　雄　　　　
塩　田　純　一
 
昭和四五年卒　　　
上　領　國　資
 
昭和四六年卒
松　宮　幹　彦
鈴　木　順　二
西　原　英　至
前　田　辰　雄　　　　
斉　藤　亜紀良
 
昭和四七年卒
太　田　弘　一
石　橋　卓　也
大　室　雄　一
小　野　恒　夫
鶴　田　治　夫
君ケ袋　光　胤　　　　
三　浦　啓　正
 
昭和四八年卒
高　野　　　久
池　谷　純　一
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坂　村　　　雄
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加　藤　広　亮
 
昭和六〇年卒　　　
石　井　秀　行 ●　
大　塚　　　進
 
昭和六二年卒
金　澤　大　介
小　田　健　一　　　　
小　沢　雅　男
 
昭和六三年卒　　　
山　中　康　成
 
平成一年卒　　　　
岡　本　　　光
 
平成二年卒
飯　村　文　彦　　　　
南　谷　達　郎
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平成七年卒　　　　
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平成一二年卒　　　
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佐　藤　尭　彦
土　本　真之介　　　　
成　田　悠　輔
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藤　森　　　俊　　　　　
柴　山　健太郎
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渡　邊    真　之
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沖　田　　　崚　　　　　
飯　塚　秀　人　　　　
梅　宮　岳　彦
 
平成二五年卒
中　川　航　輔
奥　村　　　航
佐　野　悠　太
冨　塚　啓　太
玉　澤　芳　樹
納　見　一　輝
平　林　　　洸　　　　　
福　井　達　樹　　　　
菅　澤　将　太
 
 
平成二六年卒
頼　　　哲　誼
井　上　洋　輔
高　間　恵　介
伊　澤　拓　人
山　口　　　集　　　　　
阿　波　一　希
 
平成二七年卒
渡　辺　耕　坪
飯　田　大　雅
今　井　　　航　　　　　
月　森　十　色
 
平成二八年卒
尾　島　暢　彦
氷　川　直　道
寺　元　　　亮
難　波　啓　大
茂　木　武　統
山　崎　諒　太
楊　　　欣　海　　　　　
吉　田　直　樹
 
特別会員
木　原　　　均 ●
高　松　　　武
坂　本　和　隆 ●
福　原　健　司 ●
近　藤　忠　行
廣　田　尚　久　　　　
竹　内　康　夫 ●
堀　秀　　　臣
足　立　英　二
小　倉　董　子
神　谷　義　明
深　川　安　明
田　尾　陽　一
加　藤　靖　彦
遠　藤　　　王
平　野　博　志
増　子　　　寛
野　本　　　勇　　　　　
後　藤　栄　作
 
顧　問
山　本　哲　裕
山　廣　真　之
江　田　雅　人
太　田　　　隼
小　林　祐　門
 
 
 
現　役　部　員
高三
川　崎　哲　太
久　保　俊　太
今　井　健　太
内　山　貴　裕
岡　田　泰　裕
後　藤　　　光
清　水　爽　矢
田　邊　新之助
牧　元　悠　馬
百合本　大　夢
渡　邊　大　祐
川　口　航　平
 
高二
小　林　将　大
小　原　健　人
小　田　宗一郎
建　石　航　希
長谷川　篤　紀
辛　　　柱　岸
佐　藤　　　薫
福　田　英　史
 
高一
土　井　遼太郎
外ノ池　　　拓
 
中三
布施田　大　真
 
中二
田　川　斗　馬
竹　迫　律　貴
野　田　　　凜
田　中　春　陽
越　井　丈　朗
河　村　英　洋
オズボーン朝人
中一
工　藤　健太郎
櫻　井　奎志郎
青　野　　　颯
稲　垣　陸　生
戸　高　應　佑
小　倉　晴　智
持　丸　東　巳
清　古　　　光
 
 

編集後記
 
編集委員会
 
山岳部創部七〇周年記念事業の一つとして、一〇年ぶりの岩燕の発行が検討されたのは、平成二六年一一月のＯＢ会理事会でした。そこでは、現代のＩＴ文化のもと、世に誇れる素晴らしいＡＡＣのホームページが運用されている状況下で、あえて部報を本にして発行することの必要性が議論されました。その時点で私は、ホームページに七〇周年の特別なページを創作して公開すれば、岩燕を本として発行する必要はないのではないかと考える一人でした。
しかし、その理事会で岩燕Ｘ号の発行が決定され、なんとその編集の任を私が拝命しました。編集委員は、平成二一年から二六年卒の歴代リーダーが選出され、ロートル一人と若手五人のメンバーが岩燕Ｘ号作成に取り組むこととなりました。メンバー全員が本の編集、発行という作業は初めてであり、過去の岩燕の発行にも全くかかわっていないという素人集団です。まず過去の岩燕を改めて精読し、編集委員のメンバーで何度も討議するところから始めました。
そのなかで気づいたのは、この一〇年の間に山岳部の状況が大きく変わっていたことです。一時の廃部の危機を乗り越え、部員数は常に三〇名前後の大所帯となり、合宿では天幕を五張りも持参して、なんと北海道の大雪連山にまで遠征をする。一方、山岳部を名実ともに牽引してくださっていた顧問の増子寛先生、野本勇先生が勇退され、顧問は若手先生五人による集団指導体制となっていました。また、山岳部保護者会なるものが存在し、活発に活動して後方から現役をサポートしているのです。
そこで岩燕Ｘ号は、この一〇年の変化と現状を反映し、いま抱えている課題や、これからの山岳部の進むべき道を示唆するのが、発行の意義ではなかろうか、と考えて編集に臨みました。岩燕Ｘ号は、過去の岩燕を踏襲せず、異なる部分が多々ありますので、読んで違和感を持たれる方もいらっしゃるかもしれませんが、ご容赦いただければ幸いです。
平成二七年六月に、現役、ＯＢ、元顧問の先生、現顧問の先生、保護者の皆様に原稿の執筆をお願いしました。こちらで勝手に指名させていただいたにもかかわらず、ほとんどの方々から快諾をいただき、結果的に三十数名の方々から、原稿、写真、挿絵などを寄稿していただくことができました。ありがとうございました。
創部期に活躍され傘寿を越えられた大先輩から、今年入部したばかりの中学一年生まで、まさに七〇年の年齢差のある部員、ＯＢの方々、そしてＯＢや現役とは立場の異なる顧問、保護者の方々より寄稿いただいた原稿は、内容も幅広くバラエティに富んでいます。そして、編集のために何度も読ませていただくうちに、すべての原稿から、山への、山岳部への強い想いを感じるとともに、ひしひしと七〇年の歴史の重みを感じました。岩燕Ｘ号を、本として発行することにしてほんとうに良かったと改めて感じ、その編集に携わることができたことに感謝しています。
約一年半に及ぶ編集作業の間に、お二人の先輩が鬼籍に入られました。昭和三四年卒の横地泰英さんと、昭和三五年卒の宮崎專輔さんです。　
横地さんは、寄稿のお願いに快諾をたまわり、「北岳冬合宿とその後の人生」という題で執筆いただくことになりました。原稿締め切りの九月末を過ぎたころ、横地さんからお手紙を頂戴しました。手紙には「闘病生活でなかなか思うように筆を執る時間がつくれないが、何としても書き上げるから締め切りを延ばしてほしい」との旨が書かれていました。すぐに「お待ちしておりますので、無理をなさらぬように」と電話をさし上げたのですが、残念ながら、二七年一一月に訃報を受け取ることになってしまいました。そのお手紙を読み返すたびに、横地さんの原稿執筆への強い想いと無念さが偲ばれます。
宮崎さんは「ＡＡＣ万歳」という原稿を寄稿たまわり、校正もしていただきました。二八年五月のＯＢ会総会では、元気なお姿で来場され、九月の哈巴雪山遠征に参加の意向を示されておられたのですが、突然倒れられ、七月二日に永眠されました。残念ながら寄稿いただいた原稿は遺稿となりました。「ＡＡＣ万歳」をいま読み返えしてみると、最後に三途の川を渡る話で終わっており、なにか因縁めいたものを感じざるを得ません。お二人のご冥福を心よりお祈り申し上げるとともに、墓前にこの岩燕Ｘ号を捧げたいと思います。
最後に、編集委員の若手ＯＢの諸君に「お疲れさん」と申し上げるとともに、楽しい時間を一緒に過ごせたことを感謝いたします。そして次の八〇周年記念では、ぜひとも君たちが主となって、岩燕Ⅺ号を編集発行してほしいと期待します。また、我らド素人の編集委員たちを見放さず、手取り足取りご指導いただき、なんとか発行まで導いてくださった昭和四四年卒の井上比佐史さんに、編集委員一同心より感謝申し上げます。ありがとうございました。
昭和四七年卒　太田　弘一
 
　初めに、岩燕Ｘ号の編集の仕事をリードし、なかなか動かない私たち編集委員の尻を叩いてくださった編集委員長、わざわざ時間を割いて出版に携わる立場から編集とはなんたるかをわかりやすく教えてくださった井上さんに深く感謝いたします。思えば、半年以上の期間、編集委員として岩燕Ｘ号の編集にかかわりましたが、編集委員の方々とお会いするのはとても楽しい時間となりました。というのも、山岳部にいたころの後輩に久しぶりに会う機会ができたからです。会っている時間は、なにか昔の放課後の部室に戻って談笑しているような気分になりました。そして、実際に編集にかかわるなかでは、寄稿いただいた皆様が一人一人大切に書かれたものを、一冊の本にまとめ上げる楽しさに触れることができました。これはとても貴重な経験となりました。このところの、仕事と家の往復という乾いた社会人生活のなかで、この編集委員としての時間は、違った思考、過去の思い出を導出し、自分についてのいろいろな可能性を考えさせてくれました。この編集の仕事にかかわれたことにとても感謝いたします。
平成二一年卒　藤森　直
 
初めに、岩燕Ｘ号の編集委員を担当させていただいたことに感謝いたします。これまで、岩燕VIII号、IX号を軽い気持ちで手に取りパラパラと読んでいましたが、編集作業にかかわるなかで、編集者や原稿を寄稿してくださったさまざまな方々の努力の結晶として、岩燕が生まれたことを改めて知ることができました。これに気づくと、この岩燕Ｘ号も原稿を書いていただいた方や、これから手にとって読むだろう後輩たちが、読んでも恥ずかしくないものにしなければという気持ちが芽生えました。私は巻頭の写真ページの写真の選定ならびにレイアウトなどを担当させていただきましたが、そのページを開いて、少しでも心を動かしていただけたならば幸いです。最後に、この岩燕Ｘ号の発刊にあたり、原稿を寄稿してくださった皆様、編集委員ではないにもかかわらずご指導いただいた井上さん、そして編集委員の皆様に深く感謝いたします。
平成二二年卒　新井洵太郎
 
　岩燕Ｘ号の編集にかかわることができたことをとても光栄に思います。
　改めて岩燕Ｘ号の原稿を読みますと、創部七〇年という時間の重みがズシリと伝わってきます。思い返せば、中一のときに六〇周年記念パーティーにお呼ばれし、岩燕IX号をいただき、「部報なんかがあるのか、カッコイイ！」と思い、読んでさらにその内容の重厚さに圧倒されたのでした。はたしてこの岩燕Ｘ号がいまの中高生を惹きつけるものになったのかどうか、それはわかりません。ただ、史料がないところに歴史はないのだと考えれば、綿々と紡がれた岩燕こそが山岳部の歴史そのものといえるはずです。岩燕は山岳部の歴史とわれわれとの出会いの場であり、対話の場であるように私には感じられます。
　平成二四年卒　渡邊　真之
 
　まず、岩燕という山岳部の歴史を伝える貴重な記録の作成に自分も携わらせていただいたことに感謝申し上げたいと思います。岩燕Ｘ号を編集するにあたって、寄稿してくださった方々の原稿はもちろん、既刊の岩燕も腰を据えて読ませていただきました。山岳部の歴史の厚み、ＯＢの方々の現役時代や当時の部員に対する万感の想いを、その岩燕を通して感じることができました。この岩燕Ｘ号が、先輩ＯＢの方々には昔を思い出す縁えにしに、後輩諸君には山岳部が積み重ねてきたものを知ることのできる宝庫になることを切に願います。
最後に、編集にあたってさまざまなノウハウを教えてくださった井上さん、仕事の遅い僕のかわりに進んでいろいろな作業を引き受けてくださった編集委員の方々に、厚く御礼を申し上げたいと思います。ほんとうにありがとうございました。
平成二五年卒　中川　航輔
 
山岳部で脈々と受け継がれてきた岩燕の編集に携われたことは、とても嬉しいことでした。
思えば、岩燕は常に部室にあり、活動とともにありつづけました。岩燕IX号は私の入学前に発行されたものであったので、低学年のころはパラパラ見た程度で、山岳部には格好いい装丁の部報があるのだな、というくらいの認識でした。しかし、それが変わったのは私が部長を務めたときでした。夏合宿のルートの参考にしようと過去の岩燕を見てみると、そこには胸踊る山行の数々が載っていました。敗退した山行、大成功した山行たちが、当時の部員の思いとともにつづられていました。岩燕はただの記録ではなかったのです。山岳部そのものでした。
今回の岩燕の発行をめぐってさまざまな意見が飛び交いましたが、今後も岩燕が発行され、山岳部とともにありつづけることを祈りたいと思います。
最後に編集委員会の皆さんと、さまざまなご助力をいただいた井上さん、発行にご協力いただいたすべての方々に感謝申し上げます。ありがとうございました。
平成二六年卒　頼　哲誼
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